



























































これはゾンビですか？15




はい、どっちもあたしです
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富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　こぶいち　むりりん

口絵・本文デザイン　伸童舎
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プロローグ「かーえーれーよー」




第一話「こちらコーラになります」

第二話「へい！　ラーメンお待ちっ！」

第三話「ザクにもいいところはあります！」

第四話「……アユムが……どＭだからですか？」




エピローグ「あたし、どうすればいいと思う？」







　あとがき




















　寒い冬が、続いている。

　これだけ寒いと、ただコンビニにいくだけでも厚着をしていきたいモノだ。

　オシャレな人の定義は何かと聞かれれば、俺はこう答えるだろう。

　毎日、違ちがう服を着ている人だと。

　人はオシャレになりたいと思って生きている。

　そうじゃない人もいるだろうが、おしゃれかおしゃれじゃないかを選べるなら、きっと誰だれもがおしゃれな方を選ぶはずだ。

　別に興味ないね。──なんて言いつつも、そりゃあ出来ればオシャレな方がいいに決まってる。

　だから、俺はマフラーを巻いたり、腕うで時計をはめたり、帽ぼう子しを被かぶったりなんて日もあったり、まああとは──ピンク色のヒラヒラ衣装を身に纏まとったりするわけだが、いつも都合の悪いときに都合の悪い格好をしているような気がしてならない。

　そして、今日ほど、あの忌いま々いましいピンクの衣装でいたかった日はないだろう。

　マフラーなんかもあればベター。

　なんなら、防ぼう弾だんチョッキも着て来たかったね。

　何な故ぜなら今日は──とても寒い日だったから。

「爺じいさん、大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺の腕の中にいる筋肉質なサンタクロースのようなヒゲの老人は、とても冷たかった。

　真冬だというのに、引きちぎったようなノースリーブのジャケットを着ているせいなのか。

　それとも、銃じゆう弾だんを食らって即そく死ししてしまったせいなのか。

　それともただの冷え性しようなのか。

「はっ！」

　なんて思ってたら、くわっと目を見開いた。

　そして、俺の顔を見上げて、ぽっと頰ほおを染めながら、流し目を送りつつ拳こぶしで口を押さえた。

「アイカーワの、えっち……ワシには嫁よめも子供も孫もひ孫もおるから愛は受けられ──」

　さて。俺は老人を放り、立ち上がる。

　今俺たちは、窮きゆう地ちに追いやられていた。

　冥めい界かい人によるセブンスアビス狩り。

　それを知らせに来たはずのセブンスアビス、『引き寄せる能力』を持った魔ま法ほう使つかい、ドゥラークは、どうやら銃弾一発ぐらいじゃ死なないらしい。

　住宅街の路地。喧けん騒そうも何もない、静かな夜。

「撃うちどころが悪かったらしいね」

　俺はじっと遠くを睨にらみ付ける。

　そこにいたのは、一人の──獅し子し舞まい。

　一いつ匹ぴきの──が正しいのか？　いや、だが中に入ってるのは人間だし。

　この世界を守護している吸血忍にん者じやでありながら、冥界の刺し客かくである。

　ややこしいな。

　まあ、いいや。その獅子舞が屋根の上からこちらを見下ろしていた。

　口から、銃じゆう口こうを突つき出しながら。

　口と銃口でさらにややこしいが、詳くわしく言うと、獅子舞の中に入っている少女がライフルを持っていて、それを獅子舞の口からにょきっと出している訳だ。

　何故獅子舞の中が少女だと分かるのか。

　それは、触さわったことがあるから。

　そう、中の人は決してたむらけんじではない。

　ああ見えて、結構グラマラスな──んんっ。

　おっと、そんなことに耽ふけっている暇ひまはないな。

　その獅子舞から、銃じゆう撃げき音が響ひびいたからだ。

　一発、二発、三発。

　それら弾だん丸がんは真ま「っ直すぐ襲おそってくると思っていたが、Ｓ字を描えがいて俺のこめかみを貫つらぬいた。

　まるでハエだな。

　というのが、頭をぶち抜ぬかれた感想だった。

　ゾンビというのは、基本的に頭をぶち抜かれれば死ぬモノだ。

　だから、獅子舞は焦あせっていた。

　何故死なない？　どこを撃ち抜けば死ぬ？

　そんなことを思ってるんだろう。

　あいにくだが、俺はもう死んでるんだよ。

　それに気付かれる前になんとかしないとな。

　一〇〇％──

　俺は跳とぶ。腕を弾丸でぶち抜かれながら。

　二〇〇％──

　二歩目はさらに速く、遠くへ飛ぶ。ヤン・ウェンリーなら死んでるレベルの血を流しながら。

　三〇〇％──

　獅子舞を殴なぐり飛ばせる距きよ離りまで近づいた。

　筋力を強化しながらの三段跳びだ。

　急激に距離を詰つめたのには、理由がある。

　爺さんを守り切れる自信がなかったからだ。

　俺は死なないが、爺さんは違う。

　奴やつの狙ねらいは俺じゃなく、爺さんなのだ。

　相手の行動を制限するために、攻こう勢せいに出る必要があった。

　俺の誤算は、獅子舞の中から、ロケットランチャーが出てきたことだ。

　こいつ、ライフル以外も持ってるのかよ。

　体が木こっ端ぱ微み塵じんになる前に──

　失神させるために俺は獅子舞を殴るっっっ！

　爆ばく音おんが鳴なり響き、そして俺の体は半分消え去っていた。

　間に合わなかった。

　近代兵器に、ゾンビは勝てないのか。

　獅子舞はまたライフルを口から出して、ドゥラークの爺さんを狙う。

　俺という邪じや魔ま者ものがいなくなったからか、少し嬉うれしそうな顔に見えるが、獅子舞の表情なんて変わらないよな。

　ダン──と銃じゆう声せいが響く。

　一発、二発、三発──

　それらの弾丸は、ドゥラークには届かなかった。

　ただ──奴も俺も、誤算があった。

　あの爺さんは、冥界のトンデモ集団『セブンスアビス』の一人。

　一発目は不覚を取ったが、それでも死ぬほどではない。

　何よりも、彼の『引き寄せる能力』は、獅子舞との相あい性しようが抜ばつ群ぐんに良いだろう。

　右手の掌てのひらに、水すい晶しよう玉だまのようなエネルギーの塊かたまりがあった。

　そして、全ての弾丸がその塊に引き寄せられていく。

　ゆっくり、ゆっくりと、老人らしい速度で距離を詰めていく。

　そして、獅子舞は気付く。

　絶対に勝てないんじゃないかということに。

　逃にげだそうとしたとき、獅子舞の体がドゥラークへと磁石のように急に引き寄せられた。

　そして、ぺたんと路地に横たわってしまった。

　何をしたのか、全く分からなかったが、獅子舞は死んだように動かない。

「アイカーワ、君の雄ゆう姿しを忘れない」

　合がつ掌しようされたので、勘かん違ちがいされないように声を掛かける。

「残念ながら、意識はありますよー。死んでるけど」

「うぉう。びっくり。そう言えば、君はユークリウッドが選んだ相手じゃったの」

　俺の体もすいっと引き寄せられた。

「うわ、気持ち悪……」

　半身を失っていた俺に嫌けん悪おを隠かくさないドゥラーク。

「殺したのか？」

　そんなドゥラークを無視して、俺は横たわり、エロい太ももを露あらわにしている獅子舞を見下ろした。

「うんにゃ。無む駄だな殺せつ生しようはせぬよ。ちょっと脳を揺ゆらしただけ」

「こえーなおい。こいつは吸血忍者の知り合いに任せるとして、早く家へ帰らないと」

「アイカーワ、無事なのかい？」

「え？　ああ、このぐらい、すぐに元通りになるさ」

「……なるほどの、愛の力じゃな」

　違うと思う。

　そう言いたかったが、あえて言わなかった。

　構ってると、キリがないタイプの人間だと思ったから。







　家に帰った俺は脱ぬいだ靴くつが躍おどるほどに慌あわてて中へ入った。

「ユーっ！　無事か？」

　居間に飛び込んだ俺に、葉っぱが刺ささる。

「声がうるさいです。ムカつきます。嫌きらいです」

　宇宙船の中とも見み紛まがう、訳の分からない居間。

　こたつを囲っているのは二人の少女だった。

「言葉の数だけ葉っぱが飛んでこなかっただけ、ありがたく思うよ」

　ナイスなバディを持つポニーテールのお姉さん、セラに睨まれた俺だったが、はあ、と安あん堵どの息を吐はく。

　そこに、いたからだ。

　ユーが。

　いつものように、お茶を飲んで。

　セブンスアビスの一人であり、俺をゾンビにした優しく可か憐れんでいてミステリアスな雰ふん囲い気きを持つ銀ぎん髪ぱつの少女、ユークリウッド・ヘルサイズ。

　慌てて帰ってきたのは、もしかしたら、ドゥラークと同じように、ここにも刺客が送り込まれているかと思ったからだ。

　でも良かった。セブンスアビス狩りは、ここまで来ていないようだ。

『問題ない』

　メモをこちらに見せたユーに、駆かけ寄よる人物が一人──

「おおー。無事じゃったかぁあああ！」

　ドゥラークの爺さんが、まるでお盆ぼん休やすみに孫を迎むかえ入れるようなテンションでユーに抱だきつきにいき、そしてセラに吹ふっ飛ばされた。

　壁かべで後頭部を打ったまま動かない爺さんをちらりと見てから、俺はこたつに入る。

「なんですか、このわいせつ物は」

　ゴミを見るような目で、セラが一いち撃げきで気絶してしまった爺さんを見る。

　もしかして、吸血忍者最強、いや、我々の世界における人類最強はセラさんなんじゃなかろうか。

「会ったことなかったっけ？　ユーの友達だ」

「ヘルサイズ殿どのの？　……ならば、申し訳ないことをしてしまいましたね」

　ならばって、誰だれが相手だろうが申し訳ないことだと思うけどね。

『問題ない　むしろ　助かった』

「ぶっ倒たおしてしまいましたが……」

『彼は　面めん倒どう臭くさい』

「なるほど、歩あゆむと同じタイプなのですね」

　それなら良かった。

　みたいになってるけど！　良くねえよ！

　セラが納得してくれたようなので、俺は話を変える。

「で、セブンスアビス狩りは、ここまで来てないのか？」

「セブンスアビス狩りとは？」

「どうやら、冥めい界かい人がユーとかこの爺さんとかを殺そうとしているらしいんだ」

「サミットの影えい響きようでしょうか？」

「いや、その前から始まってたみたいだ。ほら、ここに獅子舞来てただろ。あれの狙いは、ユーだったんだよ。──で、それっぽい敵は来なかったのか？」

「来ましたよ。気持ちの悪い奴が数人」

　数人？　やっぱりか。

「大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

「はい。私一人で駆く逐ちくしました」

　………………マジで？　獅し子し舞まいは俺一人で倒せなかったけど。

『変身したから』

　それで、納得した。

　セラは、玄げん関かんに置いてあるチェーンソウを使って、魔ま装そう少女に変身したんだろう。

　俺だって魔装少女に変身していれば、あんな獅子舞一いつ瞬しゆんで倒せるさ。

「へ、ヘルサイズ殿！　べ、別にそこは言わなくていいではありませんか！」

　セラは顔を真っ赤にしてユーのメモをこたつの後ろに隠した。

　どうやら、セラも俺と同じように、魔装少女の格好をすることを他人に知られたくないようだ。

　魔装少女に変身したセラは俺より強いだろうし、そこらの冥界人に後おくれを取るとは思えない。

　そもそも、冥界人は魔装少女に勝てないから、メガロというバケモノを作り出した。

　まさか、ユーの護衛が魔装少女に変身出来る吸血忍にん者じやだなんて、思いもしなかったろうね。

　獅子舞が襲おそってきたときは、魔装錬れん器きを持ってなくて後こう悔かいしていたが、結果論として、家に置いていたおかげでユーを守ることが出来たし、ドゥラークの爺さんも守れた。

『粗そ茶ちやですが』

　待っていたかのように、お茶を出された。

　台所に行かずともお茶セットを用意している辺り、こたつから出る気は一切ないのだろうな。

　ずずっとほうじ茶を喉のどに流し込む。

　んー。お茶だけどあっさりとしていて飲みやすい。

　一気に全部飲んでしまった。

「結構なお手前で」

　机に湯飲みを置くと、また次の茶を注がれる。

　こうしてると、まるでさっきまで命を取り合っていたなんて忘れてしまいそうだ。

「デューヴァイスは大丈夫だろうか」

　ぼそりと呟つぶやくと──

「大丈夫ですよー」

　と、男の声が返ってきた。

　そして、ぬぬぬ～っとこたつの中から男と犬が出てくる。

　このこたつはブラックホールか。

　というツッコミよりも俺は──

「かーえーれーよー」

　と間延びした返事をした。

　てっきり、ここで行われた三世界サミットのあと、冥界に帰ったと思っていた。

　だからわざわざしみじみした声こわ色いろで呟いたってのに、まだここにいたのか。

　だったら言わざるを得ない。

　帰れ、と。

　ユーが入ってるこたつに潜ひそむなんて、羨うらやましいことをしやがって。

　何よりそれが許せないわ。

「それが、冥界へ帰れなくなってまして、ね」

　犬が幸せそうな顔を見せている。

　……犬、飼いたいな。

　なんて思う。

　こたつから顔を出して寝ねている犬が、これほど愛らしいとは思わなかった。

「お前はコート脱げよ」

　犬はトレンチコートを着たままこたつに入っていた。

　どれだけ寒がりなんだろう。

　犬って庭駆け回るもんじゃねえか。

「あれ、ドゥラークがいつの間に」

　デューヴァイスは居間の端はじっこに転がっている仲間を見つけて、顔を引きつらせた。

　もし、こたつの中からセラなりユーにちょっかいを出せば、こうなっていただろう。

　こたつの中で、正座する女子の膝ひざ小こ僧ぞうを見る度たびに触さわってみたい衝しよう動どうに駆られてはいた。

　だが、それを自じ粛しゆくして正解だった。

　そんな気持ちが表情にありありと表れていた。

「セブンスアビス狩りってのが、始まったそうだ。爺さんは、それを伝えるために来てくれた」

「あー、なるほどなるほど」

「心当たりがあるのか？」

「ええ、まあ……冥界にはこの世界と同じようにいくつも国があるんですが、その内の一つが、セブンスアビス不要論を展開してたのを思い出しました」

「不要論も何も、ほとんどの奴やつがこっちの世界に来てるじゃねえか」

「ええ。だから、他の王たちも気に留めてなかったはずなのに……んー、何か状じよう況きように変化があったということでしょうなぁ」

「メレンゲとネネさんは無事だろうか」

　俺はもう一度、しみじみとした声色で残るセブンスアビスを心配する。

「問題ないでしょうなぁ。あの二人を殺せる人間は、そうそういない。一人で国一つ分のパワーバランスと言っていいでしょう」

「江え田た島じま平へい八はちかよ」

「特に、メレンゲは何にでも変身出来るから、逃にげ始めたら絶対に追えない」

「となると、知らせるだけで何とかなるか」

「では、雑ざ魚このお二方をここに置くことで、ヘルサイズ殿共々、我々吸血忍者が護衛致いたしましょう」

　セラが護衛してくれるなら、これほど頼たよりになることはないだろう。

「冥界人と吸血忍者はどっちが強いのかな」

　セブンスアビスの面々を見ていると、とても太た刀ち打ち出来そうもないが──

「一いつ般ぱん的な冥界人がここの守護者レベルに強ければ、メガロなんて作る必要はなかったでしょうな。さらに言えば、メガロシステムが出来てから、兵士と呼べるような人間を育成しなくなった」

「なるほど。要するに、平和ボケで戦せん闘とう員は多くないってことか。まあ、中にはバケモノ級の連中もいるけど──」

　俺の言葉に、ユーが無表情のままお茶を飲む動作を少しだけ静止させた。

　バケモノ──という言葉が、彼女を傷つけてしまったのだ。

　あ、ごめん。

　そんな言葉が、口から出なかった。

　どうしてだろう。

　信号無視をして飛び出したときに、車が来ても動けなくなるように、俺は何故か、ユーに謝れなかった。

　申し訳ないと思っているのに。

　ユーのことをバケモノなんて、思ってないのに。

　ただ、ものすごいという言葉の比ひ喩ゆに過ぎないのに。

　ユーなら、きっと分かってくれる。

　俺が、ユーをバケモノだと思ってる訳がないことを。

　それでも、言うべきだ。

　言い方が悪かったな──と。

　俺は、この一年ほどで精神的にも成長したと思っていた。

　クリスだろうが、大先生だろうが、もう対等な立場なんじゃないかと自うぬ惚ぼれていた。

　だが──まだまだガキなんだと実感した。

「とにもかくにも、先ほどこのプチボインさんが──」

「鼻をぎりますよ」

　セラの一言に、デューヴァイスは恐きよう怖ふに打ち震ふるえていた。

「斬きりますじゃないんだ」

「ちょんぎるから来てますので」

　ちょんの部分を取ったんだ！　『ちょんぎる』の唯ゆい一いつの可愛い部分を削さく除じよすることで、ちょんぎるをさらに凶きよう悪あくにしたんだ！

「えー、オレっちの予想では、彼女が追い返したことで、当分は刺し客かくを送っては来ないかな。誰だって、死にたくはないからね」

　一体、どういう追おっ払ぱらい方をしたんだろう。

　じっとセラのおっぱいを眺ながめていたから、追っ払いとおっぱいを言い間ま違ちがえそうになった。

　良かった。心の中で喋しやべって。

「セラの徹てつ底てい的てきな性格が、功を奏したって訳か」

　気付かれないよう、重じゆう鎮ちんな雰ふん囲い気きを出す。

「鼻の穴に剣けんを突つっ込こまれるなんて、今思いだしただけでも鳥とり肌はだが立つね」

　なるほど。さっきの鼻をぎってやろうか発言で、あんなにも恐怖を感じていたのは、すでにぎられていた奴を見ていたから。

「ところで、ハルナは？」

「部屋に籠こもって、何かを考えている様子でした」

『おにぎり　作った』

「何か、またよからぬことを考えてるんじゃないだろうな」

　俺は、不安でいっぱいだった。

　あいつの考えることは、その九割九く分ぶ九く厘りんが面めん倒どうを引き起こすことだ。

「じゃあ、俺がおにぎりを届けてこようかね。着き替がえたいし」

「助かります」

　キッチンへ向かい、三角おにぎりが五つ置いてあったので、一つつまみ食いする。

　美味。

　超ちよう、美味。

　おにぎりは、男が作るより女性が作る方が美お味いしく出来るそうだ。

　掌てのひらの塩分が、女性の方が多いからとかなんとか。

　最近はラップにくるんで握にぎったりするから、その美味しさの違ちがいってのはわかりにくいものだが、美少女が握ったというだけで美味しさが倍増するのは何な故ぜだろう。

　なんて思いながら、おにぎりが並んだ皿を持って二階へと上がる。

「ハルナ～、おにぎりがあるぞー」

　まるで、受験勉強で部屋に引きこもっている浪ろう人にん生せいに夜食を持ってきたような気持ちだった。

「部屋の前に置いとけよな」

　ガチャ。

　中へ入ると──

　細い足の親指が、俺の目に突き刺ささった。

「開けんなって言っただろ！　このボケ青年が！」

　ボケ青年ってなんなんだろう。

　身長が一四五センチメートルほどしかないのに、跳とび蹴げりで目を突くなんて、とんでもない身しん体たい能のう力りよくだ。

　肩かたまでの茶ちや髪ぱつの上から、びよんと伸のびるチョウチンアンコウのような毛は俗ぞくに『アホ毛』と呼ばれている。

「別に着替えてた訳でも、後ろめたい行こう為いをしていた訳でもないんだろ？」

「何をしてても勝手に開けるのはマナー違い反はんだろ！　どうしようもないバカだなあんた。次やったら──業ごうを煮にやす」

「なんだか凄すごいことのように聞こえるけど、ただ怒おこるだけじゃねえか。──で、何をしてたんだ？」

「…………あたし、出来るかもしれない」

「何を」

「魔ま力りよくの永久機関だ」

　ハルナがさらっと言ってのけたことに、俺は驚きよう愕がくした。

　と共に──興奮していた。

　ヴィリエの女王、リリア・リリスは言っていた。

　不老の存在である魔ま装そう少女は、人口が増えるばかり。

　土地も食料も、魔ま法ほうで賄まかなっている状態だ。

　しかし、その魔法って奴には、魔力という資源が必要になる。

　永久機関──ってなんだ？

「……ちょ、ちょっと待ってくれ。それが出来ればどうなるんだ？」

「無む尽じん蔵ぞうに魔力を取り出すことが出来る。まあ、厳密に言うと永久機関なんてこの世に存在しえないけど、分かりやすい表現として使わせて貰もらった」

「やれるのかやれないのか分からない言い方だな」

「んー、正確には、魔力の増ぞう幅ふく装置って感じ。一を二にして、一を取り出し残った一を二にするシステムだ」

「だんだんわからなくなってきたが、その装置が出来れば──どうなる？」

「魔法、使い放題だ！」

「つまり、パケット定額だな？」

「全然違うわ！　このバカ！」

「でも、使い放題になるんだな？」

「まあ、ちゃんと機能すればな」

　ハルナの言ってることの全てを把は握あくすることは、俺には出来ない。

　それほどまでに、俺は興奮していた。

　何故なら──

　戦争を止めることが出来るかもしれないからだ。

　命を、救うことが出来るかもしれないからだ。

　それも、一国や一人じゃない。

　三つの世界全てを、この少女一人が救えるかもしれない。

「ハルナ、お前はすげーよ」

「い、いきなり何褒ほめてんだ！　ムカつくんですけど！　ムカつくんでへへへ」

　ハルナのアホ毛が、犬の尻尾しつぽのように揺ゆれている。

「俺に出来ることがあれば、何でも言ってくれ」

「だけど──まだ理論は完成してないんだ。すげーのは、まだ早い」

「出来るかも──って言ってたもんな。でも、ハルナなら出来るさ」

「あたしなら……むー。それはそうなんだけど、あたしがあと一人いればなー」

　ハルナが二人もいたら、俺の気苦労が絶えない。

　ハルナレベルの天才が、あと一人。

　どうやら、俺にも手伝えることがありそうだ。

























　ネネさんは無事だろうか。

　ドゥラークの爺じいさんとデューヴァイス、あとついでに犬は、うちに居候いそうろうという運びとなり、今いま頃ごろユーと一いつ緒しよに談笑でもしながらテレビを見ていることだろう。

　まるで正月のような賑にぎやかさだ。

　ごく普ふ通つうの高校生である俺は、親しん戚せき一同が集結したような忙いそがしさを鬱うつ陶とうしく感じていたが、命を取られるって話なんだから、邪じや険けんには扱あつかえない。

　そこで、俺は吸血忍にん者じやの屋や敷しきなりマンションなりで匿かくまってくれるよう、サラスを学校の屋上へ呼び出して交こう渉しようしているところだった。

「──ってことで、どっか良いところないかな？」

　落下防止のためのフェンスに手を掛かけながら、俺は黒くろ髪かみのアイドルへ声を掛ける。

　サラスは吸血忍者であるセラの上司で、部隊を率いる権力者だ。

　吸血忍者は今、二つの派は閥ばつに分かれていたのが一つになろうとしている。

　それは、革新派を作りながらも保守派を操あやつっていた元げん勲くん老ろうが倒たおれたせいなのだが、そのせいで、サラスは今、部隊を率いるどころか吸血忍者全体を率いるようなレベルのお偉えらいさんになってしまった。

「話は分かったが、全く貴様も次から次へと大変だな。疫やく病びよう神がみでも付いてるのではないだろうか」

　サラスの言葉に、ふとユーの姿が脳のう裏りを過よぎる。

　これまでのことは、ユーの運命を変えてしまう力のせいなんじゃないか？

　そんなことは、ない。

　ああ、そんなことはないはずだ。

「……俺に付いてるのは、女神だけさ」

　そう、ユーは疫病神なんかじゃない。

　冷たい風を浴びながら、俺はニヒルに呟つぶやいた。

　あれ？　今の台詞せりふめちゃめちゃカッコイイんじゃない？

「くさっ！　クサダーリンだな」

　手で鼻と口を覆おおいながら、サラスは一歩距きよ離りを取った。

　恥はずかしいわ。ちょっとカッコイイ台詞だと思っていた二秒前の記き憶おくを消して欲しいわ。

「うるせーよ」

　そのあと、二歩距離を詰つめてくる。

「だが、嫌きらいではないぞ。クサダーリン」

　頰ほおを紅潮させたサラスがふふっと笑う。

「顔が近い顔が近い。一度下がってから前に進む──チョロＱかお前は」

　今度は、俺が一歩下がった。

　美女に迫せまられれば、応こたえてしまうだろうと小学、中学と考えていたが、実際やられると引いてしまう。

　サラスは唇くちびるが触ふれても構わないと考えてるのか、満員電車内よりも距離を詰めてくるからな。──威い圧あつ感かんが半はん端ぱない。

　まあ、それに伴ともなって、間近の美少女にドキドキしてしまい、それを悟さとられるとかっこ悪いってところも、つい離はなれてしまう要因の一つだ。

「まあ、いいだろう。クサダーリンよ。吸血忍者のシェルターがある。そこならば、妖よう怪かい共が百ひやつ鬼き夜や行こうで来ようが大丈夫だ」

　シェルターね。どんな衝しよう撃げきも爆ばく発はつも壁かべを破ることは出来ないイメージがあるな。

　そこなら、多分問題なさそうだ。

　言葉ってのは、やっぱり不思議なもので、シェルターという言葉、ただの名詞に過ぎないこの一言で、俺は無条件に安心だと決め込んでしまった。

「シェルターって生活出来るモノなのか？」

「ああ、二人ならば五年は暮らせるだろう」

　食料も蓄たくわえがあるのか。ゾンビに襲おそわれても平気そうだな。

「やっぱり、お前は頼たよりになるな」

　サラスに相談して良かった。

　この世界では、誰だれよりも頼りになるだろう。

　いつも、助けられてばかりだ。たまには恩返しもしてやらないとな。

「うむ。もっと頼っても良いぞ。貴様の全てを受け入れる覚かく悟ごが、私にはある」

　腕うでを組んで、毅き然ぜんとした態度でサラスは笑顔を見せる。

「すげーよ、お前も」

「も？」

　サラスの笑顔が、崩くずれた。

「いや、何でも無い」

　永久機関を作り出し、世界を救おうとしているハルナがいたから、ついついそれと混合して『お前も』と言ってしまった。

「お、おい！　まさか貴様この期ごに及およんでまた愛人を作ったのか！」

　ずいずいっと歩み寄られる。

　端はたから見れば、まるで恋こい人びと同士がキスでもしているように見えるだろうか。

　それほどの距離だ。

　だが、この寒空の中で屋上へ上がってこようなんて生徒はいないはず。

　誰にも見られてないのだから、誤解は生まれないだろうなんて思う。

　でも、俺は後ずさった。

　サラスの全身から、これでもかと殺気が溢あふれ、屋上全体に渦うず巻まいていたからだ。

「作ってない作ってない！　愛人なんて一人もいねえから！」

「噓うそを吐つけ貴様。知らない女が次から次へと出てくるではないか」

　それを俺に言われても困るんだが──

　逃にげよう。

　ここはもう、逃げるしかない。

「じゃあ、次行くところがあるんで」

　俺は右手を挙げて、足早に逃げる。

「出で掛かけるのか？　まだ授業はあるだろう？」

　後ろを付いてくるサラス。

　お尻しりをぺちぺちと叩たたかれている。

　引き留めたいのかさっさと行って欲しいのかどっちなのか分からないな。

「会いに行く奴やつは校内にいるから問題ない」

「ほう、愛人はこの学校の人間か」

　後ろから、俺の肩かたにアゴを乗せるようにぬっと顔が出てきて、俺は思わず首を横に傾かたむけた。

　長い黒髪の女性の頭部が、肩のところににゅーっと出てきたんだ。

　それは最も早はや、ホラーのワンシーンだ。

「そうじゃないそうじゃない。はあ、ホントにそういうんじゃないって」

　俺はもう、呆あきれるしかなかった。

　愛人がいるのかいないのか。

　いないことを証明するのは、いることを証明するよりも難しい。

　悪あく魔まの証明という奴だ。

「ならば、今すぐ行かなくとも問題ないな。少しは私と、仕事に関係ない恋人のような会話をしていかぬものか？」

「そうだな。分かったよ。もう少し話をしようか。他愛もない、世間話をさ」

　俺は足を止めて、振ふり向いた。

　いつも、サラスには一方的にお願いをして、お願いが終われば去ってしまう。

　たまには、サラスのやりたいことをやってあげたい。

「ありがとう！　ダーリンよっ！」

　抱だきついてきたので、俺はするっと身を翻ひるがえす。

　さすがに、抱きしめ合うのはちょっと……な。

「抱きしめるぐらいしてくれても良いだろうに。いくじなしめ」

　自分の体を抱いて、くねくねとフラワーロックのように身を捩よじらせるサラス。

「そうだな。といっても、いくじありになりたいとは思わないさ」

　こうして俺は、授業が始まるまで、他愛もない話をして過ごした。

　恋人らしい話というより、ただの生徒同士の話を──







　よく、自分の部屋やトイレ、風ふ呂ろなどといった一人で居られる場所に安らぎを感じる人がいる。

　俺も昔はそうだった。

　といっても、一年ほど前までの話だが。

　今では、学校の教室ぐらいが一番落ち着ける。

　念仏のようでいて、子守歌のように聞こえる教師の授業。

　騒さわぐでもない、カリカリとシャープペンがリズミカルにノートの上を躍おどる音。

　どこよりも、ぐっすり眠ねむることが出来る。

　ゾンビは夜行性なのもあるが、家だと色々なことを考えてしまう。

　授業中なら、授業のことだけ考えられる。

　そして、考えている内に寝ねてしまえる。




　……俺は、ダメ学生だ。




　昼休みになると、俺は弁当を食うより先に、用事を済ませるためにある場所へと向かった。

　そこは、生徒会役員レベルでなければ、近寄りたいとも思わない場所。

　良い思い出など、一つも生まれる気配がない場所。

　──職員室だ。

「栗くり須す先生いますか？」

　まるでサラリーマンの職場のような場所。

　ついつい恐きよう縮しゆくしてしまう。

　突とつ然ぜんの生徒の登場に、ポカンとする教師たち。

　そりゃあポカンとするだろう。俺は別に何かの部活動をしている訳でもないし、生徒会の人間でもないし、なんたら実行委員でもない。

　成績が良いわけでもないし、先ほども述べたが、授業態度が良いわけでもない。

　そんなダメ学生の分際で、何しに来たんじゃワレぇ。とでも言いたげな体育教師から目を逸そらす。

　これだから、職員室は嫌いだ。

　隣となりのトイレは学校で一番設備が良いから、内ない緒しよで使う生徒もいるが、バレたら怒おこられる。

　先生と生徒というのは、師弟関係に近いのだ。

　昨今、モンスターペアレンツがどうとか、体たい罰ばつがどうとかで教師の肩かた身みが狭せまくなり、まるで店と客のような立場になってしまっている学校が多い。

　だが、ウチは違ちがう。

　昭和の様式を引き継ついだ、罪は即そく、罰ばつする精神だ。

　だから教師は常に上から目線。生徒がタバコでも吸おうモノなら問答無用の拳げん骨こつ。

　──まあ、俺から見た主観でしかないが。

　なんて考えていたら、一人の教師がやってきた。

　ぱっと見、特筆するところがない、無個性な男性。

　あまりに無個性なために、無個性とか無色だとか、無ーミンだとか呼ばれたりもする。

　彼こそが、最強ばっかりいるヴィリエの魔ま装そう少女の中でも、正に『最強』を誇ほこる人物だ。

　何せ、魔装少女に変身していなくても、俺なんか相手にもならないからな。

　今は、ただのおっさんでしかないが──

　知識は、最強のままなはずだ。

　ハルナがもう一人いれば──

　その一人がいるとすれば、彼しかいないだろうね。

　これが、俺に出来るハルナへの精せい一いつ杯ぱいのお手伝い。

「どうした相あい川かわ。早退でもしたいのか？」

「ちょっと、二人きりで話せませんかね？」

　俺の言葉に、栗須先生は腰こしに手を当てて溜ため息いきを吐つく。

「また何か厄やつ介かいごとに巻き込まれたな」

　少し違うな。

　今から、厄介ごとに巻き込もうとしてるんだから。

　階段の陰かげに隠かくれ、俺はさくっとかいつまんで話をする。

　ハルナが、魔ま力りよくの永久機関を作ろうとしている。

　それがあれば、ヴィリエは戦争をしなくて済むんじゃないだろうか？

　そして、今ハルナは自分と同じレベルの天才を求めている。

「栗須先生。今のあなたは魔装少女とは言い難がたい。でも、魔ま法ほう知識は変わらないはずだ」

「そうか──相川、お前は俺を頼たよってくれるんだな。最強の魔装少女ではなく、ただのおっさんを」

　先生は、少し嬉うれしそうに言った。

　このおっさんは、本来可愛らしい女の子なのだが、クーデター失敗の罰としておっさんになる呪のろいを掛かけられ、その有り余る個性をほぼゼロにされてしまった。

　ただ時間だけが流れる退たい屈くつな生活。

　教師をやっていても、誰にも相手にされない、寂さびしい生活。

　だからこそ、俺が頼るのを、喜んでいた。

「先生とハルナは、前にも一度一いつ緒しよに装置を作ったこともあるんだし、今最も頼りになるのは先生だと思ったんだ」

　俺は先生を尊敬している。だが、あえて敬語を使わなかった。

　拳こぶしで語り合った、戦友として、頼りたいんだ。

「最も──というのは言い過ぎだな。俺よりも魔法技術に詳くわしい人物はいる」

「例えば？　ただの謙けん遜そんに聞こえるけど」

「こと、装置や兵器開発に於おいては、奴以上の天才はいないだろうなぁ」

「最強の魔装少女だった人がそこまで言うなんて──一体誰だれなんです？」

「ふうりんかにゃんと互ご角かくの魔装兵器や、生体の宝ほう珠じゆなんてアイテムを作り出し、初めてヴィリエに反旗を翻した男──『悪あく魔ま男だん爵しやく』だ」

　その言葉に、俺はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　悪魔男爵──

　吸血忍にん者じやの頭とう領りようで、大先生の友達だったっけか。

　栗須先生と一緒にクーデターを行い、失敗した男。

　なるほど、もしかしたら、ハルナ以上の天才の可能性もあるだろうね。

　だが、一つ問題がある。

「頼りになるかも知れないけど、残念ながら、今は意識不明の重体で」

　そう、頭領は、元げん勲くん老ろうに刺さされて動けない。

　刺されただけでずっと意識不明なんて、常つね日ひ頃ごろから刺されている俺からは考えられないが、彼も呪いで普ふ段だんから常に瀕ひん死しの状態だからな。

　ゲーム的に言うと、ＨＰが一しかないのにダメージを受けてしまったんだ。

　いつ死ぬか分からない状態が、今も続いている。

「そうか。それはお気の毒に。昔のよしみだし、お見み舞まいに行ってやろうかね」

「俺も行きたいんだけど、ちょっと込み入ったことがあって、関係者以外立ち入り禁止だとか」

　一番の側近に刺されたんだからな。

　頭領に出来る限り誰も近づけたくないのも頷うなずける。

「残念だな」

「やっぱり、あなたが一番ハルナに近いと思うんですが」

「しかしだ、相川。ハルナと一緒に研究をしたからこそ言うが──ハルナは次元が違いすぎる。俺では、てんで話にならんレベルの天才だ」

　え？

　栗須先生の言葉に、俺は戦せん慄りつを覚える。

　俺からすれば、どっちもどっちなのだが──

「と、いうと？」

「そうだな。夏休みの自由研究と、タイムマシンの開発ぐらい差がある。考えてもみろ。魔力吸引器は、兵器として開発を続けていれば──ヴィリエを取れるレベルの代しろ物ものだ」

　ハルナはユーの魔力を奪うばったことがある。

　というより、奪うための魔力吸引器を作ったことがある。

　そして、ユーの魔力は無む尽じん蔵ぞうだ。

　ということは、裏を返せば、どれだけでも魔力を奪うことが出来る。

　それはつまり、ヴィリエの魔装少女全員の変身を解くどころか、無効化させることさえ出来る可能性を秘めていた訳だ。

　まあ、あいつは「閃せん光こうのように生きている」とかなんとかで、一度作ったモノは二度と作れないらしいが──確かに、凄すごいモノを作ったんだなってことは分かる。

　それにしても、栗須先生にここまで言わせるとは。

「あいつ、そこまでだったのか……」

「だから、俺では残念だが力にはなれない」

　それは、想定外だった。

　ハルナと同じレベルの魔力技術を持った人間。

　それは、最強の魔装少女である栗須先生よりも圧あつ倒とう的てきに上でなければならない。

　他に、誰かいるだろうか？

「そうですか……ネネさんはどうだろう」

　ネグレリア・ネビロス。爆がつくほどのおっぱいを持った、冥めい界かい最強の人物だ。

　彼女であれば、もしかしたら──

「ネグレリアもその分野じゃあ役にはたたんだろうな。胸がデカイ奴やつはバカばっかりだ」

　ダメか……

　まあ、栗須先生とネネさんは同じタイプだろうしな。

　二人とも、どの分野でも高レベルだと思っていたのだが。

「巨きよ乳にゆうはバカか……魔装少女らしい極論っすね」

　栗須先生は少し照てれ臭くさそうに笑ったあと、思い出したようにぽんと手を叩たたいた。

「一つ、手がある」

　手がある。という言葉に俺は訝いぶかしげな表情を浮うかべた。

　一人、いる。なら分かるが、一つ、手がある？

　今求めてるのは、ハルナと同じレベルの頭脳を持った人間なのに。

「どういうことです？」

「ダブル──という魔法技術があるんだが」

　聞いたことがある。

　確か、残像を作り出すような感じの技だったような。

「それを応用すれば、あるいは」

「まだ分からないな。具体的に言うと？」

「簡単に言うと分身の術だ」

「まさか、その方法って──」

「ハルナを二人にすればいい」







　次に俺が向かったのは、教室だった。

　昼飯を食べてないなーなんて思ってはいたが、昼食のためじゃない。

「──ってことでですね。力をお借りしたいんです」

　電話を掛けながら、廊ろう下かをずんずんと進んでいく。

　教師に見つかれば、即そく携けい帯たい没ぼつ収しゆうになりかねない行こう為いだった。

「なるほど～」

　おっとりとした声こわ色いろ。どこか色っぽさも感じる少女の声に、俺は懐なつかしさを感じていた。

　電話の相手は、ハルナの担任教師、通つう称しよう大先生だ。

　栗須先生曰いわく、ダブルで完全な分身を作れるような魔装少女は、大先生ぐらいなのだそうだ。

　まあ、そう言われれば疑う余地がない。大先生ってのは、噂うわさだけで信じられるほどの実力を持っているんだ。

　もし栗須先生の手を借りられない場合は、大先生を頼ろうと思っていた。

　大先生もまた、ハルナと同じような天才だ。

　だが、たしか大先生の持つ魔法技術は悪魔男爵のモノ。

　以前、魔装兵器を作れと言われたことがあったが、大先生はそれを作ることが出来なかった。

　兵器は作れない──しかし、現魔装少女最強の一角であることは間ま違ちがいないはずだ。

「どうしてハルナは魔力の永久機関なんかを作ろうと思ったんでしょうかぁ」

　どくん、と心臓が大きく動いた気がした。

　俺は、ハルナが永久機関を作ろうとしている話を今したのだが、それを作ろうとした理由、つまり、ヴィリエが戦争をしているのは、魔力不足によるところが大きいということを、大先生に言うべきかを渋しぶっていた。

　大先生は、女王リリアを嫌きらっている。

　リリアのためだと言えば、絶対に手伝ってはくれないだろう。

　大先生の主張は、リリアが新しい兵器を手に入れるためだけに戦争を仕し掛かけ、兵士が死のうが気にも掛かけない戦争マシーンだというモノ。

　リリアの主張は、増えすぎた人口を賄まかなう土地及および資源が足りず、人口を減らしつつ領土を手に入れる一石二鳥の手段として戦争を選んだ。

　国民を愛しているから、魔ま装そう少女の殺し合いだけはさせたくないというモノ。

　食い違ちがいがある。

　リリアは大先生が思ってるほど、非情じゃない。

　──それを、俺がしゃしゃり出て説明しても良いものだろうか？

　きっと、大先生はリリアの言い分を信じないだろう。

　リリアの兵器好きはみんな知っている。自分の蹴けり技にすら、銃じゆうの名前を付けているぐらいだ。

「ハルナは、ヴィリエを救うために頑がん張ばろうとしているんです。ヴィリエは今、魔ま力りよくが絶対的に足りていない状じよう況きようにあるそうで」

　悩なやんだ結果、俺はリリアの名前は出さなかった。

　誰だれかのためではなく、お国のため。

　それは女王のためではなく、国民のためなんだ。

　それは、俺自身への問いかけでもあった。

　今回の件を成功させることは、ただの偽ぎ善ぜんではなかろうかと。

「確かにぃ、魔力量による格差がありますねぇ～。ハルナがそれを是ぜ正せいしようなんてぇ、信じられませんねぇ～」

「あいつもあいつなりに、考えてるんですよ。色々」

「……女王に何か吹ふき込まれたんでしょうかぁ～」

　あうっ！　一いつ瞬しゆんでバレた！

　大先生の声色は、全然変わらない。

　変わらないからこそ、怖こわかった。

　もしかしたら、全てを分かっているのではないだろうか。

　その上で、俺にカマを掛けているのではなかろうか。

　だが、それは想定内だ。

　だから俺は、教室へ向かっている。

「京都の豆とう腐ふを用意しますんで」

　これが、対大先生の秘密兵器だった。

「いきます！　すぐいきます！　どこですか！　どこで待ち合わせですかぁ！」

　ほら、凄い食いつきだ。

　こうして俺は、大先生を誤ご魔ま化かすと共に、おびき出すためのアイテム探しを始めたのだった。







　さて、目的を達成するために人を訪ねたり、アイテムを用意したりと、ロールプレイングな感じが出てきたが、最初から俺が教室へ戻もどった理由は豆腐の調達だった。

　大先生を頼たよるんだから、豆腐は用意するべきだと考えていたからだ。

　で、問題の豆腐なのだが、京都の豆腐がいいと大先生は前々から言っていた。

　そういう調達業務で、忍にん者じやの右に出る者はいないだろう。

　サラスとは違う──忍者だ。

「あ、相川帰ってきたじゃない。どこ行ってたのよこの甲か斐い性しよう無し」

　席に戻るや、最近つけまつげを長めにした三み原はらかなみにとんだ声を掛けられた。

　見れば、隣となりのクラスからやってきた友ゆ紀きが、メソメソと半泣き状態じゃないか。

「……やっぱり……用事があっただけなんだって」

　よしよし、とガキを慰なぐさめる保育士さんのように、癒いやし系けい少女である、お下げがトレードマークのクラスメイト、平ひら松まつ妙たえ子こが友紀の背中をさすっていた。

「良かったぁ、オレ、てっきり飽あきられて捨てられたのかと思ったぜ」

　なるほど、つまり、いつも半分寝ねた状態で昼休みを迎むかえる俺が、席を離はなれていたことが原因のようだ。

　吸血忍者のくせに、そんなことぐらいでメソメソするなんてな。

「俺は、信じてたぜ。きっと戻ってくるってな」

　メガネの変な男が格好良さ気げに足を組んでいたが、全然格好良くはなかった。

　むしろ鬱うつ陶とうしい。

　その鬱陶しさに、彼を気に掛けている人間はいなかった。

「ユキちゃん、相川くんが来るまでご飯を食べないって待ってたんだからね。あーあ、せっかくの手作り弁当が冷めちゃってるわー」

　せーんせーにー言ってやろー。みたいなリズムで俺を批難する三原。

　昼休み開始と同時に食べたとしても冷めちゃってるわ。なんて言ってやりたかったが、言わずにおいた。

「で、そんなこと言いながら、お前はそんな友紀を放って、先に飯食ったんだろ？」

「相川を待つなんてバカバカしいじゃない」

　けろっとした表情で言われた。

　俺は自分の席に座り、目の前に置いてある弁当を開ける。

「相川、最近全然オレに構ってくれてない気がしてさ。仕事を頼たのむときはサラスだし、パートナーに選ぶときはセラフィムだし」

　友紀は俯うつむき、人差し指をくるくるさせていじけながら言う。

「すまなかったな。──あーそうそう。友紀、ちょうど、お前に用が出来たんだ」

「ほんと！　やったーっ！」

　友紀は両手を突つき挙げるようにしてガッツポーズをした。

　さっきまでの表情はぽーんと地平線の彼方かなたへでも飛んで行ったようで、その表情はからっと爽さわやかな笑顔になっている。

「とりあえず──飯にするか」

　箸はしを取って、俺は「いただきます」と軽く手を合わせ、卵焼きに狙ねらいを定さだめる。

「……お、おうっ！」

　笑顔のまま、なんだか目を潤うるませている友紀に、俺は顔を引きつらせた。

「なんだその表情」

　それは、今までに見たことのないタイプだった。

　照れと喜びと、驚おどろき。なんだか色んな気持ちが混ざっている表情だった。

「いや、なんだか今の『飯にするか』……って台詞せりふ、夫婦っぽくなかった？　オレ、それが嬉うれしくて」

「なんじゃそりゃ」

　俺は、ついつい笑ってしまった。

　友紀があまりにも馬ば鹿かげた理由で喜んでいたからだ。

「でも……私も……言われたい……かな」

「え？」

　平松が羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けていたことに、俺は驚いた。

「ひゅーひゅー。熱いよ熱いよ～」

　昭和のトレンディ女優のような煽あおり方をする三原。

　からかわれているのはムカつくが、どこか悪い気はしなかった。

「そうかー？　俺には『モヤモヤさまぁ～ず２』における大おお竹たけっぽさしか感じなかったけどぉ？」

　なんて横やりを入れたのは、ツンツンメガネだ。ツンツンメガネなんて言うのも面めん倒どう臭くさい上に文字数の無む駄だ使づかいなので、織おり戸とと呼ぼう。

「いや、完全に夫婦気分で言ってたわね。新しん婚こん二ヶ月って感じだったわ。うんうん」

　三原が友紀を後押しする。

　そのトレンディボケ、ツッコミが必要なのか？　放って置いてやろう。その内、恥はずかしくなってやめるだろうし。

「だよな？　やっぱそうだよなっ！」

　途と端たんに嬉しそうな顔を見せた友紀は、少年のような瞳ひとみで俺を見つめながら、ごまドレッシングを弁当にどばどばぶっかけていた。

「で、友紀。お前に聞きたいことがあるんだが」

　俺は話を本題に戻した。

　変えないと、どんどん面倒臭くなりそうだった。

　ハンバーグのソースは手作りなのか、甘めの照り焼きのような味付けだった。

　美う味まい。いや、それ以前に、好きな味だ。

　このソースならどんな肉料理でも食べられるわ。

　友紀はどんどん俺の好きな味をマスターしているな。

　味に対しての探究心、向上心、それが友紀を頼る理由だった。

「おう！　何でも聞いてくれ！　掛け算までなら余よ裕ゆうで答えられるぜ！」

　割り算は出来ないんだ。

「近くに、京都の豆腐を売ってる店はないだろうか？」

　昼休みは残り少ないので、少し早口で弁当を食べていく。

　ちなみに俺は、それぞれのおかずを少しずつ満まん遍べんなく摘つまんでいき、最終的にご飯と一いつ緒しよに全て食べ終わるようにペース配分しながら食べるのだが、今は時間がないため、一つのおかずを一気食いして、ご飯をかっ込むという方法を取っていた。

「そんなもん、通つう販はんで買えよ」

　織戸の意見ももっともだろう。

　だけど、ネットの口コミより、友紀の情報を俺は信じたいね。

「んー。どこかあったかなー。ラーメン屋はダメなんだよな？」

　俺と同じペースで食べ進める友紀は、その小学生と同程度の記き憶おく力をフル活用して、思い出そうとしている。

「京豆腐を使ったとしても、ラーメン屋はちょっとなー」

　友紀は食通だ。

　その中でも、ラーメンに掛かける意気込みは、尋じん常じようではない。

　好きすぎて、自分で作ることもある。

　料理が趣しゆ味みと言っていいだろう。

　何せ、師し匠しようを持っているほどだからな。

「豆腐の店ねー。この辺りじゃあんまり見ないわよねー。しかも地域限定でしょ？」

　当学園の流りゆう行こう発信基地、三原が知らないとなると参ったな。

　全員が「んー」と唸うなっていると──平松が手を挙げる。

「……あ……ユキちゃん、前に紹しよう介かいしてくれた……すき焼き屋さんは？」

　友紀は慌あわてて立ち上がり、「それだ！」と笑顔を見せた。

「ちょうど、京食材を使った良い店があるぜ！」

「あー、あそこ超ちよう美味かったよね」

　三原も思い出したようで、はいはいと頷うなずいていた。

「すき焼き専門店って訳じゃないんだけどさ。あそこのすき焼きは絶品だぜ？」

「店──か。だったら豆腐だけを買っては帰れないな」

　どうなんだろう。大先生は、自分の家で食べたいのかな。

　んー。

「お土産みやげだったらオレが交こう渉しようしてやるぜ！」

　それだったら、文句はないな。

「平松も行ったのか？」

「うん。凄すごく……美お味いしい店だったよ？」

　それは、楽しみだな。

　平松の口に合うということは、かなり上品な味だろう。

　普ふ通つうに、俺が食べに行きたいわ。

　冷ひや奴やつこ以外の豆腐料理を堪たん能のうして貰もらおう。ついでに、こうなんというか、美味しい店を知っているってのは、大人っぽくていい。

「是ぜ非ひ、そこを紹介して貰いたいね」

「おう！　じゃあ、今日早速、学校終わりに行こうぜ！」

　ガツガツと弁当を口に搔かき込む友紀を見ながら、弁当を食い終わったと同時に、チャイムが鳴なり響ひびいた。







　午後の体育は、マラソンだった。

　飯を食ってすぐの授業でマラソン。

　鬼おに教官かって話だな。

　何な故ぜ冬のクソ寒いときに、マラソンばっかりさせられるのか、甚はなはだ疑問だ。

　犬のような性格の友紀はハッスルを発するが、他の生徒は嫌いやがっているに違ちがいない。

　是非統計を取って頂きたい。

　全国の高校生に聞きました。一番嫌きらいな体育種目はなんですか？

　きっと、マラソンは一位になってくれるだろう。

　ジャージのポケットに手を入れながら、肩かたを竦すくめて空に白い息を吐はく。

　白い息をすーっと細く長く吐くことで、まるでタバコを吸っているかのような格好良さが出るよな。

　そんなくだらない楽しみでも見つけないと、やってられない。

　いつもは太陽が出ていると恨うらめしいと思うゾンビな俺だが、曇くもりのせいで気温がさらに下がっていると、さすがに太陽が恋こいしくなってくる。

　ある者は空を、ある者は地面を、あるメガネ者は走る女子の尻しりを見つめている。

　ダラダラとした行進。

　そんなダラダラとした行進の中に、一人の男子が見えた。

　いつもなら、こんなマラソンぐらい、ニコニコしたまま完走するイケメンが、今日は気持ちが沈しずんでいるようだった。

「どうした、アンダーソンくん。気分でも悪いのか？」

　新人社員に取り入ろうとする部長のような気持ちで話しかけると、アンダーソンくんは泣きそうな声でこう返した。




「ネグレリアを殺せって言われてね」




　率直で、分かりやすく、それでいて衝しよう撃げき的な告白だった。

　ネネさんを、殺せ？

　アンダーソンくんが？　どうして？

　その答えに思い至り、俺は頭を抱かかえる。

「セブンスアビス狩がりか」

　やっぱり、ネネさんにもすでに刺し客かくは放たれていた。

　ただ、それが同級生ってのは想定外だったが。

「知ってるのかい？　そうか、ユークリウッドのところにも行ったのか」

　俺はアンダーソンくんの歩ほ幅はばに合わせて併へい走そうする。

「本当に困ったよ。俺はどうすればいいのか、分からないんだ」

　悩なやめる姿すら、美しい。

　日本人離ばなれしたその容姿に、俺は憧あこがれを抱いだいていた。

「どうするもこうするも、無視すればいいじゃないか。アンダーソンくんがネネさんに挑いどんでも一いつ瞬しゆんで蹴け散ちらされるだろうし」

　バカにしているわけではなく、俺は事実として言った。

　アンダーソンくんがもし俺の一〇〇倍強くても、ネネさんからすれば、ただのアリ程度にしか過ぎないだろう。

　どれだけ考えても、ネネさんに勝てるビジョンは浮うかんでこない。

「はは、そう出来ればいいんだけどね。戦争時代、俺はネグレリアの部隊にいたんだ。だから──彼女は命の恩人」

「だったら、悩むこともないじゃないか」

「彼女の部隊にいたのも、全ては国のため、冥めい界かいのために行動したいって思ったからさ。そして、今回は勅ちよく令れいを受けたんだ。ネグレリアを殺せるのは、彼女が気を許している人間ぐらいだろうってね」

「ネネさんを殺したところで、国のため、冥界のためになるとは思えないけどね」

「それを判断するのは政治家であって、兵士じゃないさ。下された命令に従うべき──そう割り切らなきゃならない」

「なら聞くが──ネネさんを倒たおす方法を、アンダーソンくんは持ってるのか？」

「……ないね。鮭さけがクマに挑むようなモノだ」

　アンダーソンくんは肩を竦め、欧おう米べい人のように両手を広げた。

　遠くから見ると『ひ』のようなポーズだ。

　これを「アイドンノウ」なんて言いながらされるとイラッとすることもあるが、好青年であるアンダーソンくんに嫌けん悪おの気持ちはなかった。

「何にも出来ないまま吹ふっ飛ばされて終わる画えしか想像出来ないな」

　鮭がクマにべっちーんと叩たたかれて水しぶきをまき散らしている画が頭に浮かぶ。

「はあ、憂ゆう鬱うつだ。やらなければ、国家反逆罪で俺が殺される可能性もある」

「じゃあ、例えばだけど、挑んで失敗すればいいんじゃないか？　俺がネネさんに口くち添ぞえしてもいい」

「…………なるほど。八や百お長ちようか」

　聞こえは悪いが、そもそも正々堂々を掲かかげるような戦いじゃない。

「相手が相手なんだから、負けましたって報告しても問題ないさ」

「ありがとう相川。その方向で考えてみるよ」

　アンダーソンくんに、いつものスマイルが戻もどったので、俺は良いことをしたと気分が良くなった。







　学校の終わり──

　俺は友紀の自転車に跨またがった。

　友紀はチャリ通学で、ギアチェンジが出来るタイプの割と良い自転車を使っていた。

　ウチは家から学校まで五分ほどで着くから、自転車を使う機会はあまりない。

　普通、自転車に乗って恋こい人びとが帰るとき、男が前に乗って、女子が後ろに女の子らしく横向きに乗り、音一つならないようにゆっくりと進むイメージがある。

　今──そのイメージとは真逆の状じよう況きようだった。

「ああああああああああああああ」

「いいやっほおおおおっ！」




　テンションの上がった友紀の自転車は、ただの兵器だ。




　今、とても良い名言が生まれた気がする。

　友紀が運転する自転車は、超ちよう高こう速そく。

「どうだ相川ー。速いだろー？　二〇段変速機付けて貰ったんだぜ？」

　ギアチェンジって、普通四段とか六段じゃないのか？

　自転車のギアはどんだけ変速したいんだよ。

　もしも二〇回変身する奴やつがいたら、それは最も早はや別人だ。

　おっと、今の喩たとえは遠すぎたかな。

　頭が回らない。

　ぎゅっと友紀の体を抱だきしめて、振ふり落とされないようにするしかなかった。

「あ、相川ぁ、くすぐってぇよぉ～」

「すまん」

　どうやらぎゅっと腕うでを回しすぎて、横っ腹をこちょこちょしていたようだ。

　ぐわんぐわんと揺ゆれる自転車。

　だが、倒れない。

　自転車を倒さないために、どうすればいいと思う？

　走ればいい。

　ただただ、走り続ければいい。

　なんて言い方をすると、まるで人生の縮図のようで良い言葉に聞こえてくるが、実際その状況になってみると、戦せん々せん恐きよう々きようである。

　そもそも俺は、ジェットコースターが苦手だ。

　知らない力で知らない動きをされることが嫌なんだろうね。

　自分で運転していれば別だろうが、予測できないことが何よりも怖こわい。

　運転しているのが、割り算すら出来ないアホでおなじみの友紀であることも、不安の一つだ。

　吸血忍にん者じやだから問題ないだろうとは思う。

　だが、これと恐きよう怖ふは別なんだ。

　観覧車が倒れる訳がない。止まる訳がないと思っていても、怖い人には怖い。

　頭の中でユーロビートが流れる。

　最速を目指す物語は、読むべきモノであって、経験すべきモノじゃない。

「いやああああああああっ！」

　俺の叫さけびは、誰だれかに届くだろうか。

　誰か、助けて下さい。

　早送りのように町並みが過ぎ去っていく。

　何時間にも思える永遠の時間を、駆かけ抜ぬけていく。

　そうこうしている間に、目的地へと辿たどり着ついた。

　あんまり大きくはない店構え。

　開店時間は一七時からで、ちょうど良い時間になっていた。

　のれんをくぐって扉とびらを開けて中へ入ると、清潔感のある店内。

　少なくとも、築五年以内ってところだろうか。

　老舗しにせという感じではなかった。

「いらっしゃいませ。ご予約の方ですか？」

　お姉さんに言われ、俺は戸と惑まどってしまった。

　何故、緊きん張ちようしてしまうのだろうか。

「おいーっす」

　友紀がひょこっと顔を出した。

「吉よし田ださん！　お久しぶりじゃないですかぁ！」

　きゃぴきゃぴと声こわ色いろがギャルっぽくなったお姉さん。

「二人なんだけど、今日空あいてる？」

「すいません、もう満席なんですよぉ」

　申し訳なさそうな顔をしているが、その向こうに見えるカウンターには、客がいるようには見えなかった。

「空いてるように見えますけど？」

「え？　ああ、予約で一いつ杯ぱいなんです」

　うわあ。そっか。予約があったかー。

　俺は恥はずかしかった。

　浅はかな考えで文句を言ってしまったことが。

「おー、吉田さんじゃないっすかー」

　店の奥から、黒いエプロンを着けたダンディなお兄さんが気さくに声を掛かけてきた。

「あ、テンチョーさん、どうもー」

　友紀がぺこっと会え釈しやくをしたので、俺も釣つられて頭を下げる。

　なんで店長のところがカタコトなのかは、気にしないでおこう。

「何、彼氏？」

　ニヤニヤした顔を向けられ、友紀は両手をぱたぱたと振る。

「そ、そんなんじゃないぜ！」

　お、友紀も恥じらうことがあるんだなー。

　てっきり、肯こう定ていすると思ったが。

「そうなんですよー」

　友達だって言おうとしたら──

「夫婦っすから！」

　びしっと宣言する友紀。

　………………しばしの沈ちん黙もくのあと。

　どっと笑いが起こった。

　ナイスジョーク。と思われたのだろうか。

　まあ、普ふ段だんからジョークを言うようなキャラじゃないからな。

　天然なだけで。

　だから、驚おどろきのあとに笑いがあったんだろう。

「イヤ、マジだぜ？」

　友紀さん、そこ真顔にならないでーっ！

　もうそこはいいじゃん。

　ギャグでいいじゃん。

「じゃあ、新しん婚こんさん二人のために、席を用意しますか」

「え？　席あんの？」

「二一時から予約の席があるんで、二〇時半ぐらいまでなら」

　まだ一七時過ぎだし、余よ裕ゆうがある。

「全然大だい丈じよう夫ぶ。だよな？　相川」

　嬉うれしくて、ぴょんと跳はねる友紀。

　そこでお前名字で呼んだら、夫婦じゃないって思われるんじゃないか？

　なんてツッコミはしなかった。

　そう思われた方が、いいからな。

「ありがとうございます。それでお願いします」

　靴くつ箱ばこに靴を入れて、木で出来た鍵かぎを取る。

　そして、お姉さんに連れられて、奥の座ざ敷しきに案内される。

　広めの個室。

　四人席ってところかな。座布団が四つあるし。

　畳たたみの掘ほりごたつ。

　和紙のような壁かべに囲まれていて、窓のようなモノはない。

　俺が座布団に腰こしを下ろすと──

　友紀が隣となりに座りやがった。

　普ふ通つう向かいに座るだろ！

　家族ゲームかっ！

　松まつ田だ優ゆう作さくの頃ころの家族ゲームかっ！

「なんで横に座るんだよ」

「えー、メニューも見やすいしいいじゃねぇか」

　まあ、言われればデメリットはないけどさ。

「お飲み物は？」

「コーラで！」

「あー、じゃあ俺もコーラを」

　炭酸飲料は、子供のビールだね。

　どこのとは言わないが、コカインが入ってるコーラもあったぐらいだ。

　まあ、コカインが規制されて、今は成分を抜いているらしいけど。

　カフェインも入ってるし、中毒性もある。

　喉のど越ごしもいいし、飲み過ぎると体に悪い。

　すぐに、コーラと小こ鉢ばちがやってくる。

「こちらはお通しになります」

　小さな小鉢に湯ゆ豆どう腐ふ。

　いいね。出だしから豆腐だと、大先生への好感度が高い。

　入り方はまず合格だな。

「こちらコーラになります」

　…………ファミコン言葉というモノがある。

　八割ぐらいがゲーム用語のこと？　と勘かん違ちがいするだろうが、『ファミレスコンビニ言葉』の略で、まあ要するに、間ま違ちがった敬語の総そう称しようだ。

　コーラになります。

　この台詞せりふに、違い和わ感かんを覚える人が多々いる。

　コーラになります。

　これを一時間置いておくと、コーラになります？

　実はこれ、ただの水に見えますけど、コーラになります？

　なります。という言葉には、『変化』の意味がある。

　飛車が竜りゆうになります。ひよこがニワトリになります。俺、ゾンビになります。

　使い方として、コーラになりますは意味が分からない。

　そんな紛まぎらわしい敬語を、誰かが『ファミコン言葉』と名付けた。

　そこで、俺はこう思う。




　ファミコン言葉っていう名めい称しようがすでに勘違いしやすいわっ！




　バイト敬語でいいじゃんかよっ！

　さて、そんな間違った敬語を、それを間違ってるやんけ。なんてバカにしたり指し摘てきするのはどうかと思う。

　確かに、俺は今コーラになりますという言葉に引っかかりを感じた。

　だが、意味が伝わるのであれば、それがどんな言葉でもいいのではないだろうか。

　言葉とは、そのためにあるのだから。

　ふいんきだって、雰ふん囲い気きをまさしく雰囲気で覚えている感じが凄すごく出ている。

　うる覚えだって、うろ覚えをもやっと覚えている感じが良く出ているいい言葉だと思う。

　正しい日本語じゃないからダメー。ではなく伝わればＯＫの日本語でいい。

　そうやって今まで続けてきたから、今は誰も語ご尾びにたてまつりそうろうを付けない訳で。

「注文していい？」

　おっと、ついつい白熱してしまった。

「ここのオススメはなんだろう」

　達筆な文字が並んでいるメニューを二人で覗のぞき込むように見る。

　友紀とほっぺがぶつかりそうになり、俺はメニューから顔を離はなした。

「んー、何でも美う味めえけど、オレはすき焼きかなー」

　そう言えば、平松も言っていたな。

　いいねー。すき焼き。

　家でやるすき焼きはどうしても安い肉を使ってしまうところがある。

　美お味いしいすき焼きを食べるなら、外食がベストだ。

「じゃあ、お前の好きな奴やつで」

「おう！　じゃあすき焼きを二人前！　あと白飯をくれっ！」

　きらきらと輝かがやいた目で注文する友紀。

「あ、俺も白飯お願いします」

「はーい、ありがとうございまーす。他にご注文は？」

「あ、豆腐関係何か頼たのんでおきたいね」

「じゃあ、厚あつ揚あげと冷ひや奴やつこを一つずつ」

「かしこまりましたー」

　お姉さんに手を振ふって見送る友紀を見ながら、俺は綺き麗れいに磨みがかれた机に肘ひじをつく。

「こうしてると、まるで恋こい人びとみたいだよな」

　サラスのようなことを言い出した友紀は、少し頰ほおを赤く染めて、何故か緊きん張ちようの面おも持もちを浮うかべていた。

「まあ、デートではあるかな」

「だよな！　これ、デートだよな！」

「お、おう」

　突とつ然ぜん顔が迫せまってきたので、俺は目を泳がせてしまった。

　こいつ、普段はただのアホな少年みたいな顔をしてるんだが、まじまじと見れば──

　可愛い顔してやがるんだよな。

　あれ？

　なんだ？

　胸が、ドキドキしてきた。

　隣となり合わせに座っているから？

　それとも、迫ってきた唇くちびるが柔やわらかいことを、知っているから？

　友紀はさらに攻こう勢せいに出る。

　肩かたに頭を載のせてきたのだ。

　寄より添そう二人。

　あれ？

　どうしてだろう？

　友紀の肩に、手を回したくなってきた。

　隣り合わせに座っているから？

　それとも、寄り添ってきた友紀の体が柔らかいことを、知っているから？

　気がどうにかなりそうだ。

　こんなことなら、平松や三原も誘さそうんだった。

　この気持ちはなんなんだ。

　ムラムラする。

「はーい、すき焼きのご用意致いたしますねー」

　お姉さんが戻もどってきたので、友紀は何事もなかったようにぱっと俺から離れた。

　コンロを置かれ、すき焼き専用の黒い鍋なべを置かれる。

　底が丸くない、円柱のようになっている鍋だ。

　具材はそこには入っておらず、大きめの丸い皿に載っていた。

　見事な赤さを誇ほこる薄うす切ぎりの牛肉。

　緑と白のグラデーションがオーロラの如ごとき白菜。

　ずっしりとした肉厚と大きさの椎しい茸たけ。

　クリスタルのように輝く白しら滝たき。

　みずみずしく、見るからに新しん鮮せんなしっかりとした九く条じようネギ。

　そして、香こうばしい香かおりが漂ただよってきそうな、焼やき豆どう腐ふ。

　白菜を入れるのは関西風だと聞いたことがある。

　京食材の店だから、関西風なのだろう。

　小鉢と卵。

　割り下と薬味。

　机の上がどんどん華はなやかになっていく。

「ごゆっくりどうぞー」

　え！　ほったらかし！

　てっきり火を点つけるところまでやってくれると思ったんだけど──

「よーし、じゃあ俺が作ってやるかんな！」

「お、じゃあお任せしようかね。お前の方が、俺より料理上う手まいし」

「ほ、ホントか？」

　事実を言ったまでだったが、友紀はめちゃめちゃ嬉うれしかったらしい。

　そう言えば、友紀に直接料理上手くなったなと褒ほめたことはあんまりなかった気がする。

「どうだ相川ー。赤いだろ～？」

　友紀が早速とばかりに牛肉を箸はしに取る。

「ああ、赤いな」

「とんでもなく赤いだろ～？」

「ああ、とんでもなく赤いな」

「すさまじく赤「さっさと始めろよ！」」

　牛肉の赤さに気を取られて何にも進めなかったので、ついつい言葉を被かぶせてしまった。

「はーい。まず、牛ぎゆう脂しを引きまーす」

　コンロに火を点けた友紀は、鍋にさっと油を引いていた。

　といってもサラダ油を投入するのではなく、固形の油を塗ぬるように。

「え？」

　俺は驚おどろいた。

　なんで？

　なんで油引いてるんだ？

　焼き肉でも作るつもりなのか？

　おいおい、すき焼きは鍋料理だろ。

　牛脂で肉焼いちゃったら──すき焼きになっちまうよ。

　…………ええがなっ！

　そうかっ！　すき焼きは、焼き料理だったのかっ！

　あれ？　だとすれば、この具材はなんだ？

　白菜や白滝は、鍋の具材じゃないか。

　焼き豆腐はどう説明する？

　すでに焼いてある。

　これから焼くってのに、すでに焼いてある意味が分からんじゃないか。

　友紀は、一体何を始めようとしているんだっ！

　牛脂を引いて温まった鍋に赤い赤い牛肉を──

　入れよったーっ！

　焼き肉が出来よるーっ！

　じゅ～。

　この、音。

　堪たまらんね。

　涎よだれがしとどに溢あふれてくる。

「砂糖をちょちょちょっと入れましてー。あ、相川は甘めが好きなんだよな？」

「お、知ってるねー。昼に食べたハンバーグも甘めの味付けだったな。あれも美味かった」

　と、平静を装っていたが、頭の中では困こん惑わくしていた。

　砂糖を入れる？

　すき焼きの工程にそんなモノがあっただろうか。

　しかも、肉の上に載せてやがる。

　わさびじゃねえんだから。

「すき焼きってさ、どうしても濃こい味付けで甘さにも好き嫌きらいがあるからさ、ここじゃ作る直前に砂糖と醬しよう油ゆを混ぜて割り下を完成させるんだぜ」

　ほほー。なるほどねー。今友紀は、鍋の中で焼き肉のタレを作ろうとしている訳だ。

　いいね。嫌いじゃないよそういうの。

　そして肉の周りがいい焼き色になってきたところに、醬油を投入。

　じゅわ～。

　タレが温まっていく音が響ひびき渡わたり、湯気が立ちこめる。

　友紀はそれを肉に絡からめながら──

「さあ、相川！　卵をセッティングしてくれ！」

　はっ！　そうか。もう肉が出来上がるんだ。

　俺は慌あわてて卵を割り、小こ鉢ばちに落とす。

　うおおおおおりゃあああああ。

　ちゃっちゃっちゃっちゃっちゃっちゃ。

　一六ビートの速度で卵をかき混ぜてやる。

　俺は、黄身と白身が完全に混ざるまでかき混ぜたい派なのだ。

　雑ぞう炊すいの卵みたいに。

「はい、召めし上がれー」

　友紀に笑顔で肉を渡され、俺はさっと卵に絡からませて、ちゅるりと肉一枚を口の中へ。

　………………美う味まかあ。

　美味かばーい。

　使ったことのない九州弁が飛び出すほどの美味さだった。

「どうだ？　相川」

「めちゃめちゃ美味いわ。うん、俺が食ったすき焼きの中でナンバーワンの美味さだ」

「ホントかっ！　そう言ってくれると思ってたぜっ！　オレもさ、この最初のところが一番好きなんだよ」

　と言いながら、友紀は肉を卵に付けたまま、食べようとはしない。

　野菜を鍋に敷き詰つめていた。

　まさか……そうなのかっ！

　割り下を全て流し込む。

　やはり、やはりそうだっ！

　ここからが、俺の知っている鍋料理のすき焼きだっ！

　すき焼き──なんて素晴らしい料理なんだ。

　焼きと煮に込こみのダブルパンチ。

「肉、食わないのか？」

「え？　ああオレは待ってるんだ」

「待ってる？」

「お待たせしましたー。ご飯でーす。おかわり自由なんで、言ってくださいねー」

　飯……そうかっ！　飯の存在を忘れていたっ！

　肉に、飯。

　これほどのベストカップルはそうそうないはずだ。

　友紀はがっつがっつ飯を搔かき込んでいる。

　お、お姉さん！　遅おそいよ～。

　俺も、あのすき焼き肉を飯で食べたかったよ～。

　タベタカタヨ～。

「くっそう……美味そうだなー」

　まあ、いい。肉はまだまだあるんだ。

　早く出来ないかなー。早く出来ないかなー。

　まるでガキの頃ころに戻ったように、俺はじっと鍋を見つめていた。

「あっははは」

　突とつ然ぜん、友紀に笑われた。

「急にどうしたんだ？」

「なんか、相川可愛いなって思って」

　友紀に可愛いと思われるなんて──

　くそ。

　なんだか照てれ臭くさい。

　照れ臭いけど、別に悪い気はしなかった。

「うっせーよ」

　と、悟さとられないよう気き丈じように振ふる舞まってると──

「お待たせしましたー」

　残りの料理が到とう着ちやくする。

　厚あつ揚あげと、冷ひや奴やつこだ。

　ナイス！　鰹かつお節ぶしが載っていない。

　大先生は、豆とう腐ふに鰹節を載せるのを嫌っている。

　つるんとした、綺き麗れいな冷や奴。

　厚揚げは、豆腐一丁を丸々揚あげたような大きさだった。

　いいタイミングだ。

　鍋なべが出来上がるまで、これで肉への気持ちを抑おさえよう。

　厚揚げを一口、塩で頂いてみる。

　美お味いしおすえ～。

　ついつい、京都弁が出てしまった。

　なんだこれは。

　外はカリッカリで歯ごたえがあり、中はとろっとろで、液体のようだ。

　しかし、液体ではない。ちゃんとした豆腐らしさが残っている。

　次に冷や奴。

　すでにタレが掛かかってるな。

　レンゲでさっと掬すくって、口に運ぶ。

　此こ奴やつ、美味である。

　なんだこのタレ。醬油にしては甘い。ポン酢ずにしては酸味が薄うすい。

　冷や奴をご飯の上に載せて食べてみる。

　美う・味ま・い・で・す・ねー。

　思わず、所ところジョージさんのモノマネが出てしまった。

「なあ、友紀」

「なんだ？」

「この店、全部美う味めえな」

「だろ？　見ろよこの冷や奴。白いだろ～？」

「色はもういいだろ。白いけども」

　鍋がそろそろいい感じってところで──俺の携けい帯たい電話が鳴る。

　おいおい、いいところだってのに誰だれだ？

　開いてみると、相手は──アンダーソンくん？

　珍めずらしい着信相手に、俺は戸と惑まどいをさらに強めていた。

　気になったが、俺は無視する。食事のあとで折り返してもいいだろう。

「電話、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ん？　まあ、いいんじゃないかな」

　と言いながらも、気になって仕方が無い。

「友紀、速そつ攻こうで食べるぞ」

「おうっ！　早食い大会だなっ！」

　味わうのは、今度来たときにしよう。

　アンダーソンくんが、俺に電話を掛けてくるなんて、よほどのことだ。

　嫌な予感がする。

　俺たちが五分と掛からずに飯を平らげた頃に、もう一度、着信。

　──だと思ったら、メールだった。

























「ネネさんが危ない？」

　俺は狼狽うろたえながら、アンダーソンくんに電話をした。

　急いで飯を平らげたあとに来たメール。

　ネネさんが危ない。

　簡潔でいて、衝しよう撃げき的な文章だ。

　会計を友ゆ紀きに任せて、店の外ですぐに電話を掛けたんだ。

「ああ、とうとう冥めい界かいが本気を出したんだ」

　アンダーソンくんの声は、切せつ羽ぱ詰つまったモノだった。

　冥界の本気って奴やつがどういうモノなのか、俺には理解出来ないが、ネネさんが危ないレベルの出来事が起こるってだけで十分だ。

「とにかく、ネネさんの家まで向かえばいいのか？」

　くそ。もっと早く電話をすべきだったか？

　一分一秒を争うようなことが、起こってるんじゃないか？

　すぐに、電話に出るべきだった。

　飯なんか食ってる場合じゃ、なかった。

　もしこのせいでネネさんを救うのが遅おくれたりしたら──

　そう思うと、ぞっとした。

「ああ……頼たのむ」

　アンダーソンくんは、少し悩なやんでいるようだった。

「俺を危険に巻き込むことを懸け念ねんしてるんだったら、気にするな」

「……すまない。相あい川かわしか頼たよれる人間が、いないんだ」

　電話を切った俺の表情が険しかったのか、友紀が心配そうに見守っていた。

「友紀、大至急、俺を家まで送ってくれ」

「お、おう……いいのか？　ネネさんの家に向かうって今言ってたけど」

「ああ」

　はっきりいって、自宅よりもこの場所の方が、ネネさんの家には近い。

　それでも、一度家に帰らなければならない。

　冥界の本気がどの程度のモノかは分からない。

　だが、それがネネさんを倒たおすほどのモノなのであれば、ただの俺ではなんの戦力にもならないだろう。

　急がば回れ。

　俺は友紀のチャリに跨またがった。

　がっしりと友紀の体を抱だきしめる。

「あ、あんまり腹は触さわらないでくれよ？　恥はずかしいから」

「心配すんな。女子の体はぷにぷにしてるぐらいがちょうどいい」

「オレが陸上やってんのは、ダイエットのためなんだぞ」

「いや、だったらドレッシングをやめればいいんじゃないか？」

　友紀は知る人ぞ知る隠かくれ巨きよ乳にゆうだ。

　ドレッシング、ラーメン等々の脂し質しつと、それを必死に分解しようという運動。

　そのバランスが、隠れ巨乳を作り出しているのだろうか。

　巨乳のメカニズムは、様々な説があるが、これだという核かく心しんを突ついたものはまだないように思える。

　なんて考察することで、俺はジェットチャリンコースターの恐きよう怖ふを紛まぎらわせていた。

　家に帰るや否や、俺は玄げん関かんのところに立て掛けてあるチェーンソウを手に取る。

　これは、魔ま装そう錬れん器きと呼ばれ、魔装少女に変身するための道具だ。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　呪じゆ文もんを唱えるだけであら不思議。

　見る見るうちに変身することが出来る。

　変態に。

　じゃないな。魔装少女に。

　着ていた服もコートも、財布も携けい帯たい電話も消え去って、ピンク色のコスプレ衣装が身を包む。

　ひらひらのスカート、パンツも女性物だ。

「じゃあ、行ってくる」

「……な、なあ相川。行ってきますのチューはしないのか？」

「は？」

「嫁よめってのは、やるものだって聞いたんだけど、相川、一度もやってくんねーから」

「やってくんねーからと言われてもな」

　友紀とはすでに、何度かキスをしている。

　が──それを日常的に出来るかと言われれば、無理だ。

　恥ずかしいにもほどがある。

　ぽりぽりと頰ほおを搔かいて、俺は困っていた。

　すると──

　ちゅ。

　友紀が、頰にキスをしてきた。

「いってらっしゃい」

「おまっ、え？　お、おう」

「え？　今ここにチューして欲しいって言ってたんじゃないのか？」

　……どうやら友紀は、頰を搔いていた俺を、「ここにチューして欲しいなー」とおねだりしてると取ったようだ。

「いてきます」

　俺は早口にそう呟つぶやくと、家から飛び出した。

　アンパンマンぐらいの速度で、ぴょーんと空を飛ぶ。

　恥ずかしさを吹ふき飛ばすように。

　魔装少女になって一番嬉うれしかったのは、この空を飛ぶという行こう為いだな。

　子供の頃ころから、誰だれもが憧あこがれていた。

　当然、俺もそうさ。

　雲の中へ突とつ入にゆうし、人の目から外れる。

　今、俺は凄すさまじい速度だからな。

　高速道路を走れば、オービスに撮とられてしまうだろう。

　こんな姿を警察に見られでもすれば、たちまち警官隊が出動し、俺の家を包囲することだろう。

　だが、ずっと雲の中にいてもどこまで進んだか分からなくなる。

　ちょっと下界に顔を見せてみよう。

　こういう言い方をすれば、まるで仏ほとけ様のようだな。

　──あ、やっぱりネネさんの家近くまで来ていたわ。

　危ない危ない。

　急ぎすぎて通り過ぎるなんて、バカがすることだろう。

　えーっと、どの辺りだったかな。

　こういうとき、携帯電話が欲しくなるな。

　魔装少女に変身すると、前の服や持ち物は全てどこかへ消えてしまう。

　だから、携帯で地図を見ることすら出来ずにいた。

　ネネさんの家には何度かお邪じや魔ましているが、そのときは空からではなく陸路。

　それも、電車移動で車窓から景色を覗のぞくこともしなかった。

　しかし、俺は見つける。

　あれだ。

　あそこに違ちがいない。

　俺は、ある異変のある地点へと、降り立った。







　それは、凄まじい光景だった。

　学ランを着た、不思議な生物──メガロ。

　対魔装少女用に作られた、バケモノだ。

　その強さはランク分けされているが、ＡＡ級のメガロは魔装少女に変身した俺でも一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　それが、いた。

　一いつ匹ぴき二匹程度なら、俺一人でも仕留められただろう。

　だが、そこにいたのは、数え切れないメガロたちだった。

　おんぼろアパートを囲むように、ずらりと整列し、道路や路地にも列を成している。

　民家の屋根、電柱と電柱を結ぶ電線、足が着けるところは、至る所に動物がいる。

　何かドラマの撮さつ影えいか、それともアザラシやイノシシが都会に迷い込んだのを見に来たコスプレ集団か。

　一いつ般ぱん人はその程度の認識だろう。

　だが、俺は戦せん慄りつしていた。

　こいつらは本気だ。

　本気で、ネネさんを殺すつもりだ。

　一〇〇匹？　そんなレベルじゃない。

　これは、ＧＬＡＹのコンサート並み。

　数万匹レベルだ。

　これだけの連中が大人しくしているなんて、不気味だな。

　もしかして、ネネさんはもう倒されてしまったんじゃなかろうか。

　いや待てよ。

　逆に言うと、まだネネさんは無事だということだろう。

　事を終えてるならば、ここにこいつらはいないはずだ。

　俺は気を引き締しめて、並み居るメガロを飛び越こえる。

　その中心へ。

　おんぼろアパートを背に、一人の女性が立っていた。

　身長は高め。髪かみは長め。

　そして、おっぱいは特盛り。

　それが、冥めい界かい最強の女性、『ネグレリア・ネビロス』通つう称しようネネさんだった。

　服装は、冬とは思えないほどに軽装。

　まるで、アパート前にある自じ販はん機きまでジュースでも買いに行くレベルの薄うす着ぎだった。

　靴くつじゃなくて、裸足はだしにスリッパだし。

「ふぁあ～」

　と、吞のん気きな欠伸あくびを一つして、ごしごしと目を擦こする。

　誰がどう見ても、眠ねむそうだ。

　俺が寝ね起おきにこんな珍ちん走そう団だんみたいな奴やつらに囲まれて起こされようモノなら、苛いら立だちが半はん端ぱないだろうが、ネネさんは不ふ機き嫌げんそうな顔を見せなかった。

「撃うて撃て撃て撃て！」

　メガロは動物のぬいぐるみのような愛らしさを持った不思議生物だが、その中に人ひと影かげがあった。

　メガネを掛かけた、細身の男。

　ベートーヴェンと小こ泉いずみ純じゆん一いち郎ろうの間みたいな髪かみ型がたの、ローブを身に纏まとった男性だった。

　見たことのない人間だ。

　明らかに、このメガロを指揮している奴だろう。

　偉えらそうな顔しやがって。

　何歳だろう？　顔を見る分には若いが、髪型がおっさんくさい。

　良い生地のローブだな。

　と思いながら、俺はネネさんの下もとへと向かう。

「魔ま力りよく波はを絶やすな！　奴を休ませるんだ！」

　眠そうなネネさん目がけて、アリクイやらなんやらがビームを放っていた。

　しかし、それらはネネさんには届かない。

　普ふ通つうならば、奴を休ませるな！　という台詞せりふなはずが、逆に休ませろとなっている。

　この台詞で、このメガロたちが何をしたいのかがわかった。

　ネネさんは、魔ま法ほう的なモノを全て無効化する力を持っている。

　だが、それをやりすぎると、眠気が襲おそってくる。

　あのベートーヴェンと小泉純一郎の間みたいな──と毎回言ってるのも面めん倒どうなので略してベー郎と称しようしよう。

　あのベー郎は、魔力波とやらを絶え間なくネネさんにぶち込むことで、寝かせようというわけだ。

　ネネさんは冥界最強というか、もしかしたら三世界最強かも知れないレベルの強さを誇ほこる。

　だが、寝てしまえばただの綺き麗れいで優しくておっぱいの大きな女性に過ぎない。

「ネネさん、無事ですか？」

「おー、あらびき……くんだっけ？」

　ネネさんは俺の姿を見つけて、ぶんぶんと手を振ふった。

「相川です。相川歩あゆむ」

　メガロの頭を飛び越えて、俺はネネさんの前に立つ。

「あー、はいはい。そうだったそうだった」

「かなり緊きん迫ぱくした状じよう況きように見えますけど──ネネさんなら一いつ掃そう出来るんじゃないですか？」

「んー、やってもいいんだけどねー」

「何か困ったことでも？」

「飛び込んでいったら、多分倒たおしきる前に負けちゃうんだよね。とりあえず、あっちの魔力切れを狙ねらってるんだけど──そんなときに君が現れた」

　ふあああ。

　大きく欠伸をするネネさん。

　ビームを受けようが、そよ風にすらならない様子だった。

　つまり、今ここの戦いは、メガロの魔力が尽つきるのが先か、ネネさんが寝るのが先かという戦い。

　さすがのネネさんでもこの数は倒しきれないのか。

　冥界の本気──それは、国を獲とるレベルの兵力を、一個人にぶつけるということだったようだ。

「だったら、代わりに俺が受けましょう」

　と、格好つける感じに前へ出て、ビームを喰くらってみると──

　思いっきり吹ふっ飛ばされて、後頭部をアパートの壁かべに打ち付けた。

　なるほどなるほど。

　あのビーム、めちゃめちゃ威い力りよくがあるわ。

　魔ま装そう少女になっている俺は、イナバ物置よりも頑がん丈じような体を持っているが、一発喰らっただけで体が上う手まく動かない。

　全身の骨を砕くだかれたような気分だった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　相川くん」

「ゾンビなんで」

　ネネさんに手を引かれ、よっこいせっと立ち上がる。

「無茶はしない方がいいと思うよ」

「といっても、このままじゃいつかネネさんは──」

「困るねぇ。原げん稿こうもあるし」

　どうする？　どうすればいい？

　俺が悩なやんでいると、ベー郎の他にもう一人、人の姿を見つけた。

　指揮官は、一人じゃないのか？

　いや、あれは違う。

　長身で、英国紳しん士しのような整った顔立ち。

　アンダーソンくんだ。

　俺は目を疑った。

　何な故ぜ、アンダーソンくんは、ベー郎側にいるんだ。

　いや、不本意なはずだ。

　祖国の代表としてここにいるが、従いたくはない。

　だから、俺に電話をしてきたんだ。

　アンダーソンくん……

　ミミズクを肩かたに乗せて、アンダーソンくんが難しそうな顔を見せていた。

　あのミミズク──ハルナの友達になってくれたメガロか。

「おい、リーダーはお前だな！」

　俺は大きな声で、ベー郎に話しかける。

「何かね？」

　うわあ、上から目線で返してきたあ。

　ベー郎が手を挙げると、メガロたちの一いつ斉せい攻こう撃げきが止やむ。

　その目が物語っている。

　あいつは、俺を馬ば鹿かにしている。

　このメガロの凄すさまじい数があるからこその強がりなのか、それともただ普ふ段だんからこんな感じなのか。

「話し合いは出来ないのか？」

「する気がないからこうしている」

　もっともだ。

　最早、戦争はすでに始まっている。

「彼の言うとおり、話し合いをしてはいかがでしょうか」

　アンダーソンくんは俺の方へと歩きながら、ベー郎へ話しかけた。

「力のある者が、無い者に従う訳がないだろう？　お前らは立場をわきまえろ」

　ベー郎はどうやら、聞く耳を持たないタイプ──頑がん固こ青年のようだ。

　いや、違ちがう。

　彼は、交こう渉しようをしたがっている。

　その証しよう拠こに、ベー郎は攻こう撃げきをやめさせた。

　だが、どうする？　武器を持たない人間は、武器を持った人間に、強気な交渉は出来ないだろう。

　奴が交渉したがっているのは、自分が優位であるというこの状況があるから。

「そもそも、セブンスアビスはすでに戦線から離はなれている。何故今いま更さら倒たおす必要があるのでしょうか」

　いつもの爽さわやかさはどこへやら。アンダーソンくんは苦く悩のうに顔を歪ゆがませていた。

　それは、俺も聞いておきたい。交渉材料になるかも知れないからな。

　ベー郎は答える。

「メガロシステムを掌しよう握あくするためだよ」

　偉そうな声と態度と顔。

　俺はどうやら、ベー郎を好きになれそうもなかった。

「メガロシステムの扱あつかいは、セブンスアビスに任せるのがベストです」

　メガロシステムとやらを作ったのは、セブンスアビスと呼ばれる冥めい界かいの超ちよう人じんたちだ。

　当然、開発者が一番システムを良く知っているのだから、アンダーソンくんの意見は正しいだろうね。

「メレンゲの暴走、デューヴァイスの軽率な行動……これ以上セブンスアビスを野放しにすれば、冥界にとってデメリットばかりだ」

　なるほどな。

　メガロシステムはセブンスアビスたちに任せた方が良いってのは否定しなかったが、そのメンバーの素行に問題があると言いたいのか。

　確かに、夜の王が事件を起こしたり、メレンゲがどこぞのメガネ男を利用して、三世界全てで女によ体たい化現象を巻き起こしたり、ただの一いつ般ぱん家庭の居間で、最少人数に於おける議事録もない三世界サミットに出向いた小国の王がいたり。

　それを悪く思う奴やつがいても、おかしくはない。

「ネグレリアは……関係ないでしょう」

　そうだ。ユーやネネさんは、もう戦争や国なんてモノを捨て、静かに余生を過ごしているじゃないか。

　決して、問題児ではない。

「セブンスアビスが死ねば、メガロシステムの所有権は我々に移る」

　こいつらの目的は、メガロだったのか。

　どういうシステムになっているのかは分からないが、たしか、以前にもユーはメガロを連れ立っていたことがある。

　セブンスアビスはメガロを自由に扱えるのだろうか？

　そして、それを奪うばおうとしている。

　何のために？

　そこが問題だ。

　メガロを手に入れて、何をするつもりなのか──

「まさか──戦争するおつもりですか？」

　アンダーソンくんは、怒いかりを見せていた。

「その通りだ──と言ったら？　冥界はもうすぐ、パンクする。寿じゆ命みようなんてものをなくしてしまったせいでな。領地が必要だ。ならば力が必要だ。メガロが必要なのだ！」

　ヴィリエと同じ理由。

　侵しん略りやく戦争なんて、こんなにもくだらない理由で始まるものなのか。

「だからといって、セブンスアビスを殺す必要はないだろう？」

　おれがベー郎に問いかける。

「セブンスアビスはみんな、基本的に専守防衛だからね」

　メガロは、個々の力で魔装少女より上だ。

　まあ、大先生とかリリアとかクリスとか例外はいるだろうが、ＡＡＡ級メガロは確か『魔装少女が複数人必要』な強さを持っている。

　戦争を仕し掛かける力を、メガロは持っているんだ。

　だが、それを扱うセブンスアビスはメガロを侵略のための道具ではなく、世界を守るために使っていた。

　ということなんだろう。

　だから、メガロを操あやつる権利を得ようとした。

　戦争が出来るように。

「あなたは間ま違ちがっている！」

「それは、これまでが正解であるという前提にある。これまでが間違っていたのだ」

　あーでもないこうでもないと、ベー郎とアンダーソンくんが押し問答を始めたので、俺は間には入れなくなってしまった。

「ネネさん、今──一つ気になってるんだが」

「なあに？」

　ネネさんの「なあに？」はとても可愛らしくて、俺は少しときめいたが、話を続ける。

「あのメガロたちは、どう見てもベー郎に従ってるじゃないですか」

　メガロはセブンスアビスに操る権利がある。

　その言葉と、今のこの状じよう況きようは矛む盾じゆんしている。

　明らかに、ここにいるメガロたちはベー郎に従っているじゃないか。

「ベー郎？　あははは、何そのあだ名。どういう経けい緯いで付けたの？　あははは」

「あ、いや、ベー郎に食いつかないで下さい」

「あれは、中ちゆう途と半はん端ぱな状態のメガロもどきだね」

「メガロもどき──あっ！　夜の王が前にやっていた奴か」

　以前、俺と同じゾンビで、セブンスアビスの一人である夜の王が作ってたあれだな。

「あいつが死んだことで、魔ま法ほう技術が流出したのかもね」

　ネネさんの分ぶん析せき。

　夜の王が持っていたニセメガロの技術──その資料なり、死し霊りようの資料なり、史料なりが押おう収しゆうされたということなのだろうか？

　誰だれか、保管してくれるような身よりはいなかったのだろうか？




　ということは……今のこの状況は、俺のせい？




　俺が、夜の王を倒たおしてしまったから。

　だから、ネネさんやドゥラークの爺じいさん、ユーまで危険に晒さらされてしまったのか？

　俺のせいで──

「交渉の余地はないようだな！　覚かく悟ごするがいい！」

　ベー郎が勢いよく叫さけぶ。

　やっぱり、戦うしかないようだ。

「あいつらは、俺が倒さなきゃな」

　呟つぶやいて、俺は歩き出す。

「え？　ちょっと相川くん……」

　ネネさんはきょとんとしていたが、俺が夜の王を倒したこと、そして、今のこの状況に責任を感じていることが分かったのか、ふっと小さく笑い──

　歩く俺に追いついて、一いつ緒しよにメガロのところへと歩いていく。

「ネネさん？」

「原げん稿こう手伝ってくれた恩返し、まだしてなかったよね？」

「して貰もらったような気もしますが。クリスを紹しよう介かいしてくれたり『ふうりんかにゃん』から助けてくれたり」

「そうだっけ？　まあいいや。相川くんなら──命を賭かける価値があるさ」

　ぱんぱん、と背中を叩たたかれる。

　ネネさんの大人のようでいて、お姉さん的でありながらも、どこか子供のような笑顔。

　歩くだけで揺ゆれるおっぱい。

　そんなことよりも、ただ、単純に嬉うれしかった。

「俺も、相川に付くよ」

　ミミズクを肩に乗せたアンダーソンくんも、俺の隣となりにやってくる。

「貴様！　裏切るのか！」

　ベー郎が何かベーベーうるさい。

「さあ、やりますか」

　ネネさんと一緒に戦うのは、光栄だね。

　負ける気が、しなかった。







　チェーンソウをヤギに向けて振ふるう。

　それを口で受け止めたヤギの目から放たれるレーザーに肩かたを貫つらぬかれた。

　六〇〇％っ！

　蹴けりで吹ふき飛ばすが、まだ死んでない。

　ならば──七〇〇％だ。

　七〇〇％の正せい拳けんは、ヤギの頭を吹っ飛ばし、白い粒りゆう子しになって消えていく。

　このニセメガロを一発で仕留めるには、七〇〇％以上である必要があるようだ。

　七〇〇％っ！

　しかし、次のラクダは一いち撃げきでは倒せなかった。

　七〇〇％で二撃。

　一撃と二撃では、圧あつ倒とう的てきな差がある。

　一撃で倒せるならば、それで終わるが、二撃になるとその間に相手に動くチャンスが出来る。

　殴なぐり、殴られ、倒す。

　だったら八〇〇％まであげるか？

　無理だ。

　七〇〇％でも連発するのは酷こくなのに。

　二匹ひき、三匹、四匹、五匹──

　はあ、はあ、はあ──

　息が、切れる。

　酸素が足りない。

　連続して戦えるのは、五匹が限界だな。

　ふっと気を許した瞬しゆん間かん──

　カメレオンみたいな爬は虫ちゆう類るいにド突つかれた。

　かはっ！

　肺に残っていた酸素が、一気に全部吐はき出されたような気分だ。

　力が入らない。

　始まったところだというのに。

　ネネさんとアンダーソンくんはどうだろう。

　ネネさんに殺さつ到とうするメガロたちが目に入る。

　芸能人を見つけたミーハーギャルと、それを躱かわすネネさん。

　それはまるで、合あい気き道どうの演武のようだった。

　塩しお田だ剛ごう三ぞうのような体たい捌さばき。

　それと、ブルース・リーのような蹴りの速さと、マイク・タイソンのようなパンチの速さを併あわせ持っている。

　襲おそってきたメガロはそのまま何も出来ずにくるりと反転して地面に叩きつけられたり、蹴り倒されたり殴り倒されたり。

　攻こう撃げきどころか、自分から体からだに触ふれることさえ出来ていない。

　魔ま装そう少女とかなんとか言っても、俺は所しよ詮せん素人しろうとだ。

　武術を嗜たしなんだ者と、そうでない者には、差がある。

　パンチ一つにしても、『やり方』がある。

　それを知ってると知らないでは、圧倒的な差があるのだ。

　それどころではない。ネネさんはそれら全てが達人レベルなのだ。

　塩田剛三は合気道の達人ではない。

　あらゆる武道の達人が、たまたまやっていた合気道で、有名になっただけなのだ。

　そして、ケンカ程度しかしたことのない者が、塩田剛三やマイク・タイソンに敵かなうはずもない。

　寿じゆ命みようを持たぬからこそ、常に全盛期。

　俺が七〇〇％っ！　とかやってちまちま倒しているのに対し、ネネさんは一秒一殺のペースだった。

　そんなネネさんを遠目に見ながら、アンダーソンくんがやってきた。

「そっちはどうなんだ？」

　アンダーソンくんに問いかけてみる。

　確か、彼は戦せん闘とう能力はそれほど高くないはずだ。

　なのに、俺よりも傷は少なかった。

「こいつがいるからなんとかなってるが、俺には決定打がないな」

　残念そうに答えるアンダーソンくん。その背後から、メガロが襲いかかる。

「ほうほう」

　次の瞬間、襲いかかったメガロの動きがゆっくりになった。

　ミミズクは、周りの者全てをスローモーションにする力を持っている。

　それによって攻撃を避さけ、そして攻撃するのだが──

　アンダーソンくんはしゃこしゃこしゃこしゃこ……と伸のび縮ちぢみする特とく殊しゆ警棒のようなモノでメガロの後頭部を強打した。

　スローモーションなメガロは痛いたくも痒かゆくもないようで、平然としている。

　攻撃を避けられるが、倒せない。

　それが、アンダーソンくんとミミズクの現状だ。

　とりあえず、そのメガロは俺がぶっ倒しはしたが──

「さすがに、数が多すぎるな」

「減ってる気がしないね」

　スタミナがどれだけ保もつか分からない。

　セラとサラスとドゥラークとメレンゲがいてくれればな。

　なんて、無い物ねだりをしてもしょうがない。

「ミミズクが、こう言っている」

「ん？」

「諦あきらめちゃダメだ。方法を考えよう。──どれだけ寒い冬だろうが、きっと春は訪れる」

「あー、止やまない雨はないとか、また日は昇のぼるとか、それでも地球は回ってるとか、そういう感じ？」

「全ての生物が、それを無意識の内に知っている。だからみんな希望を持って、備えているんだ」

「なるほど、だから雨や夜じゃなく、冬なんだな。辛つらい時を堪たえ忍しのべば、きっと春がやってくる──つまり、無む駄だだと思っていてもやり続けろってことかな」

「その通りだね」

　来るかね、春は。

　一息吐いて、俺とアンダーソンくんはネネさんに合流した。

　俺たちに出来るのは、せいぜいネネさんの負担を軽くすることだ。







　──────どれだけの時間、こうしているだろう。

　何匹倒たおしただろう。

　一〇〇か二〇〇か。

　そんなに少なくはないだろうな。

　ゲームだったら簡単だろうが、現実はそうもいかない。

　疲つかれって奴やつがあるからな。

　身体的にも精神的にも。

　魔装少女の服はぼろぼろで、何回骨を砕くだかれたか数えていない。

　水が欲しい。

　喉のどが渇かわいて仕方が無い。

　まだ汗あせが出るだけマシかな。

　汗が出なくなってからが、本当の地じ獄ごくだろう。

　額の汗を拭ぬぐって、目の前にいるザリガニを見る。

　懐なつかしい顔だな。

　俺が初めて魔装少女として倒たおしたメガロ。

　ザリガニのロケットパンチを払はらい除のけ、その顔面に一発入れてやる。

　よろめいたところに、ハイキックでぶっ倒す。

　ありがとうよ。魔ま法ほう使つかいザリー。お前に出会ってから、俺は強くなったんだ。

　お礼参りの一撃を食らわした直後、俺をトラックにでも激げき突とつされたような衝しよう撃げきが襲った。

　くそっ！　ザリガニは一匹じゃないとは思ってたが、すぐ横にもう一匹いたとはな。

「相川……もう限界だ。ネグレリアを連れて逃にげてくれ」

「ほーほー」

　アンダーソンくんも、汗びっしょりになっていた。

　ミミズクの魔ま力りよくも少なくなっているのか、スローモーションの倍率が変わってきている。

　ネネさんはまだ、余よ裕ゆうがありそうだが──

「だとすれば、残るのは俺がいいね。アンダーソンくんじゃあ時じ間かん稼かせぎにならない」

「厳きびしいことを言うねー」

「はあ、仕方が無い。諦めようか」

　メガロを投げ飛ばしたネネさんが、腰こしに手を当てながら、大きく欠伸あくびする。

　ゴールが見えない。

　ただ疲ひ弊へいしていくだけの戦い。

「ミミズクの言葉を思い出してください。春は──きっと来ます。耐たえましょう」

　アンダーソンくんがネネさんに問いかける。

「君、誰だれだっけ？」

　ぐはあーっ！　心が折れるーっ！　何よりも心が折れる一言だーっ！

　アンダーソンくんの中でばらばらと何かが粉々に打ち砕かれる音がした。

「あはははは、アンダーソンくん、覚えて貰もらえるような戦いをしようか」

　ついつい、大笑いしてしまった。

　テンションがおかしくなってしまってるかも知れない。

　まあ、俺だっていつも名前間ま違ちがえられるからな。

「そうだね。さあ、もう一ひと踏ふん張ばり二踏ん張り」

　ポキポキと指を鳴らし、伸びをする。

　よし、まだやれる。

　やれる──はずだ。

　どこまで、やれるだろうか。

　冬、か。




　雨や夜より、長いな。




　一番イヤなのは、俺が死なないということだ。

　もし、ネネさんとアンダーソンくんが殺されてしまえば、俺はきっと、死ねない自分を恨うらむだろう。

「相川ーっ！」

　名前を、呼ばれた。

　その声は、何度も何度も聞いていた声だった。

　こういうタイミングで助けに来てくれるのは、我が家のヒーローセラさんだが、この日は違ちがった。

　しゅたっと舞まい降おりたのは、短たん髪ぱつの少女、友紀。

　ついさっきまで、一いつ緒しよにいた、あのバカの友紀だ。

「お前、どうしてここへ……」

「ユークリウッド・ヘルサイズに言われてよ、助けに来たんだぜ！」

　びしっと親指を向ける友紀。

　そうだった。忘れていた。

　友紀だって、凄すさまじい強さを持っている。

　魔装兵器『ヴィネグレット』。

　最強クラスの魔ま法ほうを発動させまくるという、凄まじい兵器なのだが、その効果は敵味方関係なしの無差別攻撃。

　さらに、使えば友紀が無事ではすまないという諸もろ刃はの剣つるぎ。

　使わせる訳にはいかない。

　ユーが魔力の流れでも察知して助すけ太だ刀ちを頼たのんだんだろうが、何な故ぜ友紀を？

　サラスやセラで良かったはずだ。

　まあ、この数のメガロを相手に、セラやサラスが増えたところであんまり変わらない気もするが──

「あんちゃん、何時間ここにいるんだ？　よくこの数を相手に頑がん張ばったなー」

　ぽん、と頭に手を置かれた。

「格好は気持ち悪いけどな。がはははは」

　笑われた。

　そこにいたのは──ラーメン屋たちだった。

　誰がなんて名前なのかは覚えていない。

　ただ、三世界サミットのときに家のリフォームを手伝ってくれたラーメン屋の連中であることは覚えていた。

　手ぬぐいに、黒いＴシャツ。

　どこからどう見てもラーメン屋。

　屈くつ強きような男たち。

　大人たちが、そこにいた。

「あんたたち──なんで……」

「メイル・シュトロームの旦だん那なさんを助けるのに、理由はいらねえだろ？」

　友紀とは結けつ婚こんしてないが、吸血忍にん者じやの掟おきて上は夫婦。

　認めてはいないが、そのおかげでこうして仲間が増えていたのか。

　その数は、三〇人ほど。

　恐おそらく吸血忍者なのだろうが、三〇人では全然足りない。

　そう思っていた。

「ううりゃあああっ！」

　ばっしゃー。

　豚とん骨こつラーメンのスープが、宙を舞っていた。

　友紀が丼どんぶり鉢ばちを投げ付け、四散するスープがそこら中のメガロに掛かかる。

　スープが掛かったメガロたちは、まるで硫りゆう酸さんでも掛けられたように煙けむりを上げ、そして粒りゆう子しへと変わっていく。

　そうか！　そうだった！

　こいつら、『ニセメガロ』には、弱点がある。

　とんこつラーメン。

　どういう成分が効いているのかは分からないが、岩のりが麻ま薬やくの効果を引き出したりする異世界の生物。

　とんこつラーメンをぶっかけられるだけで、死んでしまうのだ。

　今、彼らは、必殺の武器を持ってやってきたのだ。

　ともなれば、これほど頼もしい仲間はいない。

　到とう着ちやくが遅おくれたのは、ラーメンを拵こしらえていたからか。

「どんどん掛かって来いっ！　相川を苛いじめる奴は一匹残らず……ぶっかけてやる！」

　友紀の後ろから、黒いＴシャツの連中がやってくる。

　両手に、ラーメンのおかもちをもって。

「へい！　ラーメンお待ちっ！」

　春は、突とつ然ぜんやってきた。

　とんこつラーメンと共に。

　俺は熱々のとんこつラーメンに手を突つっ込こむ。

　あつつつつ……

　そんな熱さも冷め切らない内に、俺はメガロに殴なぐりかかる。

　一いち撃げき──

　たった一撃で、メガロを倒すことが出来た。

　必殺の、『とんこつ拳けん』が完成した。

「い、一いつ斉せいに襲おそいかかれ！」

　狼狽うろたえるベー郎。

　まさか、セブンスアビスのネネさんが、この世界でこんなに仲間がいるとは思ってなかっただろうね。

「一斉に襲いかかって、いいのかい？」

　ふふん、と鼻で笑い飛ばすアンダーソンくん。

　手を払い、スープを放射状に放つ。

　それはさながら、散さん弾だんだった。

　とんこつスープに撃うち抜ぬかれ、ニセメガロがばったばったと倒れていく。

　決め手は──

「私も助太刀するぞ。マイダーリン」

　サラス。

　来てくれたのか。

　とんこつスープが必殺の武器。

　その状じよう況きようでサラスの参戦。

　この組み合わせは、ニセメガロにとっては地獄と言う他ない。

　何故ならサラスの能力は──『水を操あやつる』というモノだからだ。

　飛び交かうスープの水しぶきは、決して地面に落ちることなく、一いつ滴てきも残さずにメガロに襲いかかる。

　一いつ匹ぴき、また一匹──

　もう一匹単位で数えるのも億おつ劫くうだ。

　紙が燃えていくように、メガロの数は一気に減っていった。

「バカな！　こんなにあっさりとメガロが──」

「さあベー郎、覚かく悟ごしろ」

　俺の言葉に、ベー郎は反応しなかった。

　名前、間違ってるだろうしね。

「今ならまだ、交こう渉しようの余地はありますよ？」

　アンダーソンくんが提案する。

　メガロたちはとんこつラーメンに畏い怖ふの念を抱いだき、戦意を喪そう失しつしている。

　とんこつラーメンという兵器を得て、俺たちは優位に立った。

「……ぐぐぐ、だがしかし……」

　奥歯を嚙かみしめて悔くやしがるベー郎。

　プライドが邪じや魔ましているのだろう。首を縦に振ふらない。

「ベー郎。実は今、魔ま力りよくの永久機関を作ろうっていう計画があるんだ。せめて、時間をくれないだろうか？」

「永久機関？」

「ああ、それによって、ヴィリエも冥めい界かいも、侵しん略りやく戦争を仕し掛かける必要はなくなるはずだ」

「本当に、それが可能なのか？」

「だから、時間が欲しいと言ってんだよ」

「むー。しかし私の一存では」

「一度、祖国へ持ち帰り、議論してみても良いと考えます。今日のところは、引いて貰もらえませんか」

　アンダーソンくんの提案。

　議論しろってのはいいな。

　少なくとも、もし提案に乗らないとしても、時間は稼かせげる。

「……良いだろう。今日の所は勘かん弁べんしてやる」

　吉よし本もと新喜劇のような捨て台詞ぜりふを吐はいて、ベー郎はそそくさと姿を消した。

　指揮官を失ったニセメガロたちは、戸と惑まどい、そして蜘く蛛もの子を散らすように逃にげていく。

　それはまるで、潮が引いていくように。

　合かつ戦せんの勝利ってのは、敵を殲せん滅めつするようなモノじゃない。

　ビビらせた方が勝つ。

　俺たちは限界だった。

　吸血忍者たちでも、誰だれの犠ぎ牲せいもなくあれだけの数を捌さばききれるとは思えない。

　良かった。

　本当に、良かった。

　俺はへたっとその場に座り込んだ。

　田舎いなかのヤンキーみたいに、どっかり腰こしを下ろしたんだ。

　疲つかれた──とにかく今は、とんこつラーメンのスープでもいいから喉のどを潤うるおしたい。

「相川くーんっ！　ありがとーっ！」

　むぎゅ。

　ネネさんのおっぱいが、横から直ちよく撃げきした。

　柔やわらかさ、メジャー級。

「何がっすか」

「君は命の恩人だよー。嬉うれしくて嬉しくて」

　ネネさん、まだまだ余力がありそうだな。

「俺からも礼を言うよ。来てくれてありがとう。相川」

　アンダーソンくんも俺と同じように地面にへたり込んでいた。

　ずーっと回かい避ひ運動を取っていたからな。俺よりも疲れが強いだろう。

　それでも、まだ俺より余よ裕ゆうが見られるのは、部活動をしているからだろうか。

　俺も、運動部に入ろうかな。

　日光浴びたら何も出来ないけど。

「礼を言うなら、あいつに言ってくれ」

　俺は親指をくいっと友紀に向けた。

「確かに、そうかもね。トモノリが来てくれなければ、死んでいた。ありがとう、トモノリ」

　アンダーソンくんが友紀に頭を下げるのは、これが最初で最後だろうな。

　そのキャラ性からか、友紀はみんなの弟のような立ち位置だ。

　なんというか、こいつに礼を言うのは、照てれ臭くさい。

「オレは当然のことをしたまでだぜ！　……むしろ、遅れちまってごめんな。でも、すげえよ。あんだけの数の妖よう怪かい相手に逃げねえなんてさ」

「いやいや、逃げられる訳がないと思ったから立ち向かっただけだ。ホント、ギリギリのタイミングで九死に一生を得た感じだったわ」

　なんて、互たがいに褒ほめ合っていると──

「おいこら。私にも礼を言え。クソ共が」

　べしっとサラスに頭を叩たたかれた。

「すまんすまん。来てくれてありがとうよ」

「うむ。感謝がなければ、命を賭かけた意味がない」

「あ、そうだ相川ー」

「ん？」

「おかえりなさいのチューをしなきゃだぜ」

　突然何言い出したのこの子ーっ！

　周りの目があるでしょ周りの目が。

　もしかして、サラスに当てつけたいのか？

「いや、まだ家帰ってないし」

「今しなきゃ、やるときないじゃねーかー」

　いや、こいつは誰かに当てつけでやるとかそんな考えは思いつかない。

　バカだから。

　ただ単純に、おかえりなさいのチューをして欲しいんだ。

「今ってお前──」

　俺は周りを見回す。

　きょとんとしたアンダーソンくんとネネさん。

　満面の笑みを浮うかべるサラス。

　しかし、そのストレートの黒くろ髪かみが、逆さか立だっているように見える。

「いってきますのチューしたんだから、おかえりなさいのチューもしなきゃダメじゃねえか。中ちゆう途と半はん端ぱは一番ダメだぞ。相川」

　そんな、みんなに分かるような台詞せりふでわざわざ言わなくてもいいのに。

　もしかして、みんなに知って欲しかったのか？

　それほど、嬉しかったのか？

「ほう……私を抱だきしめることは出来ぬくせに、キスならば出来るというのか？　どういう倫りん理り観かんをしておるんだ」

　サラスは笑顔のままだった。

　笑顔のまま、左手を腰に、右手は掌てのひらをこちらに向けるようにしながら、片足に体重を乗せるような立ち方をしている。

　完全な、仁に王おう立ちである。

　ちゃんとした、仁王像と同じ仁王立ち。

「チューと言ってもだな。ほっぺにちゅっとした程度で」

「こんな感じ？」

　ちゅ。

　ネネさんが、隙すきを突ついてキスをしてきた。

　イタズラな笑みを浮かべている。

　頰ほおだろうが、女子からのキスで嬉しくない訳がない。

　つい、でへ～っと鼻の下が伸のびてしまった。

　くそっ！　我が慢まん出来なかった。

　今のは、絶対我慢しなければならないところだ。

　見ろ、仁王様が殺気を放ってらっしゃる。

「……ふっ、いいだろうクソダーリンよ。したいだけすればいい」

　サラスは気を静め、小さく言った。

「え？　いいのか？」

　俺は拍ひよう子し抜ぬけした。

　まさか、容認するとは。

　セラだったら、すでに八やつ裂ざきになっているところだ。

　サラスは、ちらりとネネさんの顔を窺うかがった。

　そうか。

　以前、サラスはネネさんと出会い、こう感じていた。

　強さとは、許すことである。

　その意見に、俺も賛成だ。

　許すには、そいつより強い人間でなければ成り立たない。

　弱い奴やつほど、文句を言うものなのだ。

　キリストは決して強くはなかった。

　だから、残念ながら、処しよ刑けいされてしまった。

　だが、処刑されようとも彼は全てを許した。

　だから、結局キリストは強い。

「貴様の全てを許そう。その代わり、私も受け入れろっ！」

　疲れ切っていた俺は、飛びかかってきたサラスを払はらうことすら出来ず──

　ぎゅっと抱きしめられながら、ほっぺにキスをされてしまった。

「あーっ！　こら！　不意打ちなんて卑ひ怯きようだぜ！　オレもオレも！」

　ぎゅっと頭を友紀に抱きしめられる。

　まるで、おもちゃを独ひとり占じめしたいガキのようだが、隠かくれ巨きよ乳にゆうが隠れずに当たってしまってるので、ガキらしさはなくなってしまう。

「お前ら、人が疲れてるからって好き放題やるなよ」

　前が見えない。友紀の腕うでが俺の目の部分をぎゅーっと締しめ付けているせいだ。

「じゃあ、私もー」

　腕に、まとわりつくような柔らかさ。

　これは、ネネさんか。

「あ、じゃあ俺も」

　ぐっとさらに体重がのし掛かかる。

　アンダーソンくんが、のし掛かってきたようだ。

　俺は、つい笑ってしまった。

「悪のりしすぎだろお前ら」

　なんだか楽しくなってきて、みんなで大きく笑い合った。

　さっきまで、死ぬかも知れないなんて絶望していたのにな。

　いやあ、生きてるって素晴らしい。

























　次の日、学校が終わって帰宅すると、居間で大先生を見つけた。

「こんばんはぁ～。ご無ぶ沙さ汰たしておりますぅ～」

　のんびりおっとりとした声。聞いているだけで力が抜ぬけるようだ。

　ツインテールの長い髪かみ。レース付きの白衣を身に纏まとった、少女のようでいて大人びた雰ふん囲い気きも併あわせ持つ女性。

　それが大先生だ。

　俺が初めて「こいつには勝てない」と思った相手だな。

「おー、もう来てたんですか。お久しぶりですー」

　会え釈しやくをしながら、居間へと入る。

「歩あゆむ、あなたが呼んだのですか？」

　お茶を注ぐセラは、俺の顔を見ない。

「事前にみんなへ言っておくべきだったかな。実は、ハルナを二人にして貰もらおうと思ってさ」

　事情を説明しつつ、俺はこたつに入りながら大先生の隣となりに座った。

「言っている意味がわかりませんが。気持ち悪いことは伝わりました」

『ハルナを二人にして　どうするの？』

「魔ま力りよくの永久機関を作るのに、ハルナクラスの天才がもう一人必要なんだ。で、いっそそれをハルナにしてもらおうってね」

『ハルナ以上の天才は　確かにいない』

　ユーには納得して貰えたようだ。

「そこで私にぃ、ダブルという技術を使って欲しいとのことですぅ」

「それを使えば、分身の術が可能になるのですか？」

　大先生ではなく、俺に問いかけながら、セラは湯飲みを俺の前に置いた。

「忍にん者じやらしい言葉に直されたが、まさしくその通り──ですよね？」

　俺はパーマンのコピーロボットを思いながら、お茶を冷さまそうとふーふー息を吹ふきかけながら、大先生に話しかける。

　ずずずーっとお茶をすすり、あ～っと大きく息を吐はく。

　生き返るわー。

　やっぱり、日本人は熱いお茶だねえー。

「やったことはないですよぉ～？」

「え？」

　俺は、二度見した。

　危あやうくお茶を吹き出すところだった。

　やったことはない？

「今、初めてやってみようと思いますぅ」

　おっとりとした喋しやべりが、緊きん張ちよう感かんをなくさせる。

　ずずっとお茶をすすり、大先生は幸せそうに笑顔を見せていた。

「それって、もしかしたら失敗するかもってこと？」

　俺は戸と惑まどっていた。

　てっきり、何度もやったことがあるのだと思っていた。

「まあそうですねぇ。失敗した場合がどうなるのか分からないですがー、死んだり後こう遺い症しようが残のこるようなことは起きないと思いますねぇ～」

　最悪の事態とまではならないだろうという考えから、ＯＫしたのか。

「ただ、どうなるかは分からないと」

　こくり。大先生は頷うなずく。

　それは、電話のときに言って欲しかったが──あのとき話を豆とう腐ふに移した俺が悪いな。

「私は反対ですね。ハルナを人体実験に使うなど、常じよう軌きを逸いつしています」

『私も　賛成は出来ない』

「俺だって、実験的にやるとは知らなかったからさ」

　バツの悪い雰囲気に、俺は視線を逸そらした。

「話は聞かせて貰った！」

　居間に、ハルナが飛び込んできた。

　いつから話を聞いていたのか、入るタイミングを窺うかがっていたのか。

「ハルナ、すまん。俺の早とちりで──」

「それでもいい！　大先生、やってください！」

　ハルナ……

　実験台にされるということに俺は悩なやんでいたが、ハルナはそれを了りよう承しようしてしまった。

　呼んでしまった以上このまま追い返すなんて出来ないと思ったのだろうか？

　もしかしたら──俺のせいで。

「怖こわいなら、やめてもいいんだぞ？」

「はあ？　この天才が恐おそれる訳ないだろ！　天才なんだからな！」

　強がりなのか本心なのかは計り知れないが──

　その目は本気だった。

　本気になったハルナは、どれだけ諫いさめようが突つっ走ぱしるモノだ。

「強がりでは、ないのですか？」




「あたしを実験台に、新しい魔ま法ほう技術の開発──面白いじゃん！」




　ハルナは楽観的だった。

　ガッツポーズを取り、実験台にされるということに対してむしろ喜んでるぐらいだ。

　そこには、大先生への絶対的信しん頼らいがあるのだろう。

「じゃ、さくっとやっちゃいますねぇ～」

　大先生の手がハルナの頭にぽんと置かれる。

　すると、ハルナの体が赤い光に包まれて、俺は目をごしごしと擦こすった。

　ハルナの輪りん郭かくがぼやけている。

　俺が眠ねむくなった訳じゃない。

　見る見るうちに、うにょーんとハルナの体が二つに分かれる。

　同じ服、同じ身長、同じ貧乳。

　少し違ちがうのは、一人は髪が伸のび、一人は髪が短くなっているところだ。

　短たん髪ぱつハルナと長ちよう髪はつハルナ。

　これは、成功と言えるのだろうか？

　全く同じ人間が二人出来ると思っていたが、そうじゃなさそうだ。

「上手くいきましたねぇ～」

　ぱちぱちぱちぱち。

　手を叩たたいて喜ぶ大先生を見ると、これでＯＫみたいだが──

「ハルナ……どうだ？」

「ふっふっふ……」

　声を掛かけると、短髪ハルナが不敵に笑い出した。

「にゃーっはっはっはっ！　本当のあたしっ！　デビューっ！」

　声がうるさい。

　いつものハルナの二倍はうるさい。

「あ、あの……どぅもです」

　声が小さい！　長髪ハルナの声がとっても小さい！　蚊かが鳴くようなとはよく言ったモノで、まるで小さな生き物が鳴いているようだった。

　あれ？　小さな生き物って声大きくない？

　まあいいや。

「以前のハルナとは、別人のようですね」

「何か、質問をしてみようか？」

「ふむ。では、もし無人島で歩と二人っきりになれば、どうしますか？」

　セラの質問に、まずは短髪のハルナが答える。

「バラバラに引き裂さいて、食う」

　怖ーいっ！　野生の王国じゃねえか！　まあ、当面の食料は確保したいだろうけども！

「……えと……あたしなら、バラバラに引き裂いて、島の動物たちに寄付します」

　怖ーいっ！　優しさが垣かい間ま見みえるけど怖ーいっ！

「ハルナですね。二人とも」

「そうだな。もしくはお前の分身だわ」

　とんとん、机を二回叩く音が聞こえたので、ユーに目をやる。

『ハルナは今　善意と悪意に　分かれている』

　なるほど。つまり、心の中で天使と悪あく魔まが住んでいるような感じで、それが前に出てきてしまったと。

　………………どっちに善意があったよ今っ！

「もし、財布を拾って、中に──そうだな、一〇万円ぐらい入っていたらどうする？」

　天使と悪魔が交差するよくある話だ。

　これで、どっちが善意かが分かるだろう。

　短髪ハルナの答えは──

「当然、持ち主を探して返す。──見返りは一割じゃ済まさないがなっ！　にゃはははは！」

　優しいヤクザのようなやり口だ。

　合法でいて、質たちが悪い。

　長髪ハルナの答えは──

「あ、あたしだったら、全額引き抜いて募ぼ金きん箱に入れた後、財布は元の場所に戻もどしておきます」

　この子、さっきも俺の体を寄付するとか言ってたな。

　なんだろう。

　善意なのだが、どこかおかしい気がする。

「どっちも悪意に充みち満ちてねえか？」

「こちらのハルナの方が、善意を感じます」

　セラは長髪ハルナが善意だと思ったようだ。

「あのお、そんなことよりもぉ、お豆腐食べに行きませんかぁ？」

　マイペース人間だなー。

　大先生の表情からは、善意も悪意も感じられない。

「えー、アユム、あたし最高級牛肉が食いたいんだけどぉー」

　ワガママさはハルナらしい。

「……無茶言っちゃいけませんよ。何肉でもいいですから肉食べたいですアユム」

　呼び捨てかよ！　お前ら揃そろって呼び捨てかよ！

　まあ、善意と関係ないけどさ。

　とりあえず飯──なんてのもハルナらしいね。

　そう来ると、思っていたさ。

　実は、友ゆ紀きに教わったあの京食材の店に、予約を入れてあるのだ。

　ここで永久機関を作り始められても、困る。

「二人になれば、魔力の永久機関が作れる──ではなかったのですか？」

　さっさと本題に入ればいいのに、とセラが呆あきれている。

「飯も食わずにやってられるかっ！」

　両手を突き挙げるようにして、抗こう議ぎする短髪ハルナ。

「やってられるかー」

　声は小さいが、同じく小さく手を突き挙げて抗議する長髪ハルナ。

「じゃあ、しょうがないね。飯を食ってからにしよう」

「歩？」

　俺の決定に、セラは困こん惑わくしているようだった。

　肉を食べたい？　結構じゃないか。

　そう、あのすき焼きを紹しよう介かいする、チャンスではないかっ！

　美お味いしいものは、みんなに味わって貰もらいたい。せっかく予約したんだし。

「行く？　ですか？」

　大先生はきょとんとしていた。

　てっきり、家で食うと思っていたんだろう。

　あるいは、ここで豆腐を受け取って、帰れるとでも思っていたんだろう。

「実は、こんなこともあるかと思って、予約を入れてあるんです。まだ二時間ぐらい時間ありますけど」

「外食ですか？　珍めずらしいですね」

　さっきまで否定的だったセラが、少し嬉うれしそうな表情を浮うかべた。

　やっぱり、外食ってのは興奮するよな。

「よーっし！　今から行くぞっ！」

「おー」

　二人のハルナはノリノリだ。

「いや、まだ二時間ぐらいあるからもう少し経たってからでも──」

　テンションが上がってしまってる二人に啞あ然ぜんとしていると──

『おー』

　無表情のまま、手を挙げるユーの姿があった。

　お前もかっ！







「ほんとすいません」

「いえいえー、大だい丈じよう夫ぶですよー」

　結局、予約時間よりも一時間半も早く店に来てしまったが、問題なかったようだ。

　店を開けたときからずっと席を取っているそうで、他が満席になったら、次の客から予約時間までその席を紹介することもあるとか。

　友紀と来たときはその紹介を受けた訳だ。常連だけの特権って奴やつだな。

　だから、開店時からいつ来てもウエルカム状態だった。

「制限時間とかは設もうけておりませんので、ごゆっくりどうぞー」

　店員のお姉さんに笑顔でそう言われて、通されたのは広めの畳たたみ部屋。

　宴えん会かい用ってことなんだろうね。

　二つ繫つなげたような長いテーブル。

　なるほど、四人席を合体させてる訳か。

　それを六人で使うんだから、より空間が広く感じる。

　このゆったりした雰ふん囲い気きはいいね。

　俺、雰囲気、好き。

　ちょっと俺の中にあるネイティブなアメリカンっぽさが出てしまった。

「大先生、一番奥へどうぞ」

　俺は少し腰こしを低くして、奥へ促うながす。

「どうしてですかぁ？」

「上かみ座ざは基本的に奥なんですよ」

「……かみざ？」

　知らない言葉に、小首を傾かしげる大先生。

「この国の風習で、身分の高い人が座るところを上座と言うのです」

　セラの補足に、なるほどーと頷うなずいた。

「それが一番奥なんですかぁ」

「通路寄りは人通りがあってうるさいのと、万が一暴漢が襲おそいかかってきても一番安全な場所だからなどと言った理由があります」

　言いたいことを、全て言われてしまった。

「だ、そうだ」

「基本的に、というのはぁ？」

「風景が綺き麗れいな場所であれば、それが一番眺ながめられる場所。ソファがあればソファが優先。つまり、その部屋で一番良い場所というのが前提にあるのです」

　言いたいことを、全て言われてしまった。

「だ、そうで」

「じゃあ、そっちが基本的に入るのでは？」

「そういうところも考こう慮りよして、一番奥に座る方が一番良い席になるよう、配はい慮りよしている店は少なくありません。なので、歩の中では基本的には一番奥──となったのでしょう」

　言いたいことを、全て言われてしまった。

「だ、そうな」

「アユムって、役立たずだよな」

　そう言いながら、短たん髪ぱつハルナは一番奥に陣じん取どってしまった。

　お前が座んのかよっ！

　さらに、短髪ハルナの向かいに、長ちよう髪はつハルナ。

　お前も座んのかよっ！

　結局、大先生は真ん中の奥、短髪ハルナの隣となりへ。

「すいません、大先生」

「気にしませんよぉ？」

　元々そういう風習がなかったことが幸いした。

　これが日本のシャチョさんだったら、かんっっがえられへんっ！　あいつ、クビっ！

　みたいなことになる可能性もある。

　マナーってのは、面めん倒どう臭くさいモノなのだ。

　ユーは大先生の向かいに座る。

　当然、俺とセラより身分が高いからな。

　吸血忍にん者じやを生み出したのも、ゾンビを生み出したのも、ユーなのだから。

　四人が座った頃ころ、セラがすっと俺に大先生の隣を促した。

「え？　いいのか？」

　俺は驚おどろいた。てっきり、セラの方が上座だと思っていたからだ。

　そして、それを主張すると思っていた。

　この店を予約したのは俺だし、幹事としても入り口に一番近い場所へいくべきなのは俺なんだ。

　なのに……

　もしかして、居候いそうろうであることに引け目を感じていたのだろうか。

　驚きの後に、感動がやってきた。

　セラ……お前、家の主あるじである俺を立てるために……

　全く、お前って奴は、良い嫁よめになりやがるぜ。

　これが、ツンデレって奴かな。

「ヘルサイズ殿どの、何をお食べになられますか？」

　優しい声で、セラがメニューをユーに見せていた。

　……………………そっか。

　あいつ、ただユーの隣が良かっただけか。

　感動はさーっと引いていき、そこには悲しさだけが残っていた。

「お豆とう腐ふ料理がたくさんありますぅ」

　幸せそうな大先生。

　メニューを見れば、確かに豆腐料理が多かった。

　麻マー婆ボー豆腐まであるじゃないか。

　見た感じ、和食の店だが、和だけに止とどまらず、様々な料理名が並ぶ。

　アクアパッツァってなんやねん。

　どこ料理やねん。

　肉料理も多た彩さいだった。

　魚、鳥、牛、豚ぶた──猪いのししや鹿しかまである。

「鹿肉とかあるんだって」

　俺は鹿の刺さし身みを指さしながらみんなに『見て見てー』とメニューを広げる。

「………………」

　シカトっ！　鹿の話題だけにシカトされた！

「花札の一〇月が鹿で、絵え柄がらがそっぽを向いていることから鹿十。シカトウがシカトになったそうだ」

　ってトリビアも、シカトされてしまった。

　しかと、シカトされてしまった。

　ここでいう『しかと』は『しっかりと』という意味である。

　わっかるっかな～？　わっかんねえだろうな～？　いえー。

「やっぱり牛肉だなっ！」

「おっにく！　おっにく！」

「俺のオススメは、すき焼きだ。ここのすき焼きはな、めちゃめちゃ美う味まいぞー」

　俺、この店かなり知ってます的な感じに、俺がすき焼きを薦すすめる。

「このＳＵＫＩＹＡＫＩって奴ですかぁ？」

「え？　上を向いて歩く奴？」

「坂さか本もと九きゆうは関係ない方のすき焼きだな」

　ヴィリエには、すき焼きがないのか。

　これは好都合だ。

　とくと味わうがいいっ！

　この国の、代表料理をっ！

　フジヤマ、ゲイシャ、ＳＵＫＩＹＡＫＩをっ！

「すき焼きというのは、薄うすく切った牛肉を甘めの──」

　セラがまた補足しようとしたところを、短髪ハルナが手で止める。

「皆みなまで言うな皆まで言うな。知らずに頼たのむのも、一興だ」

　ほっほっほ。

　まるで、室むろ町まち時代の人がしそうなしゃべり方を、短髪ハルナが始めた。

　笑い方も、どこか雅みやびな雰囲気を醸かもし出している。

「ヘルサイズ殿、我々は鴨かも鍋なべにしましょうか」

　セラの発言に、鼻水が出た。

「食えよっ！　俺のオススメしたすき焼きを食いなよっ！」

　普ふ通つう、頼むかね？

　この店の美味い料理を無視して、自分の食いたいものを頼むかねっ！

　蛭子えびす能よし収かずかお前はっ！

『許可』

　ゆ、ユーまでっ！

　鴨か。京都と言えば、だな。

「すき焼きを六人分頼むよりも、二種類の鍋にした方が、この店の味を楽しめるとは思いませんか？　ヘルサイズ殿はそう申しています」

　ぐっ！　ごもっともだ。

　まあ、俺もすき焼きは前来たときに食ったし、鴨鍋もいいな。

「じゃあ、両方頼もうか」

　と俺が言った瞬しゆん間かん──

「ご注文おきまりですかー？」

　店員のお姉さんが戻もどってきた。

　なんというベストなタイミング。

「私が、呼よび鈴りん押しました」

　セラがタイミングを計ったのか。

　俺がごねることも全て計算した上で──さすが諜ちよう報ほうの達人、忍者だな。

「じゃあ鴨鍋と牛すき焼きをお願いします」

　俺が手を挙げながら、注文をする。

「お飲み物は？」

　飲み物……考えてなかったわ。

「えーっと……」

　俺が慌あわててメニューをめくっていると──

「とりあえず、熱いお茶を全員分頂けますか？」

　セラがさらっと注文してしまった。

「かしこまりましたー」

　笑顔を残して、お姉さんは去って行った。

「あとで注文すれば良いだけです。決まってないのに呼ばれることほど、鬱うつ陶とうしいことはないですから」

　そうだな。こんなところでお姉さんの時間を取らせるのは申し訳ない。

　セラはこういう時の対応が慣れてるなー。

　バイトをしたことがある者とない者の差は、こういうときに出るな。

　バイト、始めようかな。







　お茶とお通しが配られ、俺たちの宴えん会かいは始まった。

「お通しって、なんですかぁ？　料理名ですかぁ？」

　興味本位で小こ鉢ばちに入った湯ゆ豆どう腐ふを一口。

　幸せそうだ。

　お通しは、何が出てくるか分からないからな。

　湯豆腐で良かった。

　これが冷たい枝豆とか、きゅうりの酢すの物とか、もやしとかだったら文句を言い出す可能性もあったが──

「お通しは、テーブルチャージのようなものです」

　日本特有のガラパゴス文化の一つだな。

「金取るのか！　こんなちっぽけなもんで！」

　結局文句を言う奴やつが、一人いた。

　短髪ハルナだ。

「たとえちっぽけでも、料理は料理です。お金を取るのは当然です」

　長ちよう髪はつハルナがフォローするが、フォローし切れていないように見えるのは俺だけだろうか。

「こんな○○○○○○みたいなちんけな料理にぃ？」

　凄すごい例え方をされたように見えるのは俺だけだろうか。

「どれだけ○○○○○○が文学としての価値がなくても、一いつ生しよう懸けん命めいみんなが命を削けずって作ってるんです！」

　フォローどころか、例えが遠すぎると感じているのは俺だけだろうか。

　そして、この一連の流れはボツにならないだろうか。

　心配である。

「郷ごうに入りては郷に従え～って奴ですよぉ」

「その言葉自体がすでにこの国のもんじゃん。その言葉にも入れてないのに、先に進めるかボケぇ！」

　ハルナが大先生に暴言を吐はくとは。

　これが、ハルナの悪意って奴か。

　……ただいつもの二倍傍ぼう若じやく無ぶ人じんなだけじゃないか。

　逆に、今までのハルナは少し抑おさえていたんだな。

　そこに、少し感動してしまった。

　あいつなりに、空気を読んで、暴言は控ひかえていたんだ。

　あれでも。

「文句言いながら、きっちり食べてるではないですか」

　気にしてなかったが、確かに小鉢は空になっていた。

「まあ、美味かったけどな」

　美味かったんかよ！

　ただ、お通しの制度に文句を言いたかっただけ。

　それを、セラに見み透すかされていた。

　言ことの葉で、セラに勝てる奴はいないと思う。

　葉っぱ使い、ここに極きわまれり。

　どうでもいいけど、極まれりって言いにくいよね！　早口言葉に使えそうだ。

　なんて思ってたら、コンロが二つやってきた。

　すき焼きの鍋と鴨鍋の鍋は形が違ちがい、そのことに対してやっぱり短たん髪ぱつハルナが文句を言う。

「そっちの方がデカイじゃん！　ふざけんなよな！」

　鴨鍋にはすでにこんもりと具材が盛られていて、すき焼きは皿で別にある。

「具材のグラム数は大体同じだと思いますよ」

　さらっと流しながら、二つのコンロの火を点つけるセラ。

　まるで、この家族を纏まとめるお母さんのようだった。

「あのお、こちらはどうやって食べればいいんですかぁ？」

「そうですね。鍋と具材を別にしてきたってことは、食べ方があるはずです。ですです」

　大先生と長髪ハルナが戸と惑まどっている。

　んっんっ……歌手が高らかに歌いだしそうなぐらいの咳せきをわざとらしくしながら、俺は立ち上がる。

「私がやりましょうか？」

　さらに、セラがカバンから何かを取り出しながら立ち上がる。

「いや、セラがやるととんでもないことになりそうだ。とりあえずその、硫りゆう化か水素って書かれた瓶びんと、トリクロロメタンって書かれてる瓶をカバンに戻して」

　セラは仕方が無いという顔をしながら座り、瓶をカバンにしまった。

　なんやねん。

　トリクロロメタンってなんやねん。

　硫化水素はもう言葉が怖こわい。

　絶対体に良さそうな響ひびきではない。

「ところでトリクロロメタンって何？」

　つい、聞いてしまった。

「クロロホルムのことですよ」

　長髪ハルナが答えてくれる。

　あー、あのドラマの誘ゆう拐かいシーンで良く見る、ハンカチに含ふくませて嗅かがせることで意識を飛ばす奴ね。

　わかりにくいわっ！　クロロホルムって最初から言えよ！

　なんだよトリクロロメタンって！

　格好良く言いたいんかっ！

　あれか！　ターメリックをウコンって言っちゃうのと同じか！

　カッコイイと思ったのか！

　ウコンよりターメリックの方がカッコイイわっ！

　なんてウコンのネーミングをなぜ付けたのかと考えながら、俺は鉄板のような鍋に牛ぎゆう脂しで油を引く。

　そして──

「ほら、見てみぃ～。赤いで～」

　ついつい関西弁になりながら、牛肉を取る。

「赤さは別にいいだろ。霜しも降ふりって訳じゃないんだな。もっと高級な肉が食べたい」

　何この子。十分なサシが入ってるじゃないか。

　この肉で文句言うなんて……ハルナらしいわー。

「生卵溶といとけよー」

　肉の上にちょちょっと砂糖を掛かけながら、指示をする。

「はーい」

　大先生が卵をかき混ぜる。

「だあらっしゃー」

「らっしゃー」

　二人のハルナたちも、笑顔でそれに続いた。

　ちゃっちゃっちゃっちゃっ。

　この卵を溶く音が奏でる大合唱。

　んー、すき焼きやってるって感じがするねー。

「よーし、肉行くぞー」

　じゅわ～。

　湯気がむわっと広がり、甘ったるい匂においが立ちこめる。

「あのー野菜は入れないのですか？」

　長髪ハルナが卵を優しくかき混ぜながら聞いてきた。

「すき焼きってのは、まず焼きを楽しんで貰もらうんだよ」

　醬しよう油ゆをしゃばーっと薄うすく入れ、砂糖と絡からめつつ、少し煮にる。

　そして、絡めた肉をみんなに配った。

　おっと、涎よだれが出てきたぜ。

「いただきまーす」

　溶き卵に付けた肉を、ハルナは鍋なべに戻もどそうとした。

「いやいや、それ、卵に付けてそのまま食べるんだよ」

「そうなの？」

　てっきり、卵につけて、それをまた焼くとか考えたんだろうか？

　とんかつとかと同じで調理の途と中ちゆうだと。

　卵には絶対火を通す。それは外国人的な考え方だ。

　俺にはその発想はなかったので、驚おどろいた。

「生卵をソースにしたんですねぇ～」

　大先生の認識は半分正しい。

「むしろ、卵を美味く食うために、肉があると思ってくれていい」

　刺さし身みは醬しよう油ゆを舐なめる口実だ、という話を博はか多た華はな丸まるさんがよくしているが、俺はすき焼きにもこれが当てはまると考える。

　甘くてしつこい味付けをマイルドにすることが目的でもあるけどな。

「冷めちゃうけどいいの？」

「すき焼きを卵で食べるというのは、猫ねこ舌じたの人が考案したという説もあります」

　セラが遠くから補足してくれる。

「ちゅるっと行っちゃいなさいなちゅるっと」

　はふはふと肉を食べる三人を見ながら、野菜を鍋に放り込んでいく。

　どうよ？

　美味いだろー？

　あのときは鍋のすき焼きを急いで食べたからってのもあるかも知れないが、正直言って、俺はこの焼いたときのすき焼きの方が鍋のすき焼きよりも美味かった。

　その感動を、みんなに味わって欲しかったんだ。

　まあ、セラは知ってるっぽい感じだったけど。

「これはあれだな。牛肉を最も不ま味ずく食べる方法だな」

　くっちゃくっちゃと音を立てて食べる短髪ハルナ。

　お前は海かい原ばら雄ゆう山ざんか。

「美お味いしいですけどね」

　もぐもぐと小さく咀そ嚼しやくする長髪ハルナ。

　こいつらは……

　そうか。

　ハルナは料理を作るのが鉄人クラスだ。

　子供の頃ころから美味いモノを食べてるから、感動が少ないんだろう。

　俺は、この食べ方を知らなかったし、すき焼きってのは、マズイ肉を誤ご魔ま化かす料理だと思っていたぐらいだ。

「美味しいですぅ～」

　幸せそうな大先生。

　良かった。大先生の口には合ったようだな。

　まあ、今日の接待は大先生のためなんだから、短髪ハルナが何を言おうが気にしないでおこう。

『私も　食べたい』

　ユー、その言葉を待っていたんだよ～。是ぜ非ひ食ってくれ食ってくれ。

　という気持ちの反面、俺は怖かった。

　何な故ぜなら──

「薄く切った肉からは肉にく汁じゆうがほとんど感じられず、甘ったるいソースと卵で絡めたせいで風味なんてモノは皆かい無む。それを肉を知らないアユムが作ったせいで焼き加減がめちゃくちゃだ」

　と、ずーっと喋しやべり続けながら、短髪ハルナが肉を食べているからだ。

　ユーに肉を渡わたすと──

　卵に絡めて、ちゅるっと食べる。

『素敵』

　表情は変わらなかったが、親指をぐっと立てていた。

　いやあ、やっぱり薦すすめた料理を美味しく食べて貰えるとほっとするわ。

「あとは、もう牛ぎゆう鍋なべとして食べればいい」

「え？　これ鍋だったの？」

　きょとんとする短たん髪ぱつハルナ。

　まあ、俺が今作ったのは、正にすき焼きだからな。

　料理名もすき鍋ではないし。

「はい。すき焼きと牛鍋は本来別のモノでしたが、今ではこうやってどちらの良いところも取って、すき焼きとしているのです」

「お前あれだな、鍋博士だな」

　セラは鍋博士の称しよう号ごうを得た。

「ここからは鍋なんですかぁ、じゃあ私が代わりますねぇ」

　大先生が楽しそうにパンと手を打つ。

「あー、俺がやりますけど……」

　がしっと腕うでを摑つかまれた。

「私が、代わりますねぇ」

　なんて力だ。

　俺は菜さい箸ばしを渡して、席に戻る。

「恐おそらく、彼女は鍋を作るところを楽しみたいのだと思います」

　鍋博士のセラには、大先生の行動の理由を理解していた。

「つまり、鍋奉ぶ行ぎようって奴やつか」

　鍋奉行が野菜を敷き詰つめ、煮込んでいく。

「ハルナはこういうときって仕切らないのか？」

「あたしは鍋将軍だからな。許可を出すだけだ」

「あ、あたしは鍋軍師なので、アドバイスしかしないです。あ、白菜の量はその程度でいいと思います。残りはまたあとで入れましょう」

「……じゃあ、ユーは？」

「ヘルサイズ殿どのは、美味しく出来上がった鍋を献けん上じようされる──鍋皇こう帝ていですかね」

「……じゃあ俺は？」

「あなたはただの一いつ般ぱん人です」

　俺にもなんか付けてよっ！

　鍋なんたらを付けてよっ！

「つまり、今ここには鍋皇帝と鍋将軍と鍋軍師と鍋奉行と鍋博士と一般人がいるんですね」

　長ちよう髪はつハルナがまとめてくれたー。

　分かりやすいようで分かりにくいわ。

　はっきり言わせてもらうけども、鍋軍師も鍋博士も──鍋奉行の一部ですからーっ！

「どうぞ、ヘルサイズ殿」

　セラが鴨かも鍋を小こ鉢ばちによそって献上する。

　セラさーん、俺の分はー。

「はい、歩の分です」

　せ、セラさんっ！　こいつ、なんだかんだでちゃんとやることはやるんだよな。

　ツンデレって奴だ。

「ありがとう、セラ」

「勘かん違ちがいしないでください。気持ち悪い。あなたは直じか箸ばしで食べるおつもりでしょう？　あなたの唾だ液えきなど、一ミクロンも味わいたくはないのです」

　……ツンデレって奴か？

　全く、素直じゃねえんだから。

　…………あれ？　鴨が一切入ってないんですけど。

「何か、問題でも？」

　俺の顔を見て、言いたいことを理解したのか、先手を打たれてしまった。

「いえ、何でもないです」

　このおぞましいまでの嫌けん悪お感かん、これがツンと呼べるのですか！

　おどろおどろした感じ。決して尖とがっていない状態。

　一回、セラをダブルで二人にして欲しいものだ。

「歩、ポン酢ずを取ってください」

「鴨鍋にポン酢？　こんなに味付いてるのに」

『温野菜には　ポン酢』

　そうか。確かユーはポン酢派だったな。

　鴨じゃなく、その周りにある野菜を、ポン酢で頂きたいということだ。

　すき焼きの方を見てみよう。

「そろそろ出来たんじゃないでしょうか？」

　鍋軍師がアドバイスをし──

「お豆とう腐ふはまだですよぉ？　白菜からどうぞ～」

　鍋奉行が仕切り──

「待って……待って……待って……はい今！　許可っ！」

　鍋将軍が承認する──

　鍋が出来上がったそのとき──

　鍋将軍こと短髪ハルナが身を乗り出した。

　こいつっ！　肉を取るつもりだっ！

　抜ぬけ駆がけ。将軍にあるまじき行こう為い。

　ガキっ！

　その箸は、空中で止まった。

「させはしません。させはしませんとも」

　鍋軍師は、その動きを読んでいたようだ。

「何してんだよ」

　ぐぎぎぎぎ……箸と箸がぷるぷると震ふるえている。

「肉が不ま味ずくなるみたいなこと、言ってませんでした？」

「料理法がマズイってだけで、肉が不味いとは言ってないだろ」

「ちなみに、すき焼きにおける肉以外の具材はザクと呼ばれています」

　鍋博士がまた余計な知識を放り込んだーっ！

　絶対言うって。そんな知識与あたえたら絶対言うって。

「ザクとは違ちがうのだよ！　ザクとはーっ！」

　ほら言ったーっ！　やっぱり言っちまったじゃねえか。

　頑かたくなに肉を狙ねらう短髪ハルナ。

　ザクなんか食べたくないとでも言いたげだ。

　あいつ、寿す司しでも大トロばっかり食べるからな。

「ザクにもいいところはあります！」

　ガキン、ガキン、ガキン。

　ぎぎぎぎぎ……

　箸と箸が三度ほどぶつかり、火花を散らしたあと、つばぜり合いのように箸が交差する。

　そんな二人を尻しり目めに、鍋奉行は──

「お豆腐美味しいですぅ～。これも、先に焼いてるんですねぇ」

　具材を取っていた。

　空中戦が繰くり広げられている間を縫ぬって、ちゃっかり肉も取っている。

「はい。焼き豆腐にすることで、煮に崩くずれを防止しているんです」

　鍋博士はすき焼きの説明をしながら、鴨鍋を堪たん能のうしていた。

「お豆腐が香こうばしくなってぇ、とっても美味しいですねぇ～」

　やっぱり、なんだかんだで豆腐が一番のようだ。

「貰もらったーっ！」

　あーっと、短髪ハルナの左手にも箸がーっ！

　いつの間に割わり箸を用意してたんだ？

　ここの箸は普ふ通つうのモノだから、家から持ってきたんだろう。

「貰わせませんっ！」

　長髪ハルナの左手にも箸がっ！

　それは、二本の箸ではなかった。

　割り箸鉄でつ砲ぽうだ。

　べちん。

　割り箸鉄砲から発射された輪ゴムが、短髪ハルナの箸を弾はじき飛ばす。

　なんて威い力りよくだっ！

　さすがはハルナ。あり得ない破は壊かい力の割り箸鉄砲を作りやがったな。

　牛肉を食べたいと言ったあのときから、こうして肉争そう奪だつ戦せんが始まると予測していたんだ。

　…………あいつ、食う気ねえな。

「やるな。ならばあたしも、これを出すしかない」

　しゃきーん。

　まあ、全く光ってはいないが、短髪ハルナがあまりにどや顔を見せていたので、ついつい頭の中にしゃきーんという効果音が出てしまった。

「歩、追加でお肉が選べるようですよ」

「そうなのか？　鳥の出だ汁しに醬しよう油ゆだし、カシワにしようか」

「カシワ？」

「鶏とり肉にくのことだけど……え？　言わない？」

「その通つうぶった方言の使い方、腹立たしいです」

『素敵』

「あ、こちらもお肉追加お願いしますぅ～」

　大先生が笑顔で手を挙げている。

　ハルナたちの戦いの合間合間に、邪じや魔まにならない程度で肉を取っていたようだ。

　それも、全部。

「では、店員を呼びますね」

「ついでにレモンスカッシュも。広島産レモンだって」

「京食材の店ではなかったのでしょうか」

「まあ、美味けりゃいいじゃんの精神だろうね」

　と、話が逸それてしまっていたが、ハルナに目を戻もどすと──

　割り箸の竜りゆうと割り箸の虎とらがぶつかりあっていた。

　夏休みの宿題かっ！

　鍋に入ってしまった竜と虎は、さながら温泉に浸つかっているようだった。

　ハルナとハルナはプロレスの開始早々みたいに両手をがっしりと組んで、力比べのようになっている。

「そのままやってたら、肉食べられないまま終わっちまうぞー」

　可哀かわい想そうだったので、介かい入にゆうしてみる。

　ハルナを二人にしたのは、協力して永久機関を作って貰うということからだが、このままケンカされては本ほん末まつ転てん倒とうになりかねない。

　ただ、二倍飯を食わせるためじゃないんだ。

　俺は席を移動し、ユーと短たん髪ぱつハルナの間に入り込んだ。

「歩、鬱うつ陶とうしいです」

　急な移動ですいません。

「俺にもすき焼き食べさせろよー」

「うわあ。超ちよううぜえー」

　短髪ハルナが身を引きながら、べしべしと俺の頭を叩たたく。

　新しい肉が来たのでそれを鍋に敷しき詰つめる大先生。

「肉食べまーす」

　ハルナたちが動き出す前に肉へ箸を伸のばすと──

「まだ出来てないですよぉ？」

　がしっと鍋なべ奉ぶ行ぎように止められた。

「アユムって……空気読めないですよね」

　長ちよう髪はつハルナにくすくすと笑われる。

　俺がここに来たのは、二人の敵になるためだった。

　共通の敵を持つことで、人は仲良くなれる。

　その敵に、俺はあえてなったのだ。

　なあに、空気が読めないだの、うざいだの気持ち悪いだのは、普ふ段だんからよく言われていることだ。

　今いま更さら、心を痛めたりはしないさ。

「はあい、出来ましたよぉ～」

　菜さい箸ばしで鍋を突つつく大先生。

　早さつ速そく俺が肉を取ろうとすると、短髪ハルナに止められる。

　その間に、長髪ハルナが肉を取っていた。

「あーっ！　この性しよう悪わるがっ！」

「性悪に言われたくないです」

　ふふん、と勝ち誇ほこったように笑みを浮うかべる長髪ハルナ。

　念願のお肉に、ほっぺたを押さえて幸せそうに咀そ嚼しやくする。

　飯を食うときはみんな幸せそうだな。

　俺以外は。

　俺は未だに、肉を食べられてなかった。

　鴨かもも牛肉も、カシワも──

　でもいいさ。みんなが美味いと言ってくれるなら、それで俺は本望だ。

　なんて思っていたら──

　ユーが、俺の小こ鉢ばちに鴨肉をちょんと置いてくれる。

　ユー……お前って奴やつは……

『みんなで配分すればいい』

　ユーの正論。

「えー、同じ数は負けた気になるなー」

　まあ、人より多く食べたいってのがハルナの思考回路だからな。

「食べきれなくなるまで、頼たのめば良いではないですか」

　そうだな。人より多く食べたいってのは、みんながお腹なかいっぱいになってからでも遅おそくはない。

「まあ、分かってたけどさ」

　短髪ハルナは頰ほおをぷーっと膨ふくらませながらぼそっと呟つぶやいた。

「お肉のテンションって奴ですよね」

　二人のハルナはさっきまでヒートアップしていたのが噓うそのように、クールダウンしていた。

「この国のお料理はホント美お味いしいですねぇ」

　卵を絡からめた豆とう腐ふを食べながら、大先生が幸せそうに言う。

　やっと鍋パーティが、始まった気がした。







　いやあ、食った食った。

　普段食べているハルナの料理もいいが、やっぱり外食ってのは違ちがうね。

　個人的には、本場の味とか言って海外の料理をありがたがるのは意味が分からない。

　はっきり言って、世界で一番食べ物が美う味まい街は、ここ東京だ。

　ありとあらゆる美味いモノが集結し、それを日本人がより美味くさせている。

　だけど、海外にいってみると──美味いと感じるんだよな。

　飯ってのは、その場の雰ふん囲い気きとかも加味されるんだよな。

　皿の見事さとか、部屋の空気感、風土、文化。

　あと、店員が可愛いとか、笑顔が可愛いとか、声が可愛いとか、店員のノリがいいとか。

　それと同じように、俺は今まで食べた中で最も美味い料理は『ハルナが作った料理』だと思っている。

　だが、こうやってみんなでわいわい外食に行って食べるってだけで、何を食っても美味いときがある。

「満足したか？」

「んー、まあまあだな」

　六人前平らげておいて、何を言うか。

　ぼこぼこにやられたのに今日はこのぐらいにしてやるって言うヤンキーと同じだな。







　家に帰ってきた俺たち。

　とりあえず風ふ呂ろに入りたいところだが、俺は最初に入らせては貰えない。

　理由は簡単。

　俺の入った湯に浸かるのは勘かん弁べん、というセラのワガママのせいだ。

「私は十分美味しかったですよー」

　長髪のハルナは素直だけど、十分美味しいってのは最低限はクリアした的な雰囲気で、まだ不満が残るような感じに聞こえる。

「一番風呂もっらいーっ！」

　だだだだだだ……

　廊ろう下かを走るな、という教育を受けていないであろう短髪ハルナは一直線に風呂場へと向かった。

　あいつは、なんでも一番が好きだからな。

　と思っていたら、長髪ハルナは駆かけ出さなかった。

「お前は走らないのか？」

　前を行くハルナを指さしながら、もじもじしている長髪ハルナに問いかける。

「……あたしは、アユムと入りたいです」

　衝しよう撃げき的な、発言だった。

　ハルナの口から、そんな言葉が出るなんて。

　顔を真っ赤に染めて、照れているのを隠かくすために両手で顔を覆おおっている。

「どうして？」

「あたしは……勝ちたいから」

　勝ちたい？

　言ってる意味がよくわからない。

　五Ｗ一Ｈでわからない。

　だから、返答に困った。

　ユーだったら、はい喜んでーっ！　と言うだろう。

　セラだったら、よろしくお願いします！　と言うだろう。

　だが、ハルナだったら…………

　なんて答えるべきだろう。

　今ここにいるハルナは、ハルナであってハルナではない。

「ダメ……ですか？」

　あれ？　何この可愛らしさ。

　少し、目が潤うるんでいた。

　どうして、お前は悲しそうなんだ？

『ダメに決まってる』

　決まってるんだ。

　ユーがダメと言ってくれたおかげで、俺はなんとか誤ご魔ま化かすことが出来た。

　何な故ぜ、良いとも悪いとも言えなかったのだろう。

　俺は、ハルナをどう思ってるんだろう。

　妹のような存在なら、別に入ってもいいだろうか。

　恋こい人びとのような存在なら、入ってもいいだろうか。

　俺は一人無言になって、風呂の番が来るのを待っていた。

　一人、また一人と風呂場に行ってはほかほかで帰ってくる。

　冬だからか、出来たての肉まんぐらいのほかほかさだ。

　短髪ハルナ、長髪ハルナ、ユー、セラ──

「お先でしたぁ」

　大先生がほんのり肌はだが火ほ照てっている状態で、タオルを首に巻きながら出てきた。

　パジャマだ。

　久しぶりに、パジャマというモノを見た気がする。

　そんなことより、大先生が髪かみを下ろしてるところを、初めて見たかも。

　あら、いいですねえ。

　いつもの大先生も素敵だが、この大先生も魅み力りよく的だ。

　次は俺の番だな。

「あの、やっぱり──お風呂一いつ緒しよに入りませんか？」

「え？」

「あたし、アユムのためになりたいんです」

　さっき入ったところなのに、髪も乾かわききってない内から、どうしてそこまでして一緒に入りたがるのか。

　そのときの長髪ハルナは、少し寂さみしげな表情を浮かべていた。

　俺は、ちらりとセラの顔を見る。

　セラは怖こわい顔で小さく首を横に振ふった。

　さすがに、それは引きます。

　セラの顔は、そう言っている。

　まあ、俺たちがこうして同どう棲せいしていけるのは、セクハラを極力抑えてきたからだ。

「そんなことより、永久機関の研究を頼むよ。俺は、そっちの方が嬉うれしいさ」

　長ちよう髪はつハルナには、笑顔を返した。

「……そう……ですか……分かりました！　じゃあ私、頑がん張ばっちゃいます！」

　笑顔を見せてはくれたが、まだどこか寂しげだった。

「……よしっ！　やるぞ、弟で子しっ！」

　入浴後の牛乳を飲んでいた短たん髪ぱつハルナが、長髪ハルナの首に腕うでを回した。

「……で、弟子はそちらだと思いますっ！」

　髪の毛を引っ張り合いながら、二人は居間を出ていく。

「何か出来ることがあれば呼んでくれ」

　タオルを肩かたにかけながらそう問いかけると──

「絶対部屋に入ってくんなよなっ！　それだけだっ！」

　短髪ハルナはこちらに顔を向けずに、ひらひらと手を振って応こたえた。

「わかったよ。未来は任せたぞ」

「任せておけよなっ！」

「……絶対、成功させますから」

　二人を見送りながら風呂場へと向かう俺だったが──

　なんだろう。

　何かが、つっかえたままだった。
















　てーれーてーれーてってってー。

　朝になるまで二人は、部屋から出てこなかった。

　そして、俺は二人が出てくるまでずーっと居間で待っていた。

　大先生は俺のベッドでぐっすりお休み。

　セラは自分の部屋でぐっすりお休みだ。

　まあ、ユーは俺が護衛するから、交代で寝ねようって話になったんだが、そうでも言わないと、あいつもずっと起きてるだろうからな。

　もし無理して二人ともずっと起きてて、いざユーに危機が迫せまった際に、どっちも動けないなんて事態は避さけたい。

　だから、セラには十分な休息を取っていて欲しかった。

　俺は、何日掛かかろうが、ここでこうやってハルナを待ってやるつもりだったから。

　それにしても、ハルナは大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　案外、もう寝ちゃってるってこともあり得るが。

『心配　いらない』

　ユーは俺の心境を分かってるのか、慰なぐさめようとしてくれる。

「おにぎり、食べてないみたいだし、やっぱり心配だ」

　深夜に夜食を持っていったのだが、さっき見に行ったらまだ廊ろう下かに置いてあった。

　もう、ご飯が硬かたくなってしまってるかもな。

　鶴つるの恩返しって、こんな感じだろうか。

　なんて思っていたら、階段を降りる足音が聞こえてきた。

　いつもの土ど砂しや崩くずれのような激しい音ではなく、一歩一歩階段の高さを確認しながら降りるような、慎しん重ちような足音だ。

「出来ました」

　大量の紙を持って居間へやってきたのは、長ちよう髪はつハルナだった。

　ぼさぼさになった髪を手で撫なでつけながら、こたつの机にどっさりとレポートを置く。

　俺は驚おどろいた。

　出来た？

　たった一日、いや、たった半日程度の時間で？

　三つの世界を全て救えるような、大発明が？

　設計図なのかなんなのか分からないが、このレポートが、世界を救うのか？

　てっきり、何日どころか何年も掛かるんだと思っていた。

　ハルナという希代の天才が二人も揃そろうと、こんなにも簡単に発明できてしまうんだな。

　まあ、それもそうとう驚いたのだが、何よりもビックリしたのは、ハルナが、紙面に残したということだった。

　いつも自分の頭の中だけで全てを構成し、それを誰だれにも説明しないくせに、「それぐらい分かれよな！」なんて無茶ぶりをする。

　それがハルナなのだ。

　きっと、短たん髪ぱつハルナがそういう大おお雑ざつ把ぱな部分を色いろ濃こく持っていて、長髪ハルナは意外と几き帳ちよう面めんな性格なのだろう。

　一枚、取ってみる。

　ふむふむ。なるほどなるほど。

　わっかんねえ～。

　昔、ハルナに勉強を教えて貰もらったことがあるが、そのときはライオンとかの絵で表現されていた。

　あのときも同じように、わっかんねえ～。と思っていたが、今回は少し違ちがう。

　全部、文字。

　それも、日本語ではない、英語でもない、文字なのだ。

　ちゃんとした、レポートになっていた。

　ハルナは天才だ。

　天才だが、天上天下唯ゆい我が独どく尊そんというか、むしろ唯我独尊を否定するというか、自分が何よりも上で、自分にさえ分かればそれでいいという考えの持ち主だ。

　誰も分かり合える人間はいないし、伝えようという気もない。

　しかし、その毒気が抜ぬかれたハルナがいるとすれば？

　それが、この長髪ハルナなのだろう。

　ヴィリエの言語なんだなとしみじみ感じながら、紙を元の場所に戻もどし、根本的なことを聞いてみる。

「で、永久機関は作れそうなのか？」

　俺の言葉に、長髪のハルナはにこっと笑って、ピースをして見せた。

　あれ？

　可愛い。

　なんだこの可愛らしさは。

　ハルナってのは、こう、妹というか弟のような存在で、色気や可愛げを微み塵じんも極ごく々ごくたまにしか見せない。

　だが、今の笑顔はまるで──平ひら松まつのようだった。

「ふああああ」

　欠伸あくびをしながら、もう一人のハルナがやってきた。

　ぼりぼりとお腹を搔かきむしりながらキッチンへと向かい、乳にゆう酸さん菌きん飲料をラッパ飲み。

「お疲つかれさん」

　と声を掛けると──

「うっさい、死ね」

　と返される。

　そのとき、ユーがキッチンの方へと振ふり向く。

　俺は、驚いた。

　ユーも、驚いたのだろう。




　死ね。




　その言葉は、ユーが最も嫌きらう言葉。

　ハルナは以前にもその言葉を口にして、ユーに怒おこられたことがある。

　そして、その日以来、ハルナは一度も「死ね」という言葉を使っていないはずだ。

　それが、ハルナの良いところでもあったのに。

「ういー、役立たず共、元気してるー？」

　キッチンから戻ってきた短髪ハルナは、ユーの首に腕うでを回し、ケラケラと笑い飛ばしていた。

　そのなれなれしさは、卒業した先せん輩ぱいが学校にやってきたときのようだ。

「ユー、大丈夫か？」

『問題ない　このハルナは　悪あく魔まのようなモノだから』

　なるほど、つまりあれか。

　ダブルで作られた二人は、心の中の天使と悪魔みたいなモノであると。

　そう言われれば、この長髪ハルナは清純派で、短髪ハルナは普ふ段だんのハルナをより一回り悪くしたように見えなくもない。

　ユーはそれを理解している。

　だから、禁句を言われても、鬱うつ陶とうしい絡からみ方をされても、文句一つ言わないのだ。

　出会った頃ころの、誰も寄せ付けようとしないクールでミステリアスなユーだったら、きっと今のハルナもひっぱたいたろう。

　ある意味、ユーはハルナに心を開いたのかな。

「にゃははは、根暗マンサー、あんたも大変だな～」

　頭を撫なで撫でしながら大笑いする悪魔的ハルナ。

「何がだよ」

　俺はそんなハルナに冷ややかな目を向けつつツッコミを入れる。

「えー、まあ、色々ー？」

　酔よっ払ぱらいのような中身のない会話だった。

　ユーもこくりと頷うなずくだけで、受け流している。

　はいはい、そうですねーとでも言いたげな表情で。

「あの……じゃあ……元に戻ろうかと思うのですが」

　おどおどとした声こわ色いろで、長髪ハルナが手を挙げる。

　その時の表情は、風ふ呂ろに一いつ緒しよに入りたいと言ったときと同じように、どこか寂さみしげだった。

「そうだな。本当に目的が達成されたんだったら──」

　二人のハルナに振り回されるのも、大変だからな。さっさと元に戻って欲しいところだが──

「やだよ」

　あっさりと、却きやつ下かされた。

　けろっとした表情の短髪ハルナは、まるで徹てつ夜やとは思わせないほどに元気だ。

「どうして？」

　と俺が聞くと──

「あたしは今、解放されたんだ！　魂たましいの救済！　九歳の魂じゃないけどな！　にゃはははは！」

　笑いに笑った。

　５５１があるときぐらいのはしゃぎようだ。

　５５１があるときぐらい──が分からない方もいるだろうが、まあ大笑いだと思ってくれればいいだろう。

　それより、彼女の言ってる意味がイマイチわからない。

『善意はいらない　と　彼女は言っている』

　なるほど。

　ユーのメモに、俺はそうかそうかと頷いたが──

　っておい！　じゃあ、どうするんだよこれ。ハルナは二人に分かれたままってこと？

「そもそも、アユムは元のあたしに戻って欲しいんだろ？」

「まあ、そうだな」

「それは無理な相談だな」

　そうなのか………………

　えっ！

「無理なのかっ？」

　俺は驚きよう愕がくし、つい声を荒あららげてしまった。

「いえ……その、物理的には出来るんですけど……精神的に難しいと言いますか」

　しどろもどろに説明してくれる長髪ハルナ。

「バユム。あんたはこいつとあたし、どっちを取る訳？」

　どっちもお前だろが。

　突とつ然ぜん、なんだその質問は。

　と、困こん惑わくしていると、ユーが補足してくれる。

『どちらかが　オリジナルハルナ』

「もう少し説明してくれ」

　俺は、長髪ハルナの方を見ながら言った。

　彼女が一番、言っていることが分かりやすい。

「はい。えっと、元に戻もどるにはですね。……ダブルを解除するということではなく、二人を融ゆう合ごうするという作業になります」

「ほうほう」

「その際に、ベースとなる方を選ばなきゃならないんです」

「それでオリジナルハルナ……か」

　ユーのメモも合わせて、だんだん理解出来てきた。

　つまり、どちらかのハルナに、もう一人のハルナを合わせるということだろう。

「それでですね。もしベースの選せん択たくを間ま違ちがえれば、融合して出来上がったあたしは、ダブルで分かれる前のあたしとは別人になるんです」

「……は？」

　一気に、深刻な問題になってしまい、俺は慌あわててしまったが、顔には出さないように頑がん張ばった。

　声に出ちゃったけども。

「融合した後で別のあたしになり、それをまたダブルでやり直そうとしても、そのときの融合で現れるのは、別のあたしか、別の別のあたしになるんです」

「つまり、一度間違えれば、一生元のハルナに戻れないってことか」

　長髪ハルナはこくりと頷く。

「あたしらはどっちもオリジナルだと思ってる。だろ？」

「……はい。まあ、そうですけど……」

　短髪ハルナに言われ、長髪ハルナの方は小さくもじもじと返した。

　善意と悪意。ハルナの本質はどっちにある？

　それを、本人二人は気付いていないのか。

　しかし、ユーはどちらかがオリジナルであると言っている。

　ユーが言うのだから、きっとそうなんだろう。

　この選択を間違えれば、二度と元のハルナには戻れない。

　だったら、このまま二人にしておくという選択肢しも、なくはないだろう。




　だが、俺は元のハルナがいい。




　あいつには、色々なモノを貰もらったし、それを全部返せてないんだ。

　選ばなきゃならない。

　他の誰だれでもない、俺が。

　言動を見るに、今までのハルナと似ているのは完全に悪意ハルナだ。

　だが──俺は──

「こっち」

　長ちよう髪はつの、善意ハルナを選んだ。

「ほわっ！　え！　あたし？」

　目をぱちくりさせて俺を見る長髪ハルナ。

　あのときの、つっかえていたモノが取れた。

　長髪ハルナは、言動から短たん髪ぱつハルナがオリジナルだろうと思っていたのだろう。

　時折見せる長髪ハルナの寂しげな表情。

　ずっと沈しずんだ顔をしていたのは、ダブルで分かれた二人は融合されるということに気付いていたから。

　天才だから。

　オリジナルが短髪ハルナということになれば、今の自分は消しよう滅めつするようなモノだ。

　だから、こいつは俺とお風呂に入りたいなんて言い出したんだろう。

　俺のためになりたい。

　俺と一緒に風呂に入りたい。

　それは、思い出作りだったのかもしれない。

　自分の意思が、ある内に。

「むきーっ！」と猿さるみたいに喚わめく短髪ハルナ。

　地じ団だん駄だを踏ふんで、頰ほおを膨ふくらませる。

　別に、このハルナが嫌きらいな訳じゃない。

　別に、ユーや平松のような優しい雰ふん囲い気きを持つ長髪ハルナの方が一緒に暮らしやすいからじゃない。

　だが、俺は一〇〇％の自信を持っていた。

「お前には、足りないモノが一つある」

「んなっ！」

　俺の言葉に、固かた唾ずを吞のんで短髪ハルナが仰のけ反ぞる。

「俺は嬉うれしかった。ハルナのオリジナル、ハルナの本質が善意であると分かったから」

「ちょ、ちょっと待てよな！　勝手にそっちをオリジナルにすんな！　このボケ！　ちゃんと説明しろよなっ！」




「お前には──『アホ毛』がないじゃないか」




　ずがーん。

　雷かみなりが墜おちたかのように、衝しよう撃げきを受ける長髪ハルナ。

　そう、この二人には決定的な違ちがいが一つあったのだ。

　ハルナには、ビヨンと伸のびるチャームポイント、『アホ毛』が存在する。

　それはまるで犬の尻尾しつぽのように感情に合わせて動くこともしばしば。

　ハルナの本体は、そのアホ毛にあると言っても過言ではない。

　いや、確信している。

　そして、そのアホ毛は、長髪ハルナに『だけ』付いていたのだ。

「にゃはははは……にゃーっはっはっは！　そうだ！　このダークハルナ様は確かにオリジナルじゃない！　……きっとそうだと薄うす々うす気付いていた！」

　さっきは分からないと言っていたのに──あれは、カマを掛かけていたのか。

　自分がオリジナルじゃない可能性。

　それを言わず、俺に託たくした。

　自分を選んで貰うために。

「だからこそ！　あたしは元には戻らない！」

　短髪ハルナ……じゃなくてダークハルナだっけ？　は強く拳こぶしを握にぎる。

　さすがハルナだ。くよくよするなんて姿は微み塵じんも見せなかった。

「もしかして、元に戻れば、ダークハルナ様は消えてしまうのか？」

「……アユムは、あたしに消えろって言いたいのか？　残念だけど、消滅するとは限らないかんなっ！　一つになるんだから！」

　そういう言い方をされると、困る。

　ダークハルナは寂さびしそうな表情を浮うかべて俺を見下ろしていた。

　そして、一筋の涙なみだが頰を伝うと、俺はますます──

「だ、騙だまされてはいけません！　ハルナちゃんが人前で涙を見せる訳ないじゃないですか！」

　ばん、と机を叩たたく長髪ハルナ。いや、オリジナルハルナ。

『噓うそ泣き』

「ちっ、バレたか」

　ダークハルナ……ハルナはハルナでも、プライドや信念などを捨てた、何でもありのハルナのようだ。

　なんて質たちの悪い──いや、ハルナらしい奴やつだ。

「何にしても、元のハルナに戻って貰うぞ。消滅するとは限らないんだろ？　心配しなくても、元のハルナはちゃんとお前たち二人の部分を持っていたさ」

「そんな言い方をされたら……むぐぐ」

　ダークハルナは言われずともそんなことぐらい分かってただろう。

「おはようございますぅ～。お話は大体聞かせて貰いましたぁ」

　そこへ、大先生が降りてきた。

「あ、おはようございます」

　良いところに、大先生が来てくれた。

「おはようございまーす」

「おは」

　二人のハルナも、大先生にはちゃんと挨あい拶さつをする。

　さっき起きてきたときは挨拶なんてしなかったのにな。

　だが、これで全て終わったな。

「大先生、洗顔と歯は磨みがきの前に、二人を元に戻してやれませんかね？」

「んー、そうしたいのは山々なんですがぁ、二人ともが納得しないままに戻してもぉ、元のハルナになるかは分からないですねぇ」

　オリジナルベースに融合させるだけじゃ、元のハルナにならないのか。

　どうする？

「にゃははは、残念だったな。バカアユム」

「大先生、じゃあ、例えばの話、オリジナルをダークハルナにすることは出来るのか？」

「出来ますよぉ？　でも、性格が少しねじ曲がる可能性がありますねぇ」

　つまりそれが、長髪ハルナの言う『別のあたし』なのだろう。

　すでにねじ曲がっているハルナがさらにねじ曲がれば、むしろマイナスとマイナスでプラスに変わるんじゃないか？

　なんて思ったりもしたが──

「それだったら、元に戻ってもいいな」

　良いねえーそれーとでも言いたげにダークハルナが手を打った。

「あ、あたしが困ります！　納得出来ないです！」

　当然そうなる。オリジナルハルナがオリジナルでなくなるのだ。結局、双そう方ほうが納得する結果になるわけがない。

　ベースをオリジナルハルナにしながら、それをダークハルナに納得させる方法。

　それがなければ、元のハルナには戻らない。

　そんなこと、ダブルで二人に分ける前に言って欲しかったね。

　まあ、言われててもどうせやったろうけど。

　そこで俺は一つ閃ひらめいた。

　方法は、あるじゃないか。

「じゃあ、対決するしかないな」

　俺は二人の顔を交こう互ごに見ながら言う。

「対決？」

　ダークハルナが小首を傾かしげる。

「そうだ。ハルナは勝負に逃にげたりはしないだろう？　もしオリジナルハルナが負けたら、ベースをダークハルナにすればいい。どうだ？」

「まあ、しゃーなしだな」

「……しゃーなし、ですね」

　勝負好きのハルナだったら、絶対に乗ってくると分かっていた。

　あとは、オリジナルハルナを勝たせればいい。

「じゃあ、メガロ退治にしましょうかぁ」

　パン。と手を叩いて提案する大先生。

「メガロ退治？」

　といっても、ハルナは魔ま装そう少女に変身出来ないんじゃ──

「マテライズ魔ま法ほう学校の試験にあるんですよぉ。魔装少女にならずに、メガロを倒たおすっていうモノが」

「変身無しで──やれるものなのか」

「ハルナも様々な戦いを経験したわけですしぃ、Ｂ級ぐらいなら倒せるはずですよぉ？」

　確かに、それだったら、俺が手伝って勝たせてやることも可能か。

　勉強勝負とか料理勝負になると、俺では勝たせてやれないからな。

　むしろ、好都合だ。

『そのメガロは　私が用意する』

「ユー？　そんなこと出来るのか」

『ドゥラークなら　いかなるメガロも動かせる　システムを作った本人だから』

「そうなんだ。じゃあ、それっぽいＢ級を用意して、それを倒す。いいか？」

「しゃーなしだ！　ちょっとユキノリと遊んでこよーっと」

　まるで猫ねこのように、気まぐれなダークハルナは飛ぶように居間から出て行った。

　すごいテンションだな。

　てっきり、今から寝ねると思ったが。

　いや、もしかしたら、ダークハルナは最さい後ごの晩ばん餐さんというか思い出作りに、友ゆ紀きを選んだのではないだろうか？

　オリジナルハルナが俺と風ふ呂ろに入りたがったように、友紀と遊んでおきたいのだろう。

　だから、俺は止めなかった。

「好きなメガロを呼べるならぁ、Ｂ級のウシ型がいいと思いますぅ」

「ウシ？」

「ウシ型はいくつかいるんですけどぉ、Ｂ級のウシメガロは、首の後ろに弱点がある上に、直線的な突とつ進しんしかしてこないのでぇ、ハルナでも倒せるかなーって」

「それだと、ダークハルナでも倒せることになるんじゃない？」

「倒し方を知っていれば簡単ですがぁ、知らなければ難しいですよぉ？」

「あ、あたしに出来るでしょうか？」

　オリジナルハルナはおどおどしたまま目を泳がせていた。

「お前を、絶対に勝たせてやる。特訓だ」

「あの、その前に……少し寝させて貰もらっていいですか？」

「ごもっともで」

　俺はちょっと調子に乗りすぎたことが恥はずかしかった。







　こうして、俺は学校から帰ってきてすぐに、オリジナルハルナと大先生と庭へ出た。

　縁えん側がわでユーとセラが見学している。

　ダークハルナはまだ帰ってきてないようだ。

「ではではぁ、アユムさん、身を屈かがめて頭からタックルをしてください～」

　大先生に言われるまま、俺は低姿勢で大先生に襲おそいかかる。

　まるでアメフトのディフェンスでもしているかのように。

「それをひらりとかわしてぇ、延えん髄ずいにびしっと」

　大先生の姿が消えたと思ったら、首に手しゆ刀とうをぶち込まれた。

　意識がふっと飛ぶ。

　まるで、首を切り取られたような感覚。

　これ、メガロの弱点どうこうじゃなくて、誰だれでも一いち撃げきでやられてしまうんじゃなかろうか。

　ぺちぺちと顔を叩かれて、俺は意識を取り戻もどした。

　完全に倒れてしまってたようで、大先生の意外と大人なパンツが見えている。

　へへっ、やられちまうってのも……悪くねえもんだな。

　土手で決けつ闘とうを終えた番長のような気持ちで、俺は立ち上がる。

「先手を取って、最初から背後に回っての攻こう撃げきはダメなんですかね」

　きっと、大先生なら、そういう手法をとるはず。

　今回は対決な訳だから、先手必勝だと思うが──

「こちらから手を出せばぁ、どういう動きをするか予測するのは難しくなると思いますよぉ？　きっと警けい戒かいして、攻撃方法を変えてくると思いますぅ。なので、最初に相手の得意技を出させてぇ、カウンターでそれを仕留める。それがぁ、ウシメガロの倒し方ですぅ」

「相手が警戒してしまうとこの方法は難しいということですね」

　セラが感心しきりに頷うなずいていた。

「なるほどな。そしてそれをダークハルナは知らない」

　はっきり言って、魔装少女に変身出来ないハルナは弱い。

　だから、倒す方法がなければ、倒すことは出来ない。

　まあ、天才だからすぐ倒す方法に気付いてしまう可能性はあるが、初撃で倒せば問題はない。ということなのだろう。

「じゃあ、私はお豆とう腐ふ屋さんへ行ってきますんでぇ、頑がん張ばって下さいねぇ～」

　伝えるだけ伝え、大先生は踵きびすを返す。

　特訓には、付き合ってくれないようだ。

　まあ、ダブルで分身させるために呼んだだけだからな。

「豆腐屋じゃなくて京料理の店ですけどね。ありがとうございましたー」

　と大先生を見送った。

「彼女はあの店をいたく気に入ったようですね」

　セラがずずっとお茶を飲みながら大先生の後ろ姿を見送っていた。

「だったら、紹しよう介かいした甲か斐いもあるってもんだね」

「紹介した甲斐のないパターンはあるのでしょうか？」

「そうだなー。この店、これが美う味まくて有名なんだよねって言ったのに頼たのまない奴とか」

　俺は暗にセラであると言ってみた。

　まあ、からかっただけだが──

「そんな人がいるんですね」

　あり得ないわーとでも言いたげな表情。

　スルーかよっ！　お前鴨かも鍋なべにしたじゃんっ！　俺のオススメしたすき焼きを崖がけから蹴けり落としたじゃんっ！

「彼女は、ランチにもあの店に行ったそうですよ」

「二日連続で同じ店か。まあ、あそこ色んな料理がありそうだし、全部食べ尽つくすまで通かよいたいのかもね」

「……今度、私のオススメの店を紹介しましょうか？」

「え？　大先生に？」

「……違ちがいます。このクソウイルス」

「初のウイルス呼ばわりっ！」

　セラのお薦すすめ店。それには興味がある。

　ゲテモノか、それとも完かん璧ぺきにお上品な料りよう亭ていか。

　セラは爆ばく発はつ的てきに料理が下手くそだが──同じレベルの料理人がこの世界にいるとは思えない。

　ということは、だ。

　きっと、めちゃめちゃ美味い店なんだろうなー。

　ん？　大先生に紹介するのが違うってことは──

「あ、俺に紹介してくれるって言ってたのか？」

「……もういいです」

　えー。

　なんで機き嫌げんを損そこねたのか、分からん。

　セラって、二重人格のように機嫌が悪くなったりするよなー。

　いつも機嫌が悪いようにも見えるけど。

「さて、じゃあそろそろ始めるか」

「は、はい！　よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げるハルナ。

　ストレッチもしないまま、俺は、早さつ速そくタックルを仕し掛かける。

「あわあわあわ……」

　どす。

　俺はハルナにぶつかって、吹ふっ飛ばしてしまった。

　まさか、避よけられないとは思わなかった。

「すまん、ハルナ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです……痛いですけど、大丈夫です」

　勢いがありすぎたか。でも、通り過ぎなきゃ行けないわけだから、寸止めは出来ない。

『イメージは　闘とう牛ぎゆう』

　ユーのメモを受け、イメージが固まった。

　俺は頭の上で人差し指を立て、ウシに見立ててみる。

「闘牛ってあれですよね？　あの……ね？」

　どうやら、ハルナは闘牛を知らないようだ。

「知ってるよな？」

「はい、と、当然です」

　胸を張って強がるハルナ。

　アホ毛がピコピコと動どう揺ようしているので、掘ほり下げてみよう。

「闘牛って何をするんだっけ？　俺ちょっとよく知らないんだよね」

　まあ、これは間ま違ちがってはいないからな。

　ぶっちゃけ、どうやったら終わるのか、最初から終わりまで見たことがないから結末が分からない。

「トウ……ギュウ……あれですよ。ウシを」

「ほう、ウシを？」

　俺がウシの角を意識してポーズを取ったのと、牛という言葉からウシを連想したんだな。

　どうせ、トウの部分を何かに例えるんだろうな。

　トウモロコシと牛肉をあわせた料理──とかな。

「ウシを……あれですよ……ぎゅうってやるんです」

　ギュウ牛じゃねえか！

　俺は不意打ちを受けて、鼻水が出た。

「ぎゅうってやれなかったらどうなるんだ？」

　もう少し、掘り下げてみよう。

「ぎゅうって出来なかったら……あれですよ。──オフサイド」

　えっ！　サッカーやってたんだ！　どっから出てきたんだよオフサイドっ！　どこでやってんだよ闘牛！

「オフサイドかー。赤い布はどこいったんだ？」

　ヒントを出してみる。

　ハルナは、「赤い布を使うんだ……」的な、青せい天てんの霹へき靂れきのような表情を浮うかべる。

「赤い布は……あれですよ。退場する際に使う──」

　レッドカード的な感じなんだ！

　やっぱりサッカーなんだっ！

「あるいは……こう、ぎゅうってするときに」

　手をわしゃわしゃしているが、何をやっているかは全然分からない。

「あるいはってなんだよ。どうなったら勝ちなんだ？」

「ぎゅうってやって──トウっ！　って」

　ぴょん、とジャンプする。だから、どうやったら勝ちなんだよ！

「トウってやったときに、赤い布を落としたら──オフサイド」

　オフサイドの汎はん用よう性が半はん端ぱない！

　やばい。ずっとこうして知ったかハルナと遊んでいたい。

　と思っていたのだが──

「雄お牛うしの突とつ進しんを避け続けるパフォーマンスです」

　セラが正解を言いやがった。

　セラはこう言いたいのだろう。

　さっさと特訓を始めろ──と。

「あー、はいはい。知ってます知ってます。当然」

　絶対知らなかったろ。

　知ったかぶりをするところがハルナらしい。

「まずは、ゆっくりやろうか」

　気を取り直して、俺は頭に手をやり、人差し指を立て、腰こしを曲げて地面を蹴る。

「そ、そうですね。お願いします！」

　のそのそと亀かめのような速度でハルナに襲おそいかかった。

「もー」

　ウシのモノマネサービス付きだ。

　ハルナは八艘そう飛びよろしく、ぴょんと横にのく。

　ハルナ風闘牛のトウっ！　の部分だな。

　前進する俺の横側に、回り込む形になった。

　おおー。こうなれば、あとは一いち撃げきを加えるだけだな。

　ギュウっ！　をすればいい。

　なんて思ったが、ハルナは一向に攻撃を仕掛けてこない。

「どうした？」

　ウシの真ま似ねをしたまま、顔を向ける。

「え……だって……可哀かわい想そうじゃないですか」

　小首を傾かしげて、きょとんとしていた。

「可哀想？」

「あたし、人を叩たたくなんて……可哀想で出来ません」

　………………ええ子やーん！

　何このハルナ。普ふ段だんからは考えられないほどに優しいじゃないか。

　ハルナの代名詞と言えば、その軽い身体からだを最大限に活かした『跳とび蹴げり』。

　座右の銘めいは恐おそらく『問答無用』。

　だが、このハルナは、まるでユーのような優しさを持っているじゃないか。

「ハルナ。遠えん慮りよはいりません。彼はドＭなのです。叩かれない方が、可哀想なのですよ」

　セラさんって確か、噓うそがお嫌きらいでしたよね？

　いつの間にか、大だい福ふくを食べてるし。

「別に、お前らは中に入っててもいいんだぞ？」

　これは、俺とハルナの特訓だからな。

『見ているだけで楽しい』

　ユーにはきっと、これがコントにでも見えているのだろう。

　お笑いを極きわめた人間は、見たモノを自分で面白く変へん換かん出来るのだ。

「心配しなくても、俺は痛みを感じないんだ。魚でも捌さばくような気持ちで、チョップしてみなさいな」

「でも……」

　優しいハルナはそれでも渋しぶっていた。

「よろしければ、私が見本を見せますが？」

　セラが大福の白い粉をぱんぱんと叩き落としながら立ち上がる。

　サンダルを履はいて、庭に出てくるセラ。

　そしてそのまま俺の傍そばまで来ると──

　どす。

　山や羊ぎ座のゴールドセイントばりのチョップが延えん髄ずいに振ふり下ろされ、俺はその場に倒たおれた。

「あー気持ちいい～」

　首を押さえながら、立ち上がる。

　これでいいんだろ？　セラ。

「さ、やってみてください」

　セラは満面の笑みを浮かべていた。

　いや、それは恍こう惚こつと呼んでいいかもしれない。

　どうやら、ドＭな俺が好きなようだ。

「気持ちいいんでしたら……やってみたいと思います」

　お、セラに乗った甲か斐いがあったな。

「では、ちゃんと脳に振しん動どうがいくよう、首をただ叩くのではなく、延髄を狙ねらってください」

　とんとん、と俺の延髄が叩かれる。

　怖こわいわ。

　冬の寒さと、女子特有の末まつ端たん冷え性しようで、セラの指はひんやりと冷たかった。

　まるで、首にカミソリを当てられてるような感じだ。

　そんな入念な指導の末──

「……はい、こうですかね」

　………………ちょん。

　やっさし～い。

　優しい～チョップが繰くり出されまちたよ～。

　ついつい赤ちゃん言葉が飛び出してしまうほど、甘い気持ちになってしまい、俺は笑ってしまった。

「いやいやいやいや、その攻こう撃げきはむしろやめてくれ」

　やるなら、ちゃんとやって欲しい。

「ご、ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい」

　ぺこぺこと頭を下げる。

　ハルナが頭を下げるなんてことは、一生に一度もないレベルの出来事だろう。

「もっと強く出来ないのか？」

「……アユムが……ドＭだからですか？」

「違ちがうよっ！　俺のプレイ内容の確認じゃないよ！」

「あ、はい。あれでも逆に気持ちいい変態なのかと……」

　優しいふりして意外と厳きびしい。

　ああ、この子はやっぱりハルナなんだと確信した。

「とにかく、強く攻撃してみて」

　仕切り直して、もう一度突進する。

　ゆっくりゆっくり。

　それを横に避よけて、一撃。

　ぺちっと音がした。

　その威い力りよくは、しっぺに近い。

「それが全力？」

「はい、全力です」

　……こりゃあ、やべーぞ。

　全く力がない。

　普段のハルナは、プロレスラー以上の打だ撃げき力りよくを発揮する。

　そういう野や蛮ばんなところは、全部ダークハルナが持っていったのだろうか？

　今の威力では、メガロどころか犬にも勝てないだろう。

　となれば、武器を持つ必要が出てくる。

　魔ま装そう錬れん器きを使わせるか？

　いや、それはフェアじゃない。

　ともすれば、あっちに奪うばわれてしまうだろう。

　魔ま法ほうだ。

　ここで必要なのは、魔法の力だ。

「ユー、何か方法はないかな？」

　幸い、ここにはその道のスペシャリストがいる。

　ユーだったら、きっと何か案があるはずだ。

『ハルナは　結界技術に優すぐれている』

「あー、そう言えば巨きよ大だいなクジラの動きを止めたりしたよな」

『結界を細く長く作ることで　剣けんにすればいい』

　なるほど、巨大なクジラや津つ波なみを受け止められるほどの強度を持った結界なら、折れない剣にすることも可能だろう。

「や、やってみます！」

　俺の首筋に、ずんと衝しよう撃げきが襲いかかる。

　最近、銃じゆうに撃うち抜ぬかれた感かん触しよくを味わったが、それに近い。

　違いは、『突つき抜けた』ではなく、『突き刺ささってる』こと。

　ずっと、異物感があるのだ。

「はわわわ……す、すいません！　こんなことになるなんて」

　慌あわてて、血ち塗まみれの結界剣を抜くハルナ。

『本当に出来るとは』

　ユーのメモに、俺は啞あ然ぜんとした。

「え？　出来ることじゃないの？」

　ユーは提案したが、出来るとは思っていなかったようだ。

　ハルナの天才的なセンスは、どうやらオリジナルハルナに残っていたようだ。

『結界の圧縮に成功した事例は　ない』

「そうなんだ。体を動けなくさせるのも結界だっけ」

　懐なつかしさすら感じる、俺が初めて死んだ日のこと。

　魔装少女である京きよう子こに刺されたとき、俺は体が動かなかった。

　そして、それは結界によるものだと言われたが──

『結界を圧縮出来るなら　全ての武器を無限に生み出せる』

　無む味み無む臭しゆう無色の武器。それも使い捨て放題ってことになるなら、確かに誰だれかが使っててもおかしくはない。

　しかし、それをするような奴やつには出会ったことがない。

　それは、出来ないから。

　クジラとか津波を受け止められるほどの強度を持った結界を、圧縮して武器にする。

　天才ハルナの武器にふさわしいね。

　ただ問題は──性格だ。

「血が……血が出てます！　どうしましょう！　はわはわはわ」

　闘とう争そう心が、足りない。

　殺意が、足りない。

　自信が、足りない。

　そこまで考えて、ふと俺は思った。

　嫌いやな人間に、なったものだと。

　ゾンビとしては、正しい考えなのかもしれないが、普通の日本人が、闘争心を求めるだろうか？

　殺意を求めるだろうか？

　俺は常人ではなくなってしまってる。

　倫りん理り観かん、常識が、欠けつ如じよしてしまっている。

　そうでなくては、救えない命がある。

　そうでなくては、戦いなんて乗り越こえられない。

　だが、それを他人に強制すべきだろうか？

　マナーは押しつけるモノではない。

　しかし、マナー違い反はんも、押しつけるモノではない。

　とんとん、とユーに肩かたを叩たたかれて、はっと我に返った。

「ハルナ。今は心を鬼おににして言おう。怖いかもしれない。可哀かわい想そうかもしれない。心配かもしれない。それでも──やるんだ」

「……どうして、そこまで」

「俺は──いや、俺たちは──」

　ハルナが好きだから。

　その言葉が、何な故ぜか口から出なかった。

　照てれ臭くさかったのが一番だろうか。

　ハルナに、弱みを握にぎられるというか、家や主ぬしとしての威い厳げんというか──

「お前に恩があるんだ」

　とにかく、これしか言えなかった。

　ユーは俺に賛同してくれるようで、こくりと頷うなずいた。

『みんな　ハルナに影えい響きようを受けている』

「私も、ハルナに出会えて成長出来たと思っておりますよ」

　セラも、大きめの胸に手を当てて、思いに耽ふけっていた。

　ハルナのワガママな性格に、みんな助けられてきたんだ。

「そうだ。みんな、お前がいたからここまでやってこれた。今のこの状じよう況きようも、ハルナがいてくれたからなんだ。だから、絶対元に戻もどって貰もらいたい」

「そうですか……分かりました！　あたし、頑がん張ばりますね！」

　ぐっと両手でガッツポーズを取る。

「その意気だ。さすが天才ハルナちゃんって奴だな」

　んーっと伸のびをして、俺はまた腰こしを落とす。

　特訓はまだ始まったばかりだ。







　何度も何度も、繰り返し練習を重ね、そしてついに──

「もー」

　突とつ進しんする俺。

「とう！」

　八艘そう飛びでサイドウェイに避けつつ、結界を剣にして、首筋を一いち撃げき。

　俺は意識を飛ばされる。

　スピードの手加減はしていない。

　むしろ、ハルナを吹ふっ飛ばすぐらいの勢いで突っ込こんだ。

　だが、ハルナは完全に、俺の動きを捉とらえていた。

　何回やっても、失敗はなくなった。

　さすがハルナ。

　学習能力と応用力は凄すさまじいモノがあるな。

　ちょっとぐらい攻撃方法を変えても、同じ結果を出せるだろう。

「完全に、モノにしましたね」

『素晴らしい』

　ぱちぱちと拍はく手しゆを送るユー。

　ユーが俺の首を攻こう撃げきする度たびにおおーっと拍手することでハルナのテンションを維い持じしていた。

　苦労とか努力が嫌きらいだからな。褒ほめられないと続けられない。

　セラは今、買い出しに行っている。

　今日はカツカレーで験げん担かつぎだと、俺が買いに行かせた。

「汗あせが、凄すごいです」

　額の汗を腕うでで拭ぬぐう。

「じゃあ、ここらで特訓はやめて、風ふ呂ろにでも入ってこいよ」

　どっこらしょっとユーの隣となりに座ると、お茶を渡わたしてくれた。

　疲つかれた体にお茶がいいんだよな。

　お、飲みやすいように少しぬるめになってるじゃないか。

　まあ、寒いから熱々だったのが冷めちゃったのだろうけど、ユーだったらそういう配はい慮りよもしてそうだ。

「……一いつ緒しよに、入りましょうか」

　ハルナは、笑顔でそう言った。

「え？」

「だって、アユムも汗だくで血だらけでしょう？」

　顔を覗のぞき込むように、少し腰を曲げると、首元から中が見えてしまった。

　ハルナはノーブラ派なので……ごくり。

　子供のようだ妹のようだと言っても、結局は他人。

　元々貧乳派である俺が、興奮しない訳がないだろう。

　男ってのは、見えるんだったらしっかり見たいと思うもんなんだ。

「そりゃあ、そうだけど──」

　俺は、ふとハルナの心情を鑑かんがみる。

　もしかしたら、ダークハルナに負けてしまうかも知れない。

　元のハルナに、戻れない可能性もあるのだ。

　意識がある内に、記き憶おくがある内に──

　思い出を作っておきたい。

「よし、入るかっ！」

　俺は、パンと太ももを叩いて、決意する。

『なら　私も一緒に入る』

　えええええええ。

　まあ、それは願ったり叶かなったりだけど、どうしたモノか。

　もしセラがいたら、きっと俺の首が飛ぶだろう。市中引き回しの上打ち首獄ごく門もんだ。

　だが、もし二人が本気で言っているのなら──

　吸血忍にん者じやの居ぬ間に入浴って奴だ。

「よし、じゃあ行くか！　セラが帰ってくる前に」

　やましい気持ちなど全くなく──美少女と風呂に入れる訳がない！

　ご褒ほう美びをありがとう神様！

「ほう、私が帰ってくると、何かマズイことでもあるのでしょうか？」

　背後から、殺意の籠こもった声が聞こえてきた。

　……さすが、我が家のヒーロー、セラ様だ。

　素晴らしいタイミングでご帰宅あそばされる。

「えーっと…………すいませんでした」

　俺は、ただ謝った。平ひらに平に謝った。







　カツカレーを平らげた俺たちは、その時が来るのをずっと待っていた。

　今、ダークハルナもきっと、オリジナルハルナのように思い出作りをしているはずだ。

　自分が消えてしまうかも知れないという思いが、ダークハルナにもあるはずだから。

　もしかしたら、逃にげてしまったのかも知れない。

　だが、俺たちは待ち続けた。

　逃げる訳がない。

　あいつがハルナなのであれば、絶対に勝負からは逃げない。

　それを、知っていたから。

「へえ、逃げなかったんだな」

　声が聞こえ、俺が振ふり向くと、そこには、肉まんを食べているダークハルナがいた。

　それはつまり、決戦の火ひ蓋ぶたが切られることを意味していた。

「もう、始めていいのか？」

「うん。ユキノリと、バカみたいにはしゃいできた。……死んでもいいぐらいにな」

　ダークハルナの目には、強い意志が感じられた。

　こんな強い意志が、消しよう滅めつするとは思えない。

　大だい丈じよう夫ぶ、きっと、元に戻れば二人とも消滅したりはしないさ。

　だから、なんとしてでもオリジナルハルナに勝たせてやらなければならない。

「大先生はまだ帰ってきてないけど、やるだけやろうか」

　大先生抜ぬきで、ダブルによって二人になってしまったハルナを元に戻せるのかわからないが、先に決着を付けるぐらい、いいだろう。

「どこでやるんだ？」

「誰だれにも迷めい惑わくが掛かからず、広い場所──学校の校庭にでもいこうか」







　なんてことになり、俺と二人のハルナは、学校の校庭に来ていた。

　冬の夜に、街灯もない場所。

　こんな場所でボール遊びでもしようものなら、暗くてゲームにならないだろう。

　しかしながら、今回の決けつ闘とうには、なんら支障はなかった。

　というのも──

「んもう～」

　嫌いや々いやそうな鳴き声を出す、ウシメガロ。

　普ふ通つうのウシより、デカイ。

　ゾウよりデカイ。

　立ち上がったクマより倍近くデカイ。

　しかも、肌はだが緑色。──最も早はや、恐きよう竜りゆうだな。

　想定していたモノと、全然違ちがうじゃないか。

　乳牛のような可愛らしさはなく、立派な角を持った雄お牛うし。バッファローに近いな。

　あの大きさに、あの特訓が通用するのか、甚はなはだ疑問である。

「ほほう、モウリッス・グリーンか。決闘の相手には申し分ないな」

　腕を組んだダークハルナが、その姿を見てにやりと笑う。

「このメガロに、とどめを刺さした方が勝ちだ。いいな？」

「は、はい！」

「おっけーい」

　二人の返事を聞きながら、俺は少し不安だった。

　このメガロ、普通に俺が全力を出しても倒たおせないんじゃなかろうか。

　チェーンソウ、必要だったかな？

　そんな心配をしている暇ひまは、なかった。

　闘とう牛ぎゆう対決は、始まったのだ。

「もうーん」

　魔ま装そう少女の姿を見つけ、ウシは突とつ撃げきしてくる。

　一歩進むだけで大地が揺ゆれるような力強い足運び。

　土つち煙けむりが夜の闇やみと合わさって、視界を奪うばう。

　思わず、逃げたくなる。

　ダークハルナは俺の予想に反して動かなかった。

　てっきり、先手必勝で殴なぐりかかっていくモノだと思っていた。

「んも～う」

　嫌々そうな声こわ色いろのウシが、オリジナルハルナ目がけて突進していく。

　それをひらりと横にスライドして避よけようとしたオリジナルハルナだったが──

　想定よりもデカイせいもあってか、角にぶつかった。

　危ない！　と思わず声が出そうだった。

　尖とがっている角の先ではなく、途と中ちゆうの部分でラリアットされたから良かったが、最悪一撃死もあり得た。

　相手が巨きよ大だいだからこそ、助かったのだ。

　いや、避けきれないと判断して、ハルナがあえてそこで止まったのかもな。

　危なっかしい。

　まるで、初めてのお使いを見ているようだ。

　二度、三度とチャレンジするにつれて、だんだんと回り込むことが出来始める。

　避け始めるタイミングを早めに取り、回り込む距きよ離りも長めに取っていく。

　だが、取り過ぎると、攻撃を仕し掛かける前に顔を向けられ、失敗する。

　頑がん張ばれ。頑張れハルナ。

　俺には応おう援えんすることしか出来ない。

　あー、今惜おしかった！

　もうちょっとで倒せたはずだ。

「よし。理解した！」

　ダークハルナがふむ、と頷うなずいた。

　理解した？　どういう意味だろうと思っていたら──

「え～もう～」

　嫌々そうな鳴き声と共に突とつ進しんするウシ。

　それをサイドウェイですっと避けるオリジナルハルナ。

　次の瞬しゆん間かん──

　ダークハルナがウシの背後に現れた。

「マズイっ！」

　俺は、つい叫さけんでしまった。

　ダークハルナは、手も足も出なかったんじゃない。観察していたんだ。

　どうせ、俺がオリジナルハルナを手伝うと、倒し方を特訓すると、分かっていた。

　だから、それを今、学んでいた。

　あのウシの倒し方を──

　狙ねらった場所は、的確だった。

　ウシの首の後ろ。

　そこに、ハルナはチョップを一いち撃げき。

　……が、ウシはビクともしない。

　良かった。ダークハルナは『武器』を持っていない。

　ロデオのようにふっさふさの毛を摑つかむダークハルナだったが、すぐに振り落とされてしまう。

　次の瞬間、俺は目を疑った。

　どん、と鈍にぶい音がして、ダークハルナが吹ふっ飛ばされる。

　砂すな埃ぼこりを巻き上げて、校庭の地面を削けずる。

　先ほどまでの攻こう撃げきとは、違っていた。

　ウシは、ダークハルナを、『殴り飛ばした』のだ。

「あいつ、二本足で立てるのかよ」

　紫むらさき色いろのオーラに包まれたウシは、直立してのっしのっしと歩き出す。

　四足の時に比べて、その動きはあまりにゆっくりではあったが、オリジナルハルナは恐きよう怖ふしていた。

　こんなの、予定にない。

　いや、確かに大先生は言っていた。




　こちらから攻撃すると、警けい戒かいして攻撃方法を変えてくる。




　初撃で倒せなければ──

　特訓は、意味を成さない。

　俺は、ぞぞっと背筋に悪寒が走るのを感じた。

　マズイ。

　やられる。

　ハルナは、こいつに勝てない。

　続いてウシメガロは、オリジナルハルナへと歩み寄った。

　ずしん、ずしんと一歩毎ごとに大地が揺れる。それは、二足歩行になった方がより大きかった。

　大きく腕うでを振り上げ、一気に振り下ろす。

　オリジナルハルナは避けるために飛んだ。

　地に足を着けていたら、大地の震しん動どうで動けなくなると思ったのだろう。

　だが、それが悪かった。

　空中では、移動が出来ない。

　左手が、オリジナルハルナのボディを抉えぐる。

　がん、と鉄にでも当たったような音がして、オリジナルハルナは校舎へと吹っ飛んだ。

「ハルナっ！　大丈夫かっ！」

　俺は悩なやんでいた。

　介かい入にゆうすべきかどうかを。

「大丈夫です……結界でガード出来ました」

　起き上がり、砂埃を払はらうハルナ。

　ほっとした反面、起き上がらないで欲しいとも思っていた。

　あの一撃で分かる。

　あのウシは、ハルナより強い。

　どうする？　どうすればいい？

　ダークハルナがまた殴り飛ばされる。

　やっぱり、変身なしの状態でのメガロ退治は、ハルナの手に余るようだ。

　オリジナルハルナがまた殴り飛ばされる。

　だが、信じるしかない。

　ダークハルナはすでによろよろになっていたが、それでも果か敢かんに首筋を狙い、また吹っ飛ばされた。

　助けなきゃ。

　今、俺が、助けなきゃ。

　だが、あいつは、ハルナが倒さなきゃいけないんだ。

「だあらっしゃあああっ！」

　ダークハルナが、また突つっ込こむ。

　懲こりない性格、めげない性格は、ハルナそのものだった。

　ウシメガロは完全にハルナの動きを捉とらえていた。

　観察し、理解していたのは、ハルナだけではない。

　大先生のやろう、話が違うじゃねえか。

　まあ、問とい詰つめたところで──

「初撃で仕留められなかったんですかぁ？」

　とか言われたら言い返せない。

　確かに、あいつは練習通りの動きを見せていた。

　ただ、時間が掛かかりすぎて本気にさせてしまった。

　くそっ！　くそっ！　くそっ！

　大人な大先生なら、きっと手出ししないだろうね。

　ギリギリまで、そう、ハルナが瀕ひん死しになるまで、ずっと見守るだろう。

　だけど──

「アユム……あんた……」

　ダークハルナを庇かばって、俺はウシの拳こぶしを受け止めていた。

　これ以上、ハルナを放っておけなかった。

「お前がオリジナルじゃなかろうが、悪意に満ちていようが、ハルナであることに変わりはない」

「……バカ」

　ダークハルナはぺしっと俺の後頭部を叩たたいた。

「はいはい。──攻撃は俺が受ける。その隙すきに、二人は弱点を狙ってくれ」

　ウシのパンチは相当重い。

　だが、俺なら耐たえられる。

　──はずだった。

　ウシメガロの一撃で、俺の体も吹っ飛ぶ。

　おいおい、強いじゃないか。

　どこがＢ級だ。こいつ、ＡＡ級でもおかしくないぞ。

　Ｂ級のパンチだったら、俺のパンチで粉ふん砕さい出来ると自負している。

　しかしながら、今俺の方が相当なダメージを負っていた。

「バカアユム！　調子にのんなよな！」

「バカアユムさん！　ふざけないで下さい！」

　ダブルハルナに心配される。

　心配──されてるんだよな？

「だらっさい！」

　オリジナルハルナが首筋を狙う。

　だが、エルボーを喰くらって失敗した。

　絶好のタイミング、絶好の機会だったのに。

　そうか、結界を防ぼう御ぎよに使っては、剣けんに圧縮して攻撃なんて出来ないんだ。

　オリジナルハルナは慎しん重ちようすぎて、防御を捨てきれない。

「……今の、もう一回いけよな！」

　ダークハルナが叫ぶ。

　何か策があるのだろうか？

「よし、行くぞハルナっ！」

　俺は、正面からウシメガロへ突とつ撃げきする。

　当然パンチが繰くり出され、俺はそれを受け止める。

　オリジナルハルナは目をぱちくりさせてから、もう一度背後に回って同じ攻撃を仕掛けた。

　ウシメガロは想定内のようで、振ふり向きざまのエルボーを仕掛けてきた。

　だが、その動きが途と中ちゆうでピタリと止まる。

　ダークハルナが、結界を張っていたのだ。

　防御に使っていた結界を、ダークハルナが代用してくれた。

　それはつまり──

　結界剣を使えるということだ。

「だあらっしゃあああああああああああああっ！」

　オリジナルハルナの咆ほう哮こうが、響ひびき渡わたる。

　ウシメガロの延えん髄ずいに、結界で作られた剣が、しっかりと突き刺ささっていた。

「んもう～」

　だから嫌いやだったんだー。とでも言いたげな表情で、ウシメガロがきらきらと粒りゆう子しに変わっていく。

　これで、勝負は付いた。

　まあ、俺が干かん渉しようしてしまったが、この勝負は『どちらが先にウシメガロを倒たおすか』だ。

「おめでとう。お前の勝ちだ」

　俺のところへ歩いてくるオリジナルハルナへ、俺は拍はく手しゆを送った。

　しかし、オリジナルハルナは首を横に振る。

「あたしだけじゃ……無理でした。今の勝負は、無効だと思います」

　たしかに、そうだ。

　今の戦いは、俺たち三人で一いつ緒しよに戦って勝ち得たモノだ。

　また別の勝負を用意すると言おうとしたときだった。

「ま、勝負は勝負だかんな。いいよ、あたしの負けで」

　頭の後ろで手を組んで、くるりと背中を向けるダークハルナ。

　負けず嫌ぎらいのハルナが、そんなに簡単に負けを認めるとは思わなかった。

「いいのか？」

「十分楽しんだし、あたしたちは一人になっても、何も変わらないかんな」

　んー、と伸のびをするダークハルナ。

「あたしは、ダークハルナさんの気持ちが分かります。アユムが庇って攻撃を受けてくれたのが、嬉うれしかった。ただ、それだけだと思いますよ」

　ひそひそと小声でそう言ったオリジナルハルナは、ダークハルナに手を伸ばす。

　固く握あく手しゆした二人は、光に包まれる。

「お、お前らまさか……」

　今、この場で元に戻もどろうとしているのか？

　てっきり、大先生がいないと出来ないものだと思っていたが──

「融ゆう合ごう術ぐらい、大先生なしでも出来るに決まってますでしょう？」

「そのくらい、わかれよな」

　二人は大きく笑い、光がひときわ大きくなったと思ったら──

　一人の、ハルナに戻っていた。

　さようなら、ハルナたち。

　そして、おかえり、ハルナ。

























「アユム～。アユムはどこだー」

　居間でぼーっとテレビを見ていたら、ハルナに呼ばれた。

　肩かたまでの茶色い髪かみ。猫ねこのような大きな目と、全然成長しないおっぱい。

　てっぺんから伸びるアホ毛は、今日もピコピコ揺ゆれている。

「ここにいるぞー」

　ダルそうに、返事をした。

　あの日のことは、まるで夢のようだった。

　二人のハルナの融合は成功したと言っていいだろう。

　ハルナは、今日もいつも通りのハルナだった。

「ちょっと。ちょっとちょっと」

　ひょこ、ひょこひょこ。

　階段のところから顔と手だけ出して、俺を手招きしている。

　……あんなハルナ、いただろうか？

　こたつから出たくない俺は、その場で返す。

「話があるんなら、こっち来いよ。暖まるぞー」

「来いって言ってんだろっ！　このバユムがっ！」

　ごす。

　後頭部に、ドロップキックが炸さく裂れつした。

　うん、こいつハルナだわ。

　紛まごう事なき、ハルナ。

　そして、短たん髪ぱつハルナはきっと消しよう滅めつしていない。

　ハルナの中に、ちゃんと生きていると感じる。

「なんだよ全く」

　こたつを出て玄げん関かんの方へ向かう俺を、ユーは少し不思議そうに見つめていた。

　そりゃあそうだろう。こんなこと、今までにないんだから。

「ちょっと、あたしの部屋まで来いよな」

　部屋に来い？

　玄関でも階段でもなく？

　何か、二人っきりで話があるようなので、仕方なく俺はハルナの部屋へと向かった。

「で、どういう話だ？」

「あたし、どうすればいいと思う？」

　部屋に入るや、深刻そうな顔でベッドにばふっと腰こし掛かけるハルナ。

「話を聞いてからアドバイスさせてもらいたいね」

　俺は、ドアにもたれ掛かかって話を聞いていた。

「魔ま力りよくを永久循じゆん環かんさせる装置──その理論は出来た。だけど──その資料がなくなってるんだ」

「なくなってる？　おいおい！　どういうことだよ」

　俺は焦あせっていた。

　あんな大量の資料が、そうそう消えてなくなるなんてことはないだろう。

　つまりそれは──誰だれかに盗ぬすまれた。

　あるいは、誰かに捨てられたってことになる。

　誰が？

　セラやユーがそんなことをするとは思えない。

「きっと、大先生が持っていったんだと思う」

　……大先生か。

　あり得る。

　あの人が、もし資料を持っていってしまったとしたら？

「材料を集めてくれるんじゃないか」

「そうだな。うん、多分、作ってくれると思う。それに、あたしの頭の中に、設計図はまだ残ってる」

　良いことなのに、それでもハルナの表情は沈しずんでいた。

「じゃあ、今すぐにでも作ればいいじゃないか」

　結論は、あっさり出た。

「材料の一つが、問題なんだ」

「用意するのが、難しいとか？」

　こくり、ハルナは神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた。

「魔力を永久循環させる一番最初──元手が足りないんだ」

「永久機関って言っても、一を無限に出来るわけじゃないのか」

「全てのシステムを魔力で賄まかなう必要があるんだ。つまり一億を無限にする装置だ。そして、それには──サクるしかない」

「サクるって？」

「サクリファイスするってこと！　そんくらいわかれよな」

「あーはいはい。サクリファイスね……どっかで聞いたことがあるようなないような」

「そこから説明しなきゃいけないのか。アユムのバカさは五大陸一だな」

「世界一って言ってくれていいよもう」

「サクリファイスってのは、魂たましいを夜の王に捧ささげることで膨ぼう大だいな魔力に変える手法だ」

「………………あっ！」

　俺は思い出した。

　それは、俺が死んだ理由。

　京きよう子こが、連続殺人事件を犯していた理由。

　つまり、ハルナはこう言いたいのか？




　誰かが、死ぬしかない。




　それが、どうすればいい？　と言う質問になるのか。

「それも、アユムとか葉っぱの人とかそんな低い魔力の魂じゃない奴やつ──つまり」

「冥めい界かい人か、ヴィリエの人間……」

　ハルナは、こくりと頷いた。

　とても悲しそうな顔で。

「それも、一人や二人じゃ全然足りない」

「大先生が資料を持ち出したってことは、京子がやっていたような連続殺人を、大先生がやってしまう可能性があるってことか……」

　それはマズイぞ。非常にマズイ。

　京子のときとは、レベルが違ちがいすぎる。

　大先生を止められる奴なんて、居るわけがない。

　そうか、大先生が資料を盗んだ理由は、そこにあるのか。

　せっかくヴィリエどころか三世界全てを救う可能性を持つ魔力の永久機関。

　それを、ハルナや俺たちでは完成させられないと見たんだ。

　命を、奪うばわなければならないのだから。

　何か、ないのか？　サクる必要のない方法。

「ちょっと待ってくれ。ユーならどうだろう？　ユーの魔力は確か無む尽じん蔵ぞうなはずだ。それをシステムに使えばいいんじゃないのか？」

「……だから、あたしは相談してんの」

　俺が思いつくことなんて、ハルナはすでに思いついていたのか。

　ユーに関わること。

　だから、わざわざハルナはこの部屋へ俺を呼んだ。

　いつもなら、入ってくんな！　と言ってる、自分の部屋。

　ユーには、聞かれたくない内容だから。

　つまり、本題はここから。

「聞かせてくれ。どういう問題があるんだ？」

「あいつの魔力を用いれば、確かに誰も死なずに装置が動くと思う。でもな、あいつの魔力は暴あばれん坊ぼうで誰にも扱あつかいきれないんだ。あいつ自身でも制せい御ぎよ出来ない。だから──」

「運命が変わるほどの魔力だって言うからな」




「あたしの計算では──二％の確率で死んじゃう」




　結局、そうなるのか。

　誰もやったことがない実験だから、確実ではない。

　二％。

　たった、二％だ。

　九八％の確率で、生きられる。

　だが……高い。

　二％は、命を賭かけるには、高すぎる。

　待てよ？　確か、もう一人居たはずだ。

　ユーと同じレベルの魔力を持った少女。

　ヴィリエの女王、『リリア・リリス』。

　まさか──大先生は、永久機関の媒ばい体たいに、リリアを使うつもりじゃないだろうか。

　ダメだ。

　リリアを守ってやらないと。

「一〇〇％には、出来ないのか？」

「今のあたしじゃ……それが限界だ」

　何でも出来るといつも自信満々なハルナがそう言うのは珍めずらしい。

　強がりとか、そんなんじゃなく──現実。

　誰かが命を落とす可能性。

　それが、このシステムの現実だと言う。

「……大先生を、止めなきゃいけないんだな」

「大先生を止めても……あたしに今の理論以上のモノが作れるかどうか」

　悩なやんでいるハルナを見て、俺は少し安心した。

　やっぱり、ハルナのベースは、善意の長ちよう髪はつハルナなんだろうな。──と。

「諦あきらめちゃダメだ。──どれだけ寒い冬だろうが、きっと春は訪れる。だから動物たちもみんな希望を持って、備えているんだ」

「アユム、あんたどうしてそれを知ってんの？」

　ハルナは大層驚おどろいた様子で、目をぱちくりさせている。

「まあ、よくある台詞せりふではあると思うけど」

「……その言葉は、あたしのお母さんが言っていた言葉だ」

　え？

　アンダーソンくんは言っていた。

　あのミミズクが、言っていた言葉だと。

「寒ければ寒いほど、辛つらければ辛いほど、みんな春を待っている。だから──あなたは春になれ。強く、大きく生きていけ──あたしはそう、教えられてきた」

　ハルナ──の名前には、そんな意味が込められていたんだな。

　あのミミズクは、ハルナの友達だった。

　ハルナと同じ趣しゆ味みを持ったことから、話が合うところから、友達になれた。

　ハルナの感性を、元々から知っていたのではないだろうか？

　そして、メガロは死者の魂を元に作られている。

　もしかしたら、あのミミズクは──







　あとがき




　皆みなさんこんばんは。好きな骨は鎖さ骨こつの木き村むらです。

　さて、二月の某ぼう日じつ、東京では大雪が降って積もりに積もり、週末ということもあってか、若者が犬のように駆かけ回って雪をぶつけ合う光景を微ほほ笑えましく見ていた頃ころ。

　雪が止やんで、太陽光で雪を溶とかし始めた日曜日のことでした。

　突とつ然ぜん、メールが来ました。

　それは、かれこれ一〇年来の付き合いがある、セラのモデルに使わせて頂いた女子。

　もう女子と呼べる年ねん齢れいではないですが、内容は至ってシンプル。

『飯食べたい』

　おごれってことだろうな。

　まあ、飯ぐらいならいいだろうと、私は『いつから？』と返します。

『六時からどう？　袋ぶくろ』

　袋？　袋……袋……あ、池いけ袋ぶくろ？

　無む駄だに省略してくるところが鬱うつ陶とうしいわー。

『今どこにいんだよ』

『サンシャイン』

　どうやら、買い物をしているようだ。

『どこへ行けばいい？』

『メイト』

　アニメイトか。池袋のアニメイト……あれ？　サンシャインの近くにあったような気はするが、移転するとかしないとか言う話があったような。

　複数該がい当とうする場所を待ち合わせに選ぶかね？

『アニメイトってサンシャイン近くの？　ていうか、東急ハンズ横のエスカレーターとかでいいんじゃない？』

　………………はい、無視。

　まあ、いいや。

　池袋へ向かおう。

　電車を乗のり継ついで──池袋へ。

　東武百貨店が西口にあったり、西武百貨店が東口にあったりと、ややこしい街、池袋。

　東京に住んでいなくても、人が多い場所だってことはみんな知っているでしょう。

　その日は日曜日だったので、まあ人の多いこと多いこと。

　とりあえずサンシャイン方面へ歩いていると、メールが。

『メイトは移転したのでスタバで』

　………………はっはっはっはっは。

　まだ残ってるでー。一応アニメイトあるでー。

　急な路線変へん更こう。

　しかも、だ。

　池袋サンシャイン通り店なのか。

　池袋サンシャインシティアルパ店なのか。

　ルミネ池袋店なのか。

　マルイシティ池袋店なのか。

　池袋西口店なのか。

　池袋明治通り店なのか。

　池袋ショッピングパーク店なのか。

　南池袋店なのか。

　東武池袋店なのか。




　池袋にスターバックス何軒けんあると思ってんねん！




『東急ハンズの隣となりにあるエスカレーターのところでいいんじゃない？』

　………………はい、無視。

　仕方が無いので、私はとうとう電話を掛かけました。

「もしもし」

　えー。なんでちょっと不ふ機き嫌げんなんだよ。舌打ちするレベルの声でした。

「あのさ、サンシャインにいるんだろ？」

「もう出るけど」

「だったらさ、サンシャイン入り口にいつも使ってる、東急ハンズのところで待ち合わせない？」

「…………じゃあ、ラウンドワンのところで」

「………………わかった」

　私は妥だ協きようしました。

　ラウンドワンは私の知る限り、池袋に一店てん舗ぽだったはずなので。

　そのまま、メールも電話も何もないまま、冬の空の下で待ち続け、一〇分ほど経たちましたか。

　周りには同じように待ち合わせをする若人わこうどたち。

　まるで、みんなヘビースモーカーのように白い息を吐はいていました。

　ラウンドワンの中に入ってもいいんですが、用はないので外で待ち続け──

　現れました。

「待った？」とか「ごめーん」とかはなし。

　ポケットに手を突つっ込こんだまま、アゴでくいっと私を呼びます。

　ほら、行くぞ。ってなもんで。

　合流した私は、大きく息を吞のんでから──




「お前は待ち合わせの才能ゼロかっっっっっっ！　なんっっっでやねん！　なんで頑かたくなに俺の東急ハンズは採用されへんねん！　あそこごっつ分かりやすいやんっ！　ごって分かりやすいやーんっ！　スターバックスってどこのやねん！　お前との池袋の思い出にスターバックスは含ふくまれてないっちゅーねん！　せめて一度行ったなら分かるよ！　あーあのいつものねーってなるよ！　お前の中のスターバックスなんて知るかあああああっ！」

　はあ。

　すっきりした。

　彼女は私の思いを全て受け入れてくれたのか、反論は一切なく、ただ笑っていました。そのあとは、女の子のショッピングらしく、店に入ってはうろうろ～、うろうろ～。

「飯行くんじゃなかったのか？」

「あー、うん」

　総合百貨店に入っては、エスカレーターを上がったり～、降りたり～。

　なんやねん。何が欲しいねん。

　一階と四階は何回目やねん。

　服屋に入ると、さすが池袋。おしゃれで可愛い店員が可愛い声で──

「ご覧下さいませ～」

　………………ご覧下さいませ？

　私は職しよく業ぎよう柄がら、ちょっとした日本語が気になることが多いです。

　道路標識の『止まれ』はなんで命令形やねん！　とか『歩く』は『少』し『止』まると書く──歩けやっ！　『走る』の上が『土』なんだから、『土少』でも良かったやん！

　とまあ、そんなことを考えてしまうので、ついつい『ご覧下さいませ』と言われ、私はきょろきょろと辺りを見回します。

　客は、私以外、女性でした。

　そして、それら女性は、服をご覧になっています。

　この空間で、服をご覧になっていないのは──私だけっ！

　まさかっ！　まさか私に言っているのかっ！

「ご試着いかがですか？」

　店員さんに声を掛けられる。

「あ、大だい丈じよう夫ぶです」

　今持っていた服を畳たたみながら棚たなに戻もどす彼女の横で──

「俺が試着してみようかな～」

　なんて冗じよう談だんを言うと。

「はいはい」超ちよう高こう速そくの二つ返事が返ってきた。

　気持ち悪いとでも言いたげに。

　切ない。

　世せ知ち辛がらい。

　結局何にも買わないまま、また一階まで降りてきたときでした。

「ゾウガメでいい？　ゴリラ？」

　今まで一切顔を向けなかった彼女が、急に立ち止まって、振ふり向むきざまにそんなことを言い出した。

　何の話だろうと、私は困こん惑わくしましたが、すぐその理由が分かりました。

　そこは、チョコレートのコーナー。

　チョコで出来たゴリラやワニ、ゾウガメなどが展示されていました。

　バレンタイン。

　その日は一四日ではありませんでしたが、どうやらチョコを買ってくれるようです。




　この、ツンデレがああああああああああああああああっ！




　うろうろしていたのが、チョコを買うまでの照れと葛かつ藤とうだと思えば、途と端たんに可愛く見えてきます。

　手を握にぎったこともない関係。

　二ヶ月か三ヶ月に一回会う程度の関係。

　冷たく、面めん倒どう臭くさい性格。

　それでも一〇年の付き合いが保たれてきたのは、このツンデレ感にあるのかも知れません。

　そのあと、もつ鍋なべを食べて、普ふ通つうに帰りました。

　先日もつ吉きちでもつ鍋食べたところだったのに。










　さて、それでは最後に謝辞ですが。

　以前あとがきで行きつけの店『もつ吉』を紹しよう介かいさせて頂きました。

　今でも可愛い店員と喋しやべるのを目的に通っているのですが、店長にこんなことを言われました。

「あとがきを見たって子が来たよ」

　と。

　マジで。しかも、私がいた時間帯に来ていたそうで。

　中学生ぐらいの読者さんが、ご両親に頼たのんでご飯を食べに来た。

　へー。それだったら書いた甲か斐いがあるなー。

　という思いと、ちゃんとあとがきまで読んでくれてるんだなーということが嬉うれしかったです。

　皆みなさん、いつも読んでくれてありがとう！

　謝辞はいつも同じような感じになるので申し訳ありませんが、ありがとうに勝る感謝の言葉が浮うかびません。

　本は一人では作れない。

　関係者の皆みな様さま、ありがとう。










これはゾンビですか？15




はい、どっちもあたしです








木き村むら心しん一いち





富士見ファンタジア文庫





平成26年3月25日　発行





©Shinichi Kimura, Kobuichi, Muririn 2014





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『これはゾンビですか？15　はい、どっちもあたしです』

平成26年3月17日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p248-p249.jpg
F ﬂiﬁﬂi'—*ﬁp)@?{?ﬁiﬂ#l}c &7zo
THENHIEAALBLT

— ANTEHPLTELRE B,

REBRE LT LT ARATZ,

3 RF 2R —MERIETZN TV,

SLDL726. HHTDEVTRE 252 hdHNE,

ZLC 2DEZ T BFRHR S AN,

LU EIPBRIAL 72D EAZZHREE TS,

iif'@’)f’,ﬁ%l/‘/\o






item/image/p032-p033.jpg
Bodl FUHFHER!

AP FUYavAEzoT?

Z0eBHZH72E ZoT SHIFMINE T —MrAZH B!
L2bd T ANoEN72E 2 A o&D]

H—MHE T oW —ERIFVIZTE,
ENRoTATTIN e —o FXVBETE,






item/image/p090-p091.jpg
HIZUERF 12 EDLHNRF ...
A—KF DEALSTHRVBD DT,

72FIA V7 — 2RO PTEFVIESIN S L,
BT oTDR 2 SITITH R,

FI T RFT OB Z [bk] & 2 THAI!
72FICT 7L — A CTE WA IE 1bke
HRAT 3 BRI AN SR CHEH U 1 T bk
TA =374 EAE289bko

20






item/image/cover.jpg
F T7IIITY





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/orikaeshi1.jpg
AFHD—

Q@=L5LANS

HEone U

1982F REBLES
[CLTHULLY,
B, MEU. EOFHETEPD
TLISWFE, 1EIRE UIFSEE
WoTo FEGHIE—HRTFHTY,

ASAK 1 TBVE BHbA
AN=FHA : RES





item/image/p031.jpg
Isthisa
zombie?





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ＣＯＮＴＥＮＴＳ



		プロローグ「かーえーれーよー」



		第一話「こちらコーラになります」



		第二話「へい！　ラーメンお待ちっ！」



		第三話「ザクにもいいところはあります！」



		第四話「……アユムが……どＭだからですか？」



		エピローグ「あたし、どうすればいいと思う？」



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p006-p007.jpg
Rt L@RATEDD
O RWA——E0I AT TIRES SEEHRE,

| BYEHLWLTIC, TNEAFET Do

| ZL NS RF e b A8 Bi 7o ek ke oCE 2,
IR E >TOREIVIRFITIHEN D DB DT B,
ZHChIZFRE 2%,

(/\)Dﬁ'li\ RF72oTTE%,

S AN y






item/image/p138-p139.jpg
B DI IRBELENCETHLLEHDN
RIZRHHEZENEEHLVEIZE RETWAEEITT,
Fh DL THEMELTOIIAS,

+
Bl L A2 AL CLTE S * * *50353'!1






item/image/p137.jpg
Isthisa
zomhie?





item/image/kuchie-001.jpg
NS — =

S

JyEd 8-, t3,
nR-?1&cuzk,
LH L MP

BYULtro !

, G





item/image/p188-p189.jpg
ETOHEFORIIZ MG —SAZLIT BT TN
ZNHIET LAEALRRWER P R R A 072137,
RO T IAF - RFEERIATT






item/image/p003.jpg
CZETRUESATNIQIZ 100! %5, 1008 LA TIAIENBITER!
HAI=DIQIZ07E! HMEDHERNTIIEEEZ 417!






item/image/p089.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
FIGHT
ESCAPE

Kikk [BEBE
&Il

T VI AL
Faelihok?






item/image/kuchie-002.jpg
ZEthsHohhik !

RV F

*v 2

yIvy
—ZESURY

% [BHIC 2 OIS
PWR->T3h—,
> THRIBRL 0 4< T
Z#t o> Tfa !
Htbo 1]

e TH- !
HAFLEHIE—> 1|





item/image/p247.jpg
Isthisa
zombie?






item/image/kuchie-003.jpg
5 F(.\’(b—\ [A%Y- Y1)
s r N AYAN ) I SRR
1






